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Site condition of a seismic station considerably affects amplitudes 'of seismic waves. Average deviations of 

velocity-an1plitude and displacement-amplitude magnitudes were examined for individual stations and categorized 

groups of stations to exclude systematic deviations due to site conditions in magnitude determination. Data from 

stations of the old (pre-1994) and new (since 1994) Japan Meteorological Agency seismic networks and stations of 

other institutes were examined. The average deviations for categorized groups of stations range from -1.13 to 

+0.25. Ampl i tudes from borehole instruments are generally smaller than those from instruments installed on the 

ground. The relationships between displacement-amplitude and velocity-amplitude magnitudes of the old network of 

the Japan Meteorological Agency was found to be different from that of the new network. Due to this difference， 

the average difference between displacement-amplitude and velocity-amplitude magnitudes shows apparent incon-

sistency. Attenuation of each category of seismometer shows different hypocentral-distance dependence， espe-

cially in the short hypocentral distance range. This attenuation difference could cause station magnitude 

difference of about 0.7 for small earthquakes (M < 2). 

1.はじめに

Katsumata (2001)は，短周期速度型地震計により観測

された速度振幅に基づくマグニチュードの決定法を提案

した.このマグニチュードは，モーメントマクーニチュー

ドに基づき速度振幅の減衰関数を得たものであるが，用

いた振幅は津波早期検知網(気象庁， 1997)を中心とし

た気象官署からはなれた場所の地上に設置されている地

震計により記録されたものである.地震計により観測さ

れる振幅は，設置地盤環境によって変わる.気象庁の観

測点にも 76型や88型の一部のように埋設型のものがあ

り(気象庁観測部地震課技術係， 1979;気象庁地震火山

部地震火山業務課技術係， 1989)，設置されている場所

の地盤条件も異なる.現在速度振幅からマグニチュード

を計算する上でも， 67型地震計用として神林・市川

(1977)が考案した式と 76型地震計用として竹内(1983)

が考案した式が分けて用いられている.

また，気象庁の震源決定処理においては， 1997年10月

より他機関のデータも含めている(気象庁， 1998). こ

れは一元化処理と呼ばれている.マク、、ニチュードの決定

の際にも，他機関のデータを用いるようになっている.

防災科学技術研究所の多くの観測点では，地震計が埋設

設置されている.そこで，気象庁の津波早期検知網の地

上設置の地震計の振幅に比べて，他の設置方法の地震計

により観測された振幅がどのような系統的な差を持っ

かに関して調査を行う.更に，気象庁の津波早期検知網

よりも前の振幅データに基づくマグニチュードや変位振

幅マグニチュードの観測点偏差との比較についても検討

を加える.
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2.データ本論文中において用いる速度振幅マグニチュードは，

原則Katsumata(2001)により定義されたマグニチュード

(MKV)とする.各観測点の速度振幅マグニチュード (M

KV-ST) と，その平均の地震のマグニチュード (MKV)

との差について検討してゆく.また，変位振幅マグニ

チュードについては， Katsumata (1999)が津波早期検知

網よりも前の観測網の変位振幅データに対して定義した

マグニチュード (MKA1) と，津波早期検知網の変位振

幅データに対して定義したマグニチュード (MKA2) を

用いて検討する.

ここでは，気象庁により験測され，験測値ファイル中

に残されている振幅データに基づくこととする.短周期

速度型地震計の観測点は験測値データファイルでは，

Table 1 に示すように分類されている.各観測点ごとの

偏差を求めるとともに，この分類ごとに分けて比較検討

する.気象庁の観測点については設置されている場所の

違いとして，気象官署の敷地内に設置されたものと気象

官署から離れた場所に設置されたもの(以後，隔測と表

記する)がある.一般的に気象官署は市街地の堆積層上

Table 1 Seismometer installation conditions categorized in the ]apan Meteorological Agency (]MA) arrival-time 

data file. The category symbols (]-S-P-log， etc.) are used throughout in this paper. The average difference is 

calculated between station magnitudes and event magnitudes. The event magnitude is calculated with data from ] 

S-R (1) seismometers for Term 1 (]an. 1989-Dec. 1993) and from ]-S-R (2) seismometers for Term 11 (Apr. 1995-Sep. 

1997) and Term 111(Oct. 1997-]une 2001). The average differences with and without parentheses were calculated for 

the magnitude ranges of 3.5-5.0 and 2.5-4.0， respectively. 

Installation condition Symbol A verage difTerence 

T'errn I Terrn 1! 'J'errn 1 n 

JMA On the tl問 prel凶 E制 ofmeteol'O 

wIth !ogarithmic a.mplifierぉ(.JMA67ぺype).

In boreholes at rernote locations J・8・H (-0.10) 

away from meteorological observatories (九11¥76-type). 

ln boreholes at rneもeorologicalobserval;ori側、 j“B-P-log (十0.2a)

with logarithmic amplifiers (.JM A 67-type). 

ln boreholes at meteorological observatories. JωB-P ( -0.:3:3) 品0.61 -0.54 

(-0.26) 

On the the prernises of rneteorolo民icalobservatorics. .)-5幽p (+0.19) 品0.27 幽0.33

(-0.20) 

On the ground surface at 1・emotelocations みらR(1) (十0.(0) 開0.1:3 -0.'18 

away from metcorological observatories (J札へ88吋抑). ( -0.09) 

On the ground surface at remote locations ，J-S-R (2) 0.00 -0.04 

away frotn rneteorological obsぞrvatorie (+0.01 ) 

Cable-type ocean-bottom seismometer. .J-OBS (・0.26) -0.71 輔 0.8:3

(-0.66) 

On thc ground surface .J-s-v -1.1:3 -0.54 

fOI・volcanicearthquake obscn'o.tion. (-0.85) 

Universities and 。Ilthe ground surface. 0-8 -0.35 -0.26 

non-.rMA institutes (-0.27) 

ln boreholes. O-B -0.51 -0..55 

(・0.42)

In underground vaults. o-v -O.;3a -O.;~2 

(時0.29)

ln boreholes (Hi鴨川t). O-H -0.48 
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にあることが多く，隔測としている地震計は比較的地盤

の硬い場所が選ばれて設置されている.また，設置方法

としては，地上設置(地震計台上の設置を含む)・ボー

リング孔内の設置・観測坑内の設置に分類される.気象

庁の隔測地上設置の地震計には 88型地震計等と津波早

期検知網 (T-sys)の地震計がある.平均値や傾向に差

が少し見られるので，それらは分けて考えることとし，

津波早期検知網の地震計は]-S-R (2)とし，それ以前か

らある隔測地上設置の地震計は]-S-R (1)というシンボ

ルをつける.但し，津波早期検知網の地震計は便宜的に

ファイル中の観測点番号で識別している(観測点番号

501番以上)関係から，臨時観測点等も ]-S-R(1)と分

類されている.なお，この分類は原則としてファイル中

の分類であるが，他機関の地震計の一部はファイル中の

分類ではなく再分類している.ファイル中の分類に従っ

た場合には現実の設置状況を反映していない場合もあり

つる.

調査対象の震源の深さを 60km以浅に制限する.60km 

という深さは，比較的浅くかっマントル中の地震も含め

たものとして選んだ.あまり深い地震は減衰構造の不均

質性等の影響も考えられ，地域性がより強く現れると考

えられるので除くこととする.

期間として， 1989年 1 月~1993年12月(期間I)， 1995 

年 4 月~ 1997年9月(期間 II)， 1997 年 10 月~ 2001年

6月(期間 III)の3つに分けて検討する.

期間Iは津波早期検知綱が導入される前の観測網(気

象庁旧観測網)のデータを対象としたもので， 67型地震

計・76型地震計・88型地震計などが短周期速度型地震計

として用いられている.期間は津波早期検知網が導入さ

れる直前の5年間と設定した.5年間という長さは，平

均をとる上で十分であると考えたからである.変位振幅

データについては5年では偏差が計算されない観測点が

出てしまうため 10年と設定した.期間 IIは津波早期検

知網(気象庁新観測網)が導入されてから一元化処理が

始まる前の期間である.Katsumata (2001)の速度振幅マ

グニチュードはこの期間の津波早期検知網の短周期速度

型地震計のデータを対象としている.期間IIIは一元化

処理開始以後の期間である.一元化処理以後は震央距離

に関する制限等が行なわれた.2001年5月に変位振幅の

周波数特性が，それまでのバタワースの3次の特性から

機械式強震計特性に基づいたものに切り替えられたの

で，変位振幅については 2001年4月までとする.
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振幅の値が験測されている短周期速度型地震計の観測

点の数の 1971年1月から 2001年6月の問の時間変化を，

Table 1の各分類毎に分けてFig.1に示す.Fig.lに示し

たものは， 1ヵ月毎に実際に振幅データの残されている

観測点を計数したものである.験測値データ上では，他

機関の観測点の設置状況に関して2000年1月より前は分

類がされていなかったが， Fig.1では時間を遡って分類

している.

醐一

0
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Term 1 Term 11 Term 111 

Fig. 1 Change of station numbers in the ]MA arrival-
time data file of each month. The vertical length 
shows the number of stations. The stations are cat-

egorized as shown in Table 1. 

Fig.2に，各観測点の験測値ファイル中の振幅の範囲

を示す.Fig.2において， Table 1の分類ごとにわけでグ

ラフ化している.期間はFig.1 と同様の 1971年1 月 ~2001

年6月である.Fig.2において，縦の線がそれぞれの観

測点の振幅の分布範囲を示す.横軸はそれぞれの振幅の

分布範囲の中央値の大きさ順に観測点を並べている.こ

の図によりそれぞれの観測点の振幅の下限と上限のおよ

その様子がわかる.但し下限については，ファイル

フォーマットの関係から 10，u kine (= 10 -Im!S)に制限

されているものが目立つ.

これらの期間を通じて，ケーブル式海底地震計(]-

OBS)を除き気象庁の短周期速度型地震計の上下動の特

性は，周期1.0 (s)，減衰定数0.5が共通してしる.但

し，サンプリング周波数は津波早期検知網では100サン

プル毎秒であるが，それ以前は 30サンフ。ル毎秒などが

用いられていた.このため，アンチエイリアスフィルタ

の特性が異なり，短周期速度型地震計の 10Hzよりも高
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Fig. 2 Observed amplitude range of each station in 

the period from ]an. 1971 to ]une 2001. Stations are 

sorted in order of middle values of the ranges on the 

horizontal axis. Station category (]-S-P-log， etc.) 

is shown in Table 1. 
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周波数における特性は必ずしも共通しているとは言えな

し3

変位型地震計の周波数特性は，気象庁旧観測網と気象

庁新観測網(津波早期検知網)では異なっている.それ

らの周波数特性をFig.3に示す.短破線が気象庁51型機

械式強震計(気象庁旧観測網)，実線が気象庁59型電磁

式地震計(気象庁旧観測網)，キ跡、長破線が津波早期検

知綱の変位特性を表す.気象庁59型電磁式地震計の特

性は，地震観測指針観測編(気象庁， 1967)に示されて

いる図に基づく.機械式強震計の特性は周期6秒，減衰

定数0.55，摩擦0.04nnn，入力振幅 10nnnとして計算した

ものである.津波早期検知網においては 20サンプル毎

秒の加速度計の出力を数値積分して変位記録を得てい

る.そのため，高周波側における振幅の減衰が激しい.
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Period(s) 

Fig. 3 Frequency responses of instrL~ents for dis-

placement records. The dotted and solid lines show 

the frequency responses of the JMA 51-type mechani-

cal strong-motion seismographs and the JMA 59-type 

electromagnetic seismographs， respectively， which were 

used unt i 1 1994. The sei smographs thin broken 1 ine 

shows the frequency response of the filter for ob 

taining displacement records in the JMA new seismic 
network (D93， since 1994). 

3.速度振幅マグニチュードの平均偏差

マグニチュードの観測点偏差の比較検討を行なうため

には基準の値が必要である.長期にわたり継続している

観測点のデータから求めたマグニチュードを使うことが

望ましい.隔測地上設置(J-S-R(1))に分類される観測

点は，津波早期検知網の展開前後で継続して観測が行な

われている (Fig.1).しかし， J -S-R (1)に分類される

ウ

i

観測点のデータは一元化処理開始以後は比率が小さく

なっている.そこで，ここでは期間 IについてはJ-S-R

(1)の振幅に基づき，期間II及び期間IIIについては津

波早期検知網の速度型地震計(J-S-R(2))に基づき比較

を行なうこととする.1993年以前については，変位振幅

マグニチュードに基づいて比較する方法も考えられる

が， 59型等の変位型地震計と短周期速度型地震計では振

幅の計測範囲の重なりが小さいので，短周期速度型地震

計の振幅から計算されるマグニチュードを用いる.

観測された振幅にはノイズレベルによる下限と，んII)

変換の振り切れによる上限がある.それらの測定限界に

よる平均値のずれを避けるために，基準とする速度振幅

マグニチュードの計算にはFig.4に示すようにマグニ

チュードに応じた震源距離のウインドウをかけた.但

し，その判定に用いるマグニチュードは一旦J-S-R(1) 

あるいはJ-S-R(2)に分類される観測点の全振幅データ

を用いて決めた速度振幅マグニチュードに基づく.
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Fig. 4 Data windows used to avoid average shift due 

to the limitation of observed values in the magnitude 

determinat ion. 

3.1期間 I(1989年 1月，...， 1993年 12月)

速度振幅マグニチュードを気象庁の津波早期検知網よ

りも前の観測網のデータを用いて計算する場合について

検討する.旧観測網においては67型， 76型， 88型など

の短周期速度型地震計が使われてきた.津波早期検知網

展開にあたり 67型， 76型などは廃止された.その当時

の地震のマグニチュードを再検討するために，津波早期

検知網展開後も継続使用されている 88型等の隔測地上

設置の地震計(J-S-R (1))に記録された振幅から計算さ

れるマグニチュードを基準とする.

Fig.5にl観測点の振幅から計算されるマグニチュー

ド(観測点マグニチュード，Ml¥V-ST) と基準マグニ



を，縦軸にMI¥V -S '[・-MI¥川 付(1))をとったものである.

下のグラフは横軸に観測点毎にMI¥¥I-ST-Ml¥v(jふ R(I))の

平均の順で並べて，平均と標準偏差を示したものであ

る.Table 1中に，在見測点干重別ごとに 3.5 ~ 5.0の範囲

での平均の値を示す.個々の観測点のMI¥V-ST-MF正川

験震時報第 65 巻第 1~4 号

チュード(MI¥V(J-S-R(l)))との差を示す.基準マグニチュー

ドは震源距離のウインドウ (Fig.4) を適用して決定し

たものであるが，観測点マグニチュードについては，

データの制限は加えていない.それぞれの観測点分類に

ついて2グラフを示しているが，上は横軸にMJ，イ¥I(J-S-Ri1)) 
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Fig.5において，どの観測点の分類においても規模が

小さくなると ，MI¥V-STはMKVUふ R(J))に比べて大きめと

なっている.これは，地動ノイズによる験測振幅の下限

があり，そのために，振幅の平均値が大きめにずれてく

るためと考えられる.同一の観測点種別内であっても最

S-Ril))の平均 (Ave.)と標準偏差 (SD)はAppendi x (A. 1) 

中に示す.Appendixでは他の観測点に比べて平均や標準

偏差が大きなものについては*をつけている.牢印をつ

ける判定の基準は，平均や標準偏差について更に標準偏

差を求め，その標準偏差の2倍以上外れているものとし

マグニチュードにして大の偏差と最小の偏差の差が，た.
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3.2期間 II(1995年4月--1997年9月)

この期間では，津波早期検知網の隔測地上設置短周期

速度型地震計(J-S-R (2))の観測点から計算される速度

振幅マグ、ニチュードを基準とする.Fig. 6に気象庁観測

点の 1995 年 4 月~ 1997年9月の観測点マグニチュード

験震時報第 65 巻第 1~4 号

(M1¥V-ST) と基準マグニチュード (M1¥v(jふRW)) との差

を示す.Table 1中に，観測点種別ごとにM1¥VU-S-R(2))二

2. 5 ~ 4. 0及び3.5 ~ 5.0 (括弧の中)の範囲での平均値

を示す.期間Iとは平均をとるマグニチュード範囲を変

えた場合について検討している.マグニチュードの分布

が全体として期間Iよりも規模の小さい方にずれている

1.0を越える場合が見られる.後で述べる期間 IIや 111

においては更に観測点問の偏差の大きな観測点種別の例

がみられる.

ので，平均をとる範囲もずらしている.本来はマグニ

チュード範囲を全期間で共通とした方が良いのではある

が，期間Iの震源決定可能な規模は，後の期間とはかな
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速度振幅及び、変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

り異なり同様には扱えない.期間Iと期間IIの間でデー

タの規模別の分布に差が出たのは，観測点密度が低かっ

た期間Iでは，明瞭でない相の振幅を数多く読んでいた

ことが一因とも推定される.つまり，比較的大きな地震

でもS/Nのよくない波形まで験測していたものと想像さ

れる.個々の観測点のM日 -5 T-M l¥ F(J-S-R(2))の平均

(Ave. )と標準偏差 (SO)はAppendix(A.2)中に示す.

気象官署内埋設設置観測点(J-B-P) と分類される観

測点においては他の分類よりも明確なマグニチュード依

存性が認められる.期間Iにおいては見られなかったの

で，付け加えられた観測点。仙EZAの影響と考えられる.

この期間ではJ-B-Pに分類される観測点は3点だけであ

るが， 1観測点 (0旧EZA)の平均は他の2観測点(目'SUNO，

1DKYO)と比べて1.0以上異なり，まとめて補正を行なう

ことは適当と思われない.

3.3期問、川 (1997年 10月" ' J2001年6月)

この期間は，他機関のデータを含めて一元化処理がさ

れるようになった期間である.Fig.7に，他機関の観測

点の振幅から計算される観測点マグニチュードと基準と

するマグニチュード (Ml¥FU-S-R(2)))の差を， Fig. 5と同

様の形式で示す.MIí. F (J -S-R(2)) 二 2.5~4.0 の範囲におけ

る偏差の平均をTable1に示す.各観測点ごとの偏差の

平均と分散を Appendix(A.3)に示す.

4.変位振幅マク、ニチュードの平均偏差

観測点偏差を計算する際には，振幅測定可能範囲の制

限による平均値のずれを避けるため，速度振幅と同様に

マグニチュードに応じて震源距離の範囲に制限をつけて

変位振幅マグニチュードを計算し，その値からの差を求

める.

期間 I (1 984 年 l 月~ 1993年 12月)において，使用

されていた地震計には 51型等の機械式強震計 .59型電

磁式地震計・61型電磁式地震計・87型電磁式強震計など

がある.これらの地震計については周波数特性に差異が

あるが，設置されている場所は同じであるのでここでは

まとめて取り扱うこととする.期間II(1 995年4月~1997 

年9月)及び期間 III(1 997 年 10 月~2001年4月)につ

いては津波早期検知網のデータに基づく.期間 I~III

の観測点の偏差をFig.8に示す.各観測点毎の偏差をAp-

Jan. 1984-Dec. 1993 Apr. 1995-Sep. 1997 Oct. 1997-Apr. 2001 
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data from the old JMA seismological network (until 1994) and that from the new one (since 1994)， respectively. 
The graph style is the same as that of Fig. 5. 
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pendix A. 4 ~ 6に示す.全体として，速度振幅よりも偏

差の絶対値も各観測点の分散も小さいものとなってい

る.

5.議論

5.1個別観測点の補正と観測種別補正

偏差の補正のやりかたとして，個々の観測点毎の補正

を用いる方法と，分類された観測点グループ毎に行なう

場合が考えられる.Table 1 に示す観測点種別ごとの値

は観測点グループ毎の補正を行なう場合に用いることが

できる.期間IIにおいて， J -R-S (2)の観測点に個々の

観測点補正を導入した場合のMl¥v-s T-M l¥FU-S-R(2))の標

準偏差は 0.30となり，観測点グループ毎の測点補正を

導入した場合の標準偏差0.37となる.個々の観測点の

補正を導入することにより， 0.07の分散の減少がみられ

る.これは統計検定を行なっても有意に大きな差であ

り，単に分散を小さくすることを目指すのであれば，観

測点ごとの補正を導入する方が望ましい.

5.2埋設深さの影響

Fig.7においてボアホール設置観測点(O.，.B)の振幅は，

平均的に地表設置の観測点 (O-S)の振幅よりも小さい.

また，観測坑に設置された地震計(O-V) の振幅も地上

設置の地震計の振幅よりも平均的に小さい.これは，自

由表面における地震波が入力振幅の2倍になることから

も，地表面における低速度層による振幅増大からも予想

されるものである.

Fig.9に，他機関のボアホール設置観測点について期

間IIIにおけるM l¥F-S T-M I¥VU-S-R(2))と地震計の埋設深

さの関係を示す.埋設の深さが30mを越えると明確な埋

設深さ依存性は見られない.深さ 3000rnを越えるような

深井戸であっても特に振幅が小さくなることはない.但

し， 30m付近の段差に見えるものは，浅く設置されてい

る観測点の設置点の地盤の影響をみているだけの可能性

も完全には否定できない.

Fig.10に他機関の観測坑観測点について設置場所の観

測坑入口からの距離と M KF-ST-MKFU-S-R(2))の関係を示

す.振幅の入口からの距離に対する依存性は明確にはみ

られない.
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5.3期間 lと期間 Hのマグニチュードの関係

期間Iにおいて仮に基準としたJ-S-R(1)と変位振幅

マグニチュードの関係をFig.llに示す.ケーブル式海底

地震計(J-OBS)は，期間 I及びIIにおいて継続されて

運用された観測点種別としては，観測点数においてJ-S-

R (1)に次いでおり，比較のためにFig.llにJ-OBSに関

するグラフも併せて示しておく.マグニチュード 3.5~

5.0の範囲におけるそれぞれマグニチュードの差の平均

をTable2に示す.但し ここで比較基準としている変

位振幅マグニチュードは，期間Iについては， Katsurnata 

(1999)が旧観測網のデータに対して定義したマグニ

チュード (MKA1)であり，期間IIについては， Katsurnata 

(1999)が早期検知網の変位振幅データに対して定義し

たマグニチュード (MKA2) である.MKA1は，浅い部分

は坪井式の値に一致させ，深い部分については

Dziewonski eta[. (1981) のCMT解から計算されるモー

メントマグニチュード (Mw)を基準に推定した減衰関

数に基づく .Ml¥A2は， Dziewonski etaf. (1981)のCMT
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Table 2 Average difference between displacement-amplitude and 

velocity-amplitude magnitudes. 

A verage difference 

Jan.1989 Dec. 1993 

111f{ V...~.ST(J~...S~-R(l)) -AIf<i二41 -0.36 

j¥1K¥f -ST(.J-OBS)ーんfKAl -0.62 

Apr. 1995 -Sep. 19~)7 

MKV  -ST(.J-S-R(l)) -l'vfKA2 ・0.15

AlKV-ST(J-OBS) -AIKA2 ・0.51

MKA2 ・0.05

解のMwを基準にして，Mr;'Alの減衰関数に観測網切替

えに対応した修正を加えた減衰関数に基づく .M KA1-

Mwの 1977 年 1 月~ 1994年2月における平均は0.00で

あり ，MKA2 -Mwの 1995 年 4 月~ 1997年 11月におけ

る平均は-0.04である (Katsumata，1999). 

Table 1及び2によると， ] -S-R (2)から計算される

速度振幅マグニチュードと旧観測網の変位振幅マグニ

チュードとの平均的な差は以下のとおりとなる.

Mr"li c TIT C D{')¥¥ - M KF-ST(J-S-R(2)) 1V1[{Al 

一 … 一 …
1V1 K V -S T(j-S-R(j)) 1V1 K F -S T(J-S-R(2い

+ M KV-STUふ R(j))-MKA1

二
(-0.09) + (-0.36) 

二 0.27 (1) 

これは次のようにCMr解から計算されるM wを媒介に

した比較結果とは異なった値となっている.

…ー…
i砂11¥¥1-ST(J-S-R(2)) 1 V1 1¥A 1 

… ー…一-1砂"KF -5 1'(J-S→R(2))砂1KA2

-J¥イKA1 -J¥イw +J¥イKA2 -J¥イw

二 0.05-0.00 + (-0.04) 

=-0.09 

これはM Ii.Al-MwやM KA:!-Mwが主としてマグニ

チュード5~7の範囲で比較されていたのに対し ， MK¥1 

5 TIJ-S-RI])) - M KA IやMKF-S1'(Jふ R(2))- M KA2の比較がマグ

ニチュード3.5 ~ 5.0の範囲で行なわれたことに起因す

るものと思われる.つまり，速度振幅マグニチュードと

変位振幅マグニチュードの差は，マグニチュード依存性

を持っており，それは旧観測網と新観測網では異なって

いるとみられる.このマグニチュード依存性の相違は，

ハ叫
U

ウ

i

新旧観測網における地盤応答の周波数特性の違いやフィ

ルターの周波数特性の違い (Fig.3)によるものと考え

られる.マグニチュード依存性の新旧観測網における違

いは， Fig.11のM K¥1-ST-M!¥AL2とM 1¥AL2の比較のグ

ラフにおいて直接的に見られる.

同様の内容を時間変化としてFig.12に示す.Fig.12 

(a)に期間 I~ IIIまでを通した速度振幅マグニチュー

ド (M1川 AL U) と変位振幅マクゃニチュード (M!¥A) の

比較を示す.ここでMKFlALLJを計算する際に，各観測

点ごとの補正に加えてMKF-ST(Jふ R(]))- M!¥v-s 1'(J-S-R(2))に

基づき期間Iと期間IIの平均的な差を補正して，全ての

観測点種別のデータを用いている.更にノイズや振り切

れによる読みとり不可能による平均値のずれを避けるた

めに，マグニチュードに応じた震源距離の制限をつけ

て，全ての種別の観測点の振幅を用いている.制限とし

ては， (マグニチュードから予測される振幅)士(標準

偏差)が， Fig.2に示した各観測点の振幅範囲内である

こととしている.予測振幅の元となるマグニチュード

は，全ての速度振幅のデータから制限をつけずに計算さ

れるマグニチュードである.MKAを計算する上で，旧観

測網の振幅に対しては旧観測網用の減衰関数を適用して

計算し (M1¥AI)，津波早期検知網の振幅に対しては津波

早期検知網用の減衰関数を適用して計算している (MK

A2)' 1994年において明確な段差が見られる.Fig.12 (b) 

にはMIi.AとDziewonskieta{. (1981)のα打解から計算

されるモーメントマグニチュード (Mw) の差を示し，

Fig.12 (c)には，M 1¥¥1IALLJと， ]-S-R (1)に分類され

る観測点だけに基づく速度振幅マグニチュードMKV1Jふ



験震時報第 65 巻第 1~4 号

RO) )との差を示す. Fig.12 (a)， (c)において，マグニ

チュード 3.5 ~ 5.0を制限し， Fig.12 (b)ではマグニ

チュードを 5.0~7.0 に制限している. Fig.12 (b)及び

(c)にはFig.12(a) に見られるような明確なステップ

変化は見られない.MKA及び1イK\'のそれぞれ 5.0~7.0

と3.5 ~ 5. 0の範囲でみかけ上平均偏差のないものにす

ると ，MKV-M1¥Aのマグニチュード依存性のためにマ

グニチュード3.5~5. 0において，変位振幅マグニチュー

ドと速度振幅マグニチュードとの差にステップが生ず

る.

5.4期間 11と期間 111のマグニチュードの関係

期間IIと期間IIIの主な違いは，気象庁以外のデータ

の有無と，データの読みとりの距離範囲の変化である.

期間IIIの一元化処理開始以後では，験測範囲は震源計

算に十分であると判断される範囲に制限され，必ずしも

全ての観測点の地震波形の験測はなされない.期間II及

びIIIでは比較基準としてM f{FfJ-S-R(2))を用いている.理

想的には，距離範囲が異なっても減衰関数が適当であれ

ば，平均的な偏差は生じないはずである.Fig.13に期間

IIと期間IIIにおける各観測点マグニチュードのMKV(J-

S-R(2i)からの偏差の平均を示している.]-OBSにおいては，

2期間の間で系統的な差が認められその原因は不明であ

るものの，他の観測点種別については， 2期間の間で大

きな差のない観測点が多数を占める.期間 IIの観測点

マグニチュード偏差と期間IIIの偏差は同等のものとあ

つかっても，多くの観測点では問題がないものと考え

る.

Table 1において]-S-R(1)に分類される観測点に関

するM K¥人口一 M KV(J-S-R(2J)は，期間IIと期間IIIにおい

て， 0.3以上も値が異なる.Fig.13において個々の観測

点における]-S-R(1)のマグニチュード偏差に大きな差

は認められない.平均値がこのように変わった一因とし

ては， ]-S-R (1)として分類される観測点の内，途中で

廃止されるものがあったこと (Fig.1を参照)や臨時観

測点が]-S-R(1)に含まれてしまっていることがあげら

れる.

期間 I~ IIIまでを通したマグニチュードの比較を

Fig.12に示しているが， MKVとMf(Aの差は期間IIと期

間IIIの間でもステップ状の変化を示しているように見

える.福山・他(1998)が比較的規模の小さな地震まで

を含めてモーメントテンソル解を推定している.福山・

他(1998)によるMwとの比較をFig.14に示す.Fig.14 

における福山・他(1998)によるMwと比較においても，

期間 IIと期間 II Iでは平均値の相違が認められる.

Fig.14においては，一元化処理開始後にMf(Aがやや小さ

くなっているように認められる.

この原因についてはデータの分布や震源の分布が関係

している可能性があるが不明である.データの震源距離

を制限して決定されるマグニチュードと制限しないで決

定されるマグニチュードの比較を行なったが，大きな変

化は認められなかった.また，観測点が増え平均的な深

さが変化したことによる影響も検討したが，原因として

は否定的である.
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フトが，考えられる.平均値シフトは起きないように，

震源距離に関する制限をかけたが，それがこの種別の観

測点では不十分であった可能性がある.

Fig. 16ではどの地震計においても，震源距離の小さな

範囲において，正の偏差になっている.同じ地震計の種

別であってもFig.15とFig.16では変化の特徴が異なる.

特に基盤観測網の高感度地震観測網 (Hi-net)の地震計

(O-H)により得られたデータにその偏差が顕著であり，

震源距離lOkmにおいてマグニチュードにして約O.7の偏

Fig. 14 Comparisons of velocity-amplitude magnitude (MOiALL!) 加 ddisplacement-ampl i tude magni tude (Ml¥i¥) 

with the moment magnitude(Mw) calculated from solutions by Fukuyama eta{. (1998). The small solid circle and the 
vertical bar show an average of a sectioned area and the range of =t standard deviation， respectively. 

差が認められる.Fig.15及び、Fig.16ではマグ、ニチュード

5以下の全ての地震のデータを示している.期間 IIIか

ら他機関のデータが加わることにより，マグニチュード

の下限が下がっている.それがFig.16に見られる震源距

離の小さな範囲での偏差に関係している可能性が考えら

8 

N:2075 

7 

N: 135 

+
&
守

T

+

キ

m
一+
H

L
a

一

白

O

一

正

O

一

0
0
-

L
M

一

+ 

6 

5 

5 

Mω 

Mω 

1De p t h:0・60(km) 

速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

3 

3 

2 

2 

De 

。

• 1 
0 

。

。

i
ミ

l

(

J

J
〈
)
〉
旬
、
〈

S匂
〈

|

(

J

J
〈
)
¥
日
記
、
〈

81 -

5.5距離減衰の観測点種別による差

観測点の種別毎に振幅の距離減衰が異なっている可能

Fig.15に期間IIについて， Fig.16に期間IIIについて

のM[{v-S T-M[{j1(A L L!と震源距離の関係のグラフを示

す.Fig.15において，一部を除き全体的には大きな系統

的偏差は認められない.]-S-R (2)については，震源距

離数kmにいたるまで，目立った偏差は認められない.

Fig.15において気象庁火山観測用地震計(J-S-V)の振

幅の偏差が目立つ.これの一因としては，地盤の違いや

ノイズによる振幅験測可能範囲の制限による平均値のシ

性がある.ここでは，M I¥F-ST-Ml¥ViALL!が震源距離に

対して平均的にどのよう変わるか，各観測点種別ごとに

わけで検討する.ここで，MiイV(AL LJは， 5.3節で用いた

ものと同様である O
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れる.O-Hにおいて顕著に見られる偏差の一因として，距

離減衰のマグニチュード依存性が考えられる.規模が小

さくなるについれて卓越周波数が高くなり地殻の減衰

構造の影響を強く受けることが考えられる.
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が個々の地震において，次のように表されると仮定す
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のMI¥HAL L!をとっている.O-HはO-Bと異なり，規模が

小さいほど距離減衰の係数bが大きくなっている.

Fig.18には]-S-R (2)とO-Hの観測点について，マグ

ニチュード範囲毎に分けて，M I¥¥f-ST-MKFIAL L!と震源

距離の関係を示している.距離減衰のマグニチュード依

loglQ A F二 a-bloglQ R 

ここで Avは上下動の振幅，R (km)は震源距離であ

る.Fig.17に，期間II1のR三100kmのデータを用いて，

個々の地震について回帰直線を求めて得られたこの式の

存が， O-Hと]-S-R(2)とでは異なっている.

この傾向の差が， Fig. 16のO-Hに見られるの偏差の一

因と考えられる.本来， O-Hは深さ 100m程度の埋設設置

をされているので， O-Bと分類される地震計と設置条件

はほぼ同じはずである.震源距離の制限を 50kmまでに

bの値を示す.但し， Fig.17には loglQA FとlogloRの相

関係数rが正で，かつ r2> 0.8のものだけを表示してい

る.また， (マク、、ニチュードから予測される振幅)I: (標

準偏差)が， Fig. 2に示した各観測点の振幅範囲内と

いう制限を加えている.横軸にはFig.15及び16と同様
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したり，あるいはME¥Vに基づく予測振幅からの制限をは

ずしたとしても同様の傾向が見られる.アンチーエイリ

アシング等の高周波t或におけるフィルター特性の違いに

よる可能性はあるものの，現在のところなぜ距離減衰に

このような差がみられるかは不明である.

5.6同一観測点における速度振幅マク‘ニチュードと変位

マク、ニチュードの平均偏差の比較

同一の観測点において速度振幅と変位振幅が得られて

いる場合について，それぞれのマグニチュードの偏差に

ついて比較する.Fig. 19に3期間にわけで比較の図を示

す.両者の相関係数を Table3に示す.両者は相関が強

いと期待されるものであるが，結果において正の相関が

見られはするもののあまり強い相関は認められない.旧

観測においては，新観測網よりも相関が高いという結果

になった.速度十辰幅マグニチュードと変位振幅マグニ
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チュードでは基づく地震波の周波数帯が異なっており，

サイト特性の原因となる速度構造の不均質性のスケール

も異なっているために，両者の相関が低いとも考えられ

る.

6.まとめ

速度振幅マグニチュード及び、変位振幅マグニチュード

の観測点種別等による系統的な差について検討を行なっ

た.得られた結果を以下に記する.
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. 1989 年 1 月~1993年 12月， 1995 年 4 月~1997年9月，

1997 年 10 月~ 2001年6月の3期間に分けて，基準と

する地震計種別の観測点から計算される速度振幅マグ

ニチュードと，観測点速度振幅マグニチュードの平均

的な差を求めた (Fig.5 ~ 7， Appendix 1 ~ 3， Table 

1). 

3 

2 

1 。
s~・ V

4 

3 

2 

1 

0 

+ 

品{KV(ALL}

Fig. 17 Est imated val ues of b in Eq. (2) for indi-

vidual earthquakes. Averages and the ranges of =t 
standard deviations of sectioned areas are shown 
with small solid circles and vertical bars， respec 

tively. 
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. 1984 年 1 月~ 1993年12月， 1995 年 4 月~1997年9月，

1997 年 10 月~2001年4月の3期間に分けて，変位振

幅マグニチュードと，観測点変位振幅マグニチュード

の平均的な差を求めた (Fig.8，Appendix 4 ~ 6). 

・ボアホール設置の速度型地震計の速度振幅マグニ

チュードは，地表面設置の地震計の速度振幅マグニ

チュードよりも平均的に小さめとなっているが，埋設

深さが30mを越える場合にはマグニチュード偏差の明

らかな埋設深さ依存性は認められない (Fig.9).
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-津波早期検知網の速度振幅マグニチュードと変位振幅

マグニチュードの差の規模依存性は，旧観測網の規模

依存性とは異なる.マグニチュード 5~7 の範囲で平

均的に変位振幅マグニチュードの継続性を持たせよう

とすると，マグニチュード3.5 ~ 5.0における速度振

幅マグニチユードと変位振幅マグニチュードの差は，

新旧観測網の間で0.2ほどの違いがある (Figs.11，

12) . 

・基盤観測網の高感度地震観測網の地震計の距離減衰の
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Fig. 18 Relationship between MJ¥V-ST-MJ¥HALL! and hypocentral distance for various magnitude ranges. Data 
of station categories of ]-S-R(2) and Q-H is shown. 
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Fig. 19 Relationship between average deviations of displacement-arnplitude and velocity-amplitude magnitudes for 
each station. 

λ1KA2-ST - MKA2 MKA1-ST一万KAl

Table 3 Correlation coefficients betweeh average 

deviations of displacement-amplitude and velocity-

arnplitude magnitudes of each station. 

Correlation coefficient Period 

ハリP
O
 

A
リTerm 1 

0.38 Term 11 

0.37 Term 111 

京大学，名古屋大学，京都大学，高知大学，九州大学，

鹿児島大学，産業経済省工業技術院地質調査所(現産業

技術総合研究所)，東京都，静岡県，神奈川県温泉地学

研究所，横浜市，海洋科学技術センター及び気象庁の

マグニチュード依存性は，他の埋設設置の地震計とは

異なった特徴を示し，そのため，震源距離が数10km以

内だけの振幅を用いてマグ‘ニチュードを求めると，平

均的な偏差を生ずる (Figs.17，18). 

-変位振幅マグニチュードの偏差と速度振幅マグニ データが用いられている.
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Appendix 

A.1 Average di首位encebet'i¥噌enstatioll and event velodty-amplitude magnitudes for the period from 

Jan. 1989 to Dec. 1993. 

Stnt，ioll 
cOordge an- LaL Lon Huight E10rnTItslosCyELntEobsEoOi ry A.vu. SD ))札ta ))品tatirne 

code depth l1UJU. range 
HON，JO .Jお1ASEN ~m.3 :1 8 140.173 。 .J-S-R.(l) -0.29 0.26 
KAMATA .lMATOK :34.9，13 1:3n.087 58 ，J-S-R(1) O.O:j 0.18 92 
i代;，IIGA .JルI.ATOK 35，227 138.424 620 ふS舗 R(l) -0.1:3 0，:10 523 
TANEG2 .l.MAFUK 30.635 1:30，980 280 .l-S-R(l ) 0.24 0.46 40 
CHI.1l2 .JMATOK 27.093 142.182 153 0.65 0.26 18 
CHOSH2 JMATOK 35.702 140.858 66 J-S-R(l) -0.08 0.2:3 479 
HlROS2 .JMAOSA :14.429 U2.5(jfl -112 .J-S-R(l) 0.0::; 0.:14 211 
1、5U2 ，Jl'vIAl'OK 34.710 186.419 30 .J-S-R.( 1 0.14 0.2fj 421 
SHIZU2 .JMATOK ~i5.028 1:38.423 o .J-S-R.(] ‘0.10 0.2.5 487 
HA?νIAM.2 J.?vfATOK 34.856 1:17.72l 150 .!-S-R(l 幽0.03 0.27 524 
AOMOR3 .!M.ASEN 40.777 140.817 150 0.16 。‘ ~10 2HH 
AKITA2 J¥!IASEN 39.735 140‘1.42 65 0.00 0.34 244 
l¥J!YAK2 JMASEN 3H.573 141.822 200 0.11 O.:.l7 340 
ONAHA2 .J.MASEN :n.l02 140.7n8 660 0.05 0.30 :B8 
SHIRA2 .JMASEN 37.077 140.233 395 0.17 0.26 322 
KA.MAT2 .JMA'I、OK 34.925 139.064 175 -0.38 0.24 387 
TATEY2 JMATOK 35.0:3:3 139.890 4[， 0.59 0.:37 181 
UR.AKA2 JMASAP 42.22[， 142‘705 40 O.U 0.28 252 
HACH12 .Jl¥1.AS.EN 40.3n7 141.546 2ao 0.62 0.38 284 
IZLJHA2 .JM A.FlJK 34.227 120.273 .110 0.:34 。.29 2:3 
HAKOD2 J.t¥'IASAP 41.833 140.778 80 .J-S-H.( 1) 0.10 0.29 219 
MORI02 .JMASEN 39.599 141.:324 :380 .J-S-HH -0.04 0.41 203 
KANAZ2 JMAT 36.52[， 136.777 。 .J-S-R(1) -0.0自 0.29 111 
NAGAS2 .JMAFLJK 32.(l30 129.800 20 J-S-IUl -0.56 0.3:3 19 
NE五WH2 HJASAP 43.:367 145.74:3 16 .J-S-H.(1 ) 0.12 。叶35 ll(l 

UWAJl2 J乱1.:¥OS:¥ 33.213 132.62f • 460 J-S-R.tl -0.16 0.30 71 
SHlZU3 .lMATOI< :3::1.06(l 138.210 720 .!-S-H.(l) 0.03 0.25 96 
OKUSHl .)) .. lASA1' <l2.0s5 139.H3 O 0.39 0.23 21 
NII，J12 .livlATOK :HAOO 1:W.28:1 180 ，J-S-R(l.) 明0.88 羽K ().3fi 1 ~~8 
ASAHlK .JM.ASAP 4:3.770 142.:373 11.2 J 0.:34 。‘:3:~ [l6 
SAPPOH .1 IvlASAP 43.058 141.332 17 30 .!-S-p 0.00 0.25 128 
OBIHIR JMASAP <12.920 143.217 39 30 J-S-P 0.62 。‘35 142 
KusmR J.l'vlA.SAP 42.H75 144.3H2 :33 :30 .J-S-P 0.35 0.38 180 
YAエ.1.AGA .JMASEN :.l8.25:3 1 4 (J.:348 153 .J-S-P 0.20 0.25 378 
OFtJNKI・ .lMASEN :3f).I1s2 141.718 :37 ，I-S-P 0.20 0.49 ヨ現 :，~~~信

TAKAYA .JMATOK :36.152 137.2，55 561 14 J-S-P -0.04 0.30 207 
KU:.-1AGA .JMATOK 3s.147 139‘:383 31 .J-S-P 0.27 0.2:3 1.47 
rmA .J':v[ATOK ~l5.f>l 0 1:37.8:37 484 ，)-S-P 0.4:3 0.24 lO5 
O¥VASE .JMATOK :34.0s7 1:.l6.HI5 17 :.l2 .J-S-P 0.00 (U3 297 
AJUtO H'IXI、OK :15.043 1:39.097 59 J-5-P 0.22 0.27 280 
YOl¥:OHA .JMATOK 35.4:37 139‘657 ~~8 .J‘s-p 0.24 0.24 85 
H.ACHLI .JMATOK 33.102 1:3[l.788 80 100 .1-S-1' 0.41 0.30 227 。ITA .Ji'vIAFIJK :3a.233 1:.l1.62:3 。 7 J駒s-P oー18 0.42 50 
NAGASA JMAFUK 32，732 129.870 24 .1-5-1' -0.21 0.35 a8 
IくU:.-IAr..l0 .JMAFlJK ;32.810 130.710 39 J合S峨 P 0.62 0.:);) 53 
NO路上COK JlvlAFUK 32.57時 l:n.{)(iO 20 .J-5-P -0.01 。守32
OKAYA2 .JM人OSA 34.642 133.952 77 .J-S-P -0.02 0.29 285 
KじMEJl JMAOKI 26.035 12s.807 4 ，1-S-1' 0.51 0.43 11 
l¥AHA .J1¥IAOKl 26.20:3 127.690 28 J-S-P 0.03 0.2s 12 
お‘AGO ，lIvIAOKI 2t1.5fJO 127.9ti8 。 .1-5-1ヲ 由0.10 0.3五 10 
KATSUU .IM人1、OK :15.148 140.815 10 .1-5-1ゑ 0.21 0.:12 108 
OIvlAEZA J.l¥'fATOK 34.602 la8.2J7 45 .1-13-P -035 0.34 228 
'TOKYO .JMATOK 35.687 139.758 21 306 J-B-P ー0.11 0.37 12 
TK10BS J.MATOK :33.765 137.590 -220[ .!-OBS ー0.02 0.30 265 
TK20BS JMATOK 33.917 137.757 -lM1 J-OsS 品。 01 。、30 302 
'"]、KaOBS .l:'vlA'l'OK :34.105 1:37.965 明816 ふOsS 0.24 0.31 220 
T1く4013S JMA1、OK 34.a85 137.875 思721 J-OsS 0.07 0.25 373 
BSIOBS .EvfATOl< a4.(15a 140.978 -4010 .J-OBS 由。.20 0.36 291 
BS2013S Jl¥lATOK J4..7.51 140.755 市2089 .J-OsS 戸0.60 0.24 483 
sS:30BS JMATOK :34.802 140ふ10 -18tH .!-OsS -0.38 0.:33 454 
BS40BS JMA'I、0.K ::l4.9VO 140.:J38 -657 J-OBS -0.61 0.22 441 
A丸;¥HIfく .IMASAP 4a.770 142.an 112 ']-S-P.lo認 036 O.:~4 (15 
A.BASHI JMASAP 44.015 144.28:3 :38 13 .J-S-P-log 0.10 0.34 197 
SAPPOR .JMASAP 4:3.058 141‘:332 17 JO .1-S-P-Io広 0.28 0.:39 62 
OBIHlR. J~νlASAP 42.920 143.217 :39 :30 J同 S-P-log 0.62 0.46 80 
KUSHIR J乱1ASAP -42.975 144.:392 3:1 30 .J-S-pーlog 0.46 o.:n 96 
?呼応MUHO JM..ASAP 4:3.:328 145.5fJO 26 j・S-Eλlog 0.55 O.al 225 
UH.Alu¥¥¥' .JMASAP 42.158 142.782 30 .J-S-fλlog 0.58 0.:~9 126 
HAKODA J.l'vfASAP 41.815 140.755 a5 30 .!-S-P-Iog 0.33 0.31 133 
AOMOIU .JMASEN 40.820 140.7母2 <:， .J-S-P-log 0.97 3本 0.24 20 
HACHIN J五'lASEN 40.52fi 141.525 28 15 J舗S-P-log 0.11 o.ao E)fJ 
AKITA .JMASEN 39.718 140.102 l() .J-S-Iλlog 0.56 0.:12 20 
MORJOK J.ivrASEN 39.607 141.167 l54 :31 J飢 8-1入log 0.32 0.36 252 
l'vl1YAKO .JMASEN 39.645 141.968 46 12 .J-S-P-log 0.28 0.40 106 
YA.MAGA Jl'vIASEN :38.253 1<10.348 15:3 .!-S-P-Iog 0.36 0.28 118 
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Appendix A.l(continued) 

，! Station code" is that used in the Japan 九おteorologicalAgenじy(JrvfA) arriva.l time da.ta file. 刈)r・gan.eode'う

(organization code) shows abhreviations of or認anizationnarue: JMASA P， the SapI地 roDistrict Meteorological 
Ob問 rvatory()f the JMA; JMASEN， the Sendai District Meteorologica1 Observatory of the JMAj .JMATOK， the 
Tokyo District J'vleteorological Observatory of the .HvlA; .J?vlAOSA， thc Osaka District Meteorologica1 Observatory 
of the JMA; .JMAFUKう theFukuoka Disu・ictl¥'lctcorological Observatory of thc .JMA; JMAOKI， thc Okinawa 
Distriet Meteorological Observatory of the JMAj NIED， National Research Illstitute for Earth Scienee and Disa."iter 
Preventiou; GS， Geolo弘lcalSurv町， of .JaI地 n;Hじう HokkaidoUniversity; HR， Hirosakiじniv府rsity;Tじ， Tohoku 
じnivぞrsity;ERIう EarthquakeResearch Instit.utふじlliversityof Tokyo; NlJ， NagoヴaUniversitYi DPIU， Disaster 
Pr引明ltionResearch Institnte， Kyotoじniversity;KC， Kochiじniversity;KU，Kyushuむniversity;KG， Kagoshima 
Unive1'sity (thislist includes codes fo1' A.2 and A.3). )) Borehole depth" shows iustallation depth for開 nsorsillstalled 
in boreholcs 01' distancc from the Cl1trances fo1' seJlsors illstallcd in ohservation vaults. " Category symbol" are listcd 
in Table 1. "Ave." and "SD円 areavcrage and standsard deviation of fvhcv-ST -AIKVP-S-R(l})ぅ1'espectivdyぅ

where lHKV -8T is a stat.ion m時 nitudeand 2¥IK1/(JSR(1)) is an event magnitude calculated from velocitろん
amplitude data obtainccl from scmsors of the J-S-R(l) categories. Thc為 ma伊1Ituclerangc for average and sta吋 ard
deviation is rcstricted to 3.5 ::; MKv(J-S-R(l)) ::; 5.0. "Data llum." is llumber of data used to ca1culateηAve." 
and "SD'¥ 
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Appendix 

A.2 Average di百'erencebetw(~en station and evellt velocity-arnplitude rnagnitudes for the period from 

A.pr. 1995 to Sep. 1997. 

St品tioll Ocord話;an Lat. Lon Height 80rdeehpotlh es〈yJantlebgoolry A ve. 3D Data Data tillle 
eode nUlll 
WAKKAK JMASAP 45.417 141.673 90 

J S R{{ ( { { ( 2} 

0.50 0.2:3 
SOYAES .1MASAP 44.969 142.684 10 .1-S-R(21 -0.37 0.29 124 
SHOSAN .1MASAP 4，1.400 141.85a 110 .1-:追悼R(2 伸。 16 0.27 179 
HOKじRY JMASAP 43.743 1-11.725 195 

.1-5-1ミ2)) } } 
0.01 0.26 416 

KAMIAS JMASAP 44.117 142.697 220 .J-S-RI'2 -0.63 調院 0.24 41)9 
KAMIKA JMASAP 4:{.812 142.847 430 J事S-R(2 -0.41 0.26 231 
FlJRANO JMASAP 4:J.lf;4 142.694 360 .1-S-R(2 -0.10 0.21 1.1'，02 
:r-.lAlllJSE JMASAP 44.007 143.360 460 

3J--SS -Ra{{ ( ( { 2 2 

舗037 0.32 1704 
ENfWA JMASAP 42.840 141.450 185 0.05 0.27 1147 
SHAKOT JMASPA 43.3t.3 140.476 10 

J s a 21 ) } 
由。 17 0.2H 449 

SHIM.AJ¥iI JMASAP 42.自4:{ 140.04.5 72 J-S-Rf2 -0.16 O.:3:~ 878 
YAl<UMO .JMASAP 42.201 140.253 170 ふ5-1ミ2 0.23 0.26 1170 
HIYAMA JMASAP 41.678 140.057 30 J-S-R(2 司0.06 0.2~) 948 
KAYABE JMASAP 41..888 141..033 10 ふらR(2) 0.17 。司::¥5 2506 
NOBORl Jlv1ASAP 42.469 141.038 110 

J-S恥((({2}} 》} 

0.00 0.34 1.946 
BIRATO .JMASAP 42..";90 142.1:l4 100 J-S-RC2 0.00 0.24 520 
ERIMO .1MA5AP 42.016 143.157 40 j喧S-R(2 -0.:38 0.:10 2010 
ASHOHO JMASAP 43.297 14:1.7iO 210 ，J-S-lU2 0.03 0.26 2887 
CHURUI .JMASAP 12.(i1-1 1，13.:362 120 J明S-H(2) -0.0:1 0.26 2757 
ONHETS .JMASAP 42.90a 148.83."; 60 ふらRi2 0.1.6 0.21 2:377 
NAKASH .JMASAP 43..585 144.719 220 J-S-W2 0.26 0.27 2562 
AKKESH J乱:IASAP 42.99U ] .. 14.H97 20 

J S R21 } } } 

O.W 0.20 2:J6(j 
ASHIBE JMASAP 43.505 J 42.223 187 JωS-.H(2 輸0.22 0.30 807 
HAlJSC JMASAP 43.938 H.:，.l22 10 

.1-5-1ミ((( t ( ( 2 

-0.11 0.2.1 2036 
民間HIR .1MASAP 45.138 141.311 “ヴケ ふられ 2 0.31 0.25 29 
YAGISH JMASAP 44.427 141.ノ126 35 .J-S也氏 2 0.02 0.32 73 
OKUSH，J .JMASAP .12.067 139.445 3:3 .J-S-R(2) 同0.10 0.:30 555 
OHATA JMASEN 41.382 141.048 80 J-S-R(2 0.12 0.28 2105 
SHIURi¥ JMASEN 41.055 140.397 40 J-S-Rf:2 0.25 0.25 1347 
TENMAB JMASEN 40.787 141 130 

J jS 忠 R則(( ( ( ( 221 ) 

-0.05 0.31 2728 
IWASAK JMASEN 40.5!n 140.007 ~BO -0.07 0.42 1404 
HINAl .Hャ:IASEN 40.189 1.tO.6:~6 140 .J-S-RI2 -0.11 0.29 2279 
OGA JMASEN 39.904 139.777 270 J-S-R(2) 句。 35 0.[，8 * 127 
ROKVGO .JMASEN 89.3!Hi 140.6:34 200 J‘S回 R(2 。、1.2 。.:3:3 38Hl 
KlJZUMA Jl'vIASEN 39.985 141.330 620 J-S-R(2 。1.9 0.34 :3627 
γANOIIA JMASEN :39.9:39 141.864 200 J.S-R(2 0.12 0.:34 3227 
OHA5At-.:1 .JMASEN :39.473 Hl.292 210 J品5-1H2 0.29 0.:3:3 41fl6 
OFUNAI JMASEN 39.080 141.669 180 .J-S-R(2 0.19 0.30 :3997 
ICHlNlvl JMASEN :38.952 1-11.220 70 ふらR(2 0.2::¥ 0.:3:3 4105 
γKANEγ .JMASEN :38.918 140.:359 220 .J-S-R(2 -O.:H 0.:3:3 1806 
YA"I、SUM JMASEN 38.593 1;~9.714 200 。‘02 0.:38 1299 
SHIRAT .JMASEN 38.221 140.06ti ~mo .J-S-R(2) -0.04 0.27 1972 
OKURA JMASEN 38.366 140.664 390 ふらRi2 0.24 0.30 :3055 
OURf JMASEN :38.454 141..:349 40 J-S-Hf:2 0.06 0.:32 3728 
MARUMO .JMASEN 37.866 140.793 100 .J-S-R立) 0.10 0.:30 3459 
KA¥t¥>ら.'¥.tJc JMASEN 37.367 140.874 .')20 J-S“R(2 前0.03 0.30 2889 
OTAMA .JMASEN 37.518 1-10.337 350 J情 S-f{(2 0.25 0.28 289，1 
YANAIZ JMASEN 37.407 1311.705 420 .J-s事R(21 明0.80 0.29 2140 
TOBlSH JMASEN :39.105 189.557 50 J-S“R(2 制0.18 0.:31 622 
A可WAS.HI JMATOK ~i8 .466 139.249 70 J-S-R(2) -0.:32 0.39 397 
SADO JMATOK 38.0:37 1:~8.:'WO 146 .J-S-R(2 旬。 21 0.41 :385 
SASAKA JMATOK 87.818 139.317 145 

J-S-R(ロ{t(ti(((2222 2 2 2 2 2 ) ) } 

-0.03 。司53 調ド 410 
lZUNlOZ JMATOK 37.532 138.710 40 J-S‘R 0.3.1 0.34 416 
NAKAMA JMATOK :37.10:3 1:38.16:3 140 J-S-R 。00 。.27 862 
HIROKA .JMATOK 37.:248 139.017 195 .J-S-R(2) -0.41 0.33 1219 
SHIOBA .JMATOK 36.968 1:39.920 460 J-S愉R 0.0ろ 0.25 134f， 
KUNI .)1¥'1ATOK :36.562 138.()40 64[. 

3smt) ) ) } } 

0.10 。司25 12[11 
AS.HIKA JMATOK 36.425 139.453 241 J-S-R -0.01 0.32 :32:35 
日JTACH JMATOK 36.611 140.f，69 215 J-S-R ベ).10 o.:n 265f， 
1'{ASAT .JMA'I、OK 36.:228 140.194 al .J-S-R O.4:~ 0.:3a 204.1 
RYOKAM JrvlATOK 36.017 138.902 .180 J-S-H -0.31 0.32 309.) 
HANNOU .JMAT、OK :ヲ呂 852 139.282 245 

.J-5-1ミ{({{ 2) 1 
-O.4d o.:n 2470 

NAGARA JMATOK 3f，.418 140.202 40 J-S輪R(2 0.04 0.38 519 
YOKOSK JMATOK 35.224 139.665 80 J-S-R(2) 0.1日 o.:n 1428 
ODAWAR .JMATOK :35.265 139.091 :lsO .J-S-IH21 0.27 0.:J1 756 
JZUSJ孔4 JMA'rOK 34.718 138.878 135 J岬 S輸H.(2 断。 43 0.39 1629 
SAGAH.A .JMAT、OK :301.67-1 1:38.186 107 

3-S It((((l21 ) } } ) ) ) } ) 

0.17 o.ao 13il 
SlIHvl0B .JMATOK ;~5A98 1a8.544 775 J-S-R(2 -0.00 0.25 2601 
?、:SAKAI JMATOK :ls.407 1:~8.100 oao J-S-R(2 -0.:38 o.:n 2:355 
TAKATO JMATOK 3.).875 U8.138 1180 ふS-R(2 -0.16 0.30 2574 
YASUOK JMATOK %.358 137Ai2 800 J-S-R(2 目。 01 0.28 2119 
TTATEY JMJ¥TOK :36.605 137.333 236 J-S-R(2 0.08 0.28 504 
HEGUHA JMATOK 37.848 136.920 12 J事S帽1112 。18 0.31 260 
SUZlJ JMATOK :37.448 la7.:36:3 10 ふらH(2 -0.27 0.:32 365 
HAKUI JMAT :36.925 1:36.782 35 .J-S-RI2 0.07 。.20 3f，3 
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.2 (continued) 

St<ltion Organ. Lat. LOI1. Height; Borehoh、 Category Ave. 5D Data I.hta time 
eodeeodedept11symbol  Htlln 

KAGA JMA1'OK 36.277 136.3:32 25 幽S.RR民R{{ { { 2)0.33 0.30 595 
九lfHAl¥JA .JMA1'OK 35.528 1:35.983 161 陶0.04 0.30 1183 
NIUKA¥<V JMA1'OK :36.223 137.315 775 J-S-RI21 -0.:33 0.36 1182 
.MIYAMA .JMATOK 35.69!) 136.718 495 J-S-R(2) -0.16 0.30 1613 
KUROKA .JMATOK :35.601 1:37.3.')7 580 ・0.11 0.31 161.4 
OsARA J.M.ATOK 35.267 137.258 650 J-S-R(2) 0.02 0.38 188.'5 
A1'SUM.I JMA1'OK 34.ti32 137.143 30 J-S司 2) -0.20 0.28 148] 
ISE JMATOK :j4 .~~92 136.707 135 J-S-RI2) -0.2:¥ 0.34 1391 
KIINAG J.MA1'OK 34.245 U6.267 90 ふS鴫 2) 0.00 0.:31 11.04 
OSHlM2 .JMATOK :14‘702 ];39.:377 191 .J-S-R(2) 0.42 0.42 1440 
KOZUSH .JMATOK :34.187 13仏137 138 .J-8・ 2) 0.24 0.:32 1058 
MIYl<E2 .lM.ATOK a'L006 1~HJ. 517 4aO .J-S・ 2) 0.25 0.30 1285 
HACHJ2 JMA1'OK  33.11.9 139.788 1.53 J-S-R(2) 0.19 0.:31 228 
CHIJI3 JMATOK 27.09:3 142.182 150 ふら 2) 0.69 0.41 17 
1'AGA JMAOSA 35.187 IJ6.322 1.60 J-S・ 2) 0.00 0.28 420 
'YASAKA .JMAOSA 3;'L628 1:35.103 260 ふS伺 2 心 10 0.36 11 :33 
WACHl .IMAOSA :J5.28:3 1:1.';.402 172 J-S・ 2 帽O.:H 0.:35 l:l9a 
HEGURI JMAOSA a4‘653 1:35.685 250 J-S-R(2) -0.a2 0‘30 1197 
KOUYA .IMAOSA :34.218 135.503 795 J-8-R，(2) 0.07 0.2H 1029 
MIN.ABE JM.AOSA 88.850 1:35.:353 150 ふS愉 2) 0.05 0.28 IlM 
KOZAGA JMAOSA 33.1:.30 135.715 240 J-S司 2) 0.01 0.::$1 1173 
MIKATA .JMAOSA 35.443 134.535 270 ふS-R(2) 0.08 0.46 指 417
KASAI JMAOSA 34.982 134.844 150 .J-S-R(2) 0.07 0.:39 824 
AWAJIS JMA05A 34 ‘ ~~36 1:34.008 109 .J-S-RI21 -O.OU 0.a4 640 

KURAYO JMAOSA :35.:378 133.820 180 .1-S-削RRRRRRR{ ( ( I ( { ( 2 ‘0.23 0.:30 486 OKI .HvlAOSA a6.202 l:.~;U;n 27 .1-S-RI2l 0‘27 0‘3.') 116 
nくUMA .1MAOSA 35.497 lJ3.030 20 J-S-Ri2) 0.04 0.28 453 
ODA JM.AOSA 85.1附 132.503 60 J-S-R(2) 0.:30 0.2f， 655 
I¥lIASUDA JMAOSA 34.632 U1.893 260 J-S-R(2) 0.25 0.31 489 
SAIJYO .JMAOSA 34.998 133.115 480 J-S-RI2 ・0.15 O.:JO 968 
KURAHA JI¥1AOSA :34.138 132.528 60 .1-S-R(2) 0.01 0.27 1159 
JOUGE JMAOSA a4.642 I:n.l.'i5 480 ふふ 21 0.28 0，35 920 
AIDA JMAOSA 34.040 1:34.168 170 .J-5-R.(2) -0.07 036 124:3 
SAKAID .JM.AOSA :14.:373 13:3.9:n 210 J-S“お(2) 0.10 0.28 1167 
AlOI JMAOSA 3:J.792 134.4.52 180 J-S-R(2) -0.04 0.28 698 
MONOBE .JM.AOSA aa. 728 l~n878 580 司 S-R(2) 0.01 0.29 1288 
KUsOKA J.MAOSA 3:J.:31O 1:1:3.00:3 :340 J-S-R(2・0.17 0.:31 ，295 
TOSASH JMAOSA 32.860 1:32.802 200 J-S-R(:n -O.Hi 0.31 1.130 
TANBAR .JMAOSA :33.778 1:33.048 410 .J-S-R.(2) 0.15 0.:31 I:300 
NAGAHA .JM.AOSA :3:3.5.">7 1:32.478 2:~O .J-S・ 2} -0‘l!.i O.:n 1.070 
KUDA.MA .J!¥1AFUK 34.05:3 1:31.8i3 220 J-S・ 2) -0.24 0.37 845 
YTOY01' .J.M.AFUK 34.26:3 131.065 120 J-S-R(2) -0.08 0.2ti 765 
AKAIKE JMAFUK 33.712 130‘795 130 ふS-R(2) -0.24 0.29 936 
1'AMANA .JMAFUK 32.9ti3 1:30.53:1 230 岨 S拘 2) -0.:.19 0.27 981 
TSUSHM .JMAFUK :34.525 12fUUS 70 J-S-R(2) -0.02 0.26 :34:.! 

IKI JMAFUK 3:3‘7¥)5 129. n2 70 ふ!ふ(222222) ) ) } ) ) -0030.23406  
(JRESHI .JMAFUK :1:3.09:~ 120.948 160 ，J-S-R.(2) -0.34 0.2:3 6Hl 
ドUKUE2 .1M八FUK :32.655 12再.7.50 120 ふS“R(2) -0.20 0.27 542 

KUNJMI JMAFUK 33.632 1 ::11.568 L20 J-S-間町E町RRE { ( { 0 2 2 0 -2 5 9 3 7 
USUKI JMAFUK aa.065 L31.7.50 140 ふS-R(2) -0.02 0‘al 1272 
NAKATS .JMAFUK 33.122 1:30.878 540 J-S-R(2) -0.38 0.35 ，:315 
KUIZUM JMAFUK 32.573 1:30.793 230 J-S-R(2) 0.a3 0ふo 9J:3 
HONDO JI¥1AFUK :32.463 1:30.1:H 70 J-S・ 2) ・0.32 0.27 982 
HOSOMI .J.MAFUK 32ぬ572 131.588 60 ふら 2) 0.20 0.2ti ¥)46 

K I J Y O J M A F i J K 3 2 . 2 4 8 1 3 1 4 1 5 3 8 0 3J J J 2J 11 5与SSS S S8 汎R則RRR町民{( ( ( ( { 2 ) ・O.O:~ 0.35 1175 KUSHI:VI .JTvIAFl1K 31.480 13l.285 2:35 .J-S-R(2) 0.05 0.35 2054 
OKUCI11 JMAFUK 32.140 UO.598 440 J-S-R.(2) -0.01 0.35 1821 
KOSHJJ( .JMAFUK ~l 1.678 129.717 240 .J-S-R(2) ・0.26 0.29 1224 
SUZUYA .JI¥1AFUK :31.507 la0.455 400 J-S-R(2) 0.13 0.:31 1826 
1'ASHfR .JMAFUK :n.18f. 1:30.888 290 .J-S-R(2l OA9 0.J6 1400 
KUCHlE .JMAFUK :30.462 1 aO.1U5 20 .J-S-R，(2) -O.2fJ 0.27 1174 
TAN'EG3 JMAFUIく:30.655 130.980 240 .J-S-R(2) -0.08 0.29 1809 

NAKANO JMAFKU 29.842 12¥.1.875 2:35 ふS，ERa刊R誌Mt { [ t 2 O  :2302616$9  
KIKAIJ .1M.AFUK 28.31 f.， 129.972 15 ふS目 2) 0.a2 0.24 2627 
AMAMI JMAFUK 28.412 129.60f.， 15 ふS目 2) -0.11 0.24 3109 
TOKUNO JMAFUK 27.785 128.952 170 J-S-RI2l -0.08 0.23 3047 
IHEYA .JMAOKI 27.0:35 127.907 2.5・S-Rf2 ・0.15 0.24 l(520 
KUN'lGA nむ¥.OKl 26.832 128.275 220 .J-S-R(2} 0.07 0.21 2118 
TAM.AGU .JMAOKI 26.149 127.767 188 ふS・R(2) 0.32 0.34 417 

KUMEJ2 .JM.AOKI 26.32fi 126.786 71 ふら決罰則R( [ 2 0.27 0.34 1597 
MIYKJ2 JMAOKI 24.815 125‘294 43 匂 S-R(2) 0.25 0.21 381 
TARAMA .JMAOKI 24.641 124.7027 ふS-R(2) 0‘09 0.20 55;~ 

ISHIG2 JMAOKI 2.1.:364 124.14:3 78 .1-S-R(21 -0.10 0.19 554 
YONA，J2 .JMAOKI 24.450 12VJ44 22 J-S-R(2) -0‘25 0‘2[. 3:31 
MINAM2 .1MAOK1 25.8H) 131.221 50 J-S・R(2) (L07 (l.:36 1:31~{ 
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Appendix A.2 (continued) 

Station Orgal1. Lat. Lul1.- Height おorchoJe C札tegory A ve. 3D Data Data. timc 
Cりde code dept.h svmbol num 
日入CHJa .JMATOK ;J;U12 1:.HI.817 7() ---.1ール汎(2) ().:W 0.:34 5桁 j24-HJU7j 
WAKKA3 JMASA1' -15.316 141.898 60 J-S-H.(2) -0.06 0.27 38 
00A2 五.1ASEN a9.914 1:HI.79a 140 ，I-S-R(2) 0.21:> 0.42 :31脅

KA'l'ASH J¥!JNrOK :36.767 139.249 9:3:3 明 S-R(2) 0.36 0.:31 852 
ODAWA2 JMA1、OK :3.5.26:3 1:39.0告:380 ふS-R(2l -O.3a 0.25 . 77H 

KUROM A J?L，IATOK35.06613821 O 710J-S-RE131( ( { 2 - 0 . 0 9 O  27769  
KATADA JMATOK :n.710 136.419:30  .J由S-R(2l O.OG 0.28 425 
EIGEN.J J MA.OSA 35.1~;4 13G.388 43:~ωS‘ (2) ・002 0.30 87.1 
KじIZU2 JMAFUI( :32.;'45 1:30.814 260 J-S-R(2) -0.10 0.30 404 
TAMAG2 JMAOKJ 2i.Ln8 127.7<1U 40 .I-S-れ 2) 0.21 0.26 :no 
BIRAT2 .JMASAP 42.778 142.:364 170 J-S-R(2) -0.:37 0.2:3 :350 
SHwn.2 JMASEN 41.057 1.10.411 60 .J-S-R(2) 勾0.10 0.28 308 
OSHIM:J .JMATOK :H‘717 1:~9 A:n -105 J-S-R(2) 0‘29 0.27 159 
TSUNA JMAOSA :34.419 1:34.885 85 ・・S-R(2} -0.38 0.33 211 
KIτAKA J.M.AFUK 32.625 131A54 180 停S駒R(2l 0.10 0.31 484 
TSUNO .JMAFUK :J2.245 1:H.505 120 J-S-R(2)・O.O:l 0.28 42.5 
TASHH2 .JMAFUK :31.166 1:30.922 4:~0 トS時民(2) 0.12 0.26 489 
CHOSH2 .JMATOK 35.702 140.858 tHl J-S-R(l) -0.4:3 0.:34 982 
'l'SU2 .IMA"rOK :34.710 l:36.419;{0  .J-S-R( 1) 0.04 0.29 577 
HAMAM2 JMATOK 3，1.856 137.721 150 J-S-Rili -0.29 0.34 165.1 
AOMORa .JMASJで;N 40.777 140.817 150 J-S-RH) O.::W 0.:32 UO:3 
AKITA2 JMASEN 39. nt. 140.142 65 .J明 1) .0.24 0.:32 1 :~:~ 
MIYAK2 .JMASEN 39.57a 141.事22 200 .J-S-H，(1心 01 0.33 3527 
ONAHA2 ，J:I¥IASEN :)7.102 1-10.798 660 ふ 1) 0.01 0.:38 2808 
SH.1RA2 J! ... lASEN 37.0i7 140‘2:>，3 :3fJ5 .J.S-R!ll -0.12 0.29 :>，08 
KAMAT2 .JMATOK 34.925 139.064 175 J-S-R(I の 74 0.:37 1.669 

IZUHA2 J孔1AFlJK :H.227 12n.27:~ -110 “ li ()‘63 0.20 4:30 
HAKOD2 .JMASAP 41.8:33 140.778 80 J-S-R(] “0.21 0.27 1444 
MORI02 JM ASEN 39.599 14し324 :380 .1-S-Ril l -0.04 0.34 40:39 
KANAZ2 .1MA1'OK 36..525 1:36.777 0 .J-S-R( l 句0.83 0.:38 :~53 
NAGAS2 JMAFUK 32.6:30 129800 20 .J-S-R(1) -0，(i5 0.25 675 
HATER.U .lMAOKI 24.0o7 12:~.805 15 .J-S-R.(l) 0.11 0.:37 :337 
NEMUR2 .J¥lA8AP 43.:{(i7 145.743 1() .J-S-R(l) -0.18 0.:30 2364 
じWAJI2 JMAOSA ~l3.2l3 132.625 460 .1-S-Rい -0.07 0.31 l261 
SHIZU:J .JMATOK :35.066 138.210 720 J-S.R(J) .0.07 0.:J2 1020 
ABASH2 JMASAP 43.~42 1.1:3.870 180 ぷ・Rfl ・0.65 0.:~6 2107 

MUROT2 JMAOSA :33.a87 134.14:3 250 .J鴨S-R(l) -0.25 0.:)1 9G7 
OI'1'A2 JMAFUK a:L!78 1:n ‘452 460 相S-R(1) 0.42 (1.:30 896 
URAI<A3 .JMASAP 42.243 1<12.667 30 J-S-HHi -0.11 0，32 1898 
IRIOM2 .1.¥4 AOKT 24.:~8a 12:3.751 34 .J -S-R(1) 0.05 0.26 210 
ltt l(JMO JMAOK124.385123.7498juSJt  { 1 ) 0 1 4 0 . 2 3 2 7 9  
TAKATS .IMAOSA :301.879 135.608 0 J-S-I{(l) 0.15 0.37 288 
AWAJIN JM.AOSA 34.584 135.020 () ，I-S-R(l) -().4:3 0.:35 16i 
災JLlI2 .H.IATOK 34.400 139.283 180 J-S-R(l) -1.29 本 0.25 :322 
TAKAYA JMATOK :36.152 137.25.) 561 14 .J-5-P -0.47 ().30 21 
A.JIR.O .JMATOK 35.04:1 Ia9.097 59 ，1ーかP -0.25 O.4G ホ 14:33 
NAHA JMAOKI 26.203 127.690 28 .J-3-1' -0.29 0.28 554 
Ki¥TSUlT J1' ... 1ATOK a5.148 140.a15 J.O ..I-S喧 P -0.32 0.71 402 
UTSlJNO .JMATOK :3(i.547 ]:39.872 121 97 ふ日舟P 仏 15 0.:32 411 
OMAEZA JM.ATOK :34.602 1a8.217 45 .I-J3-P -1.00 0.25 857 
TOKYO .JMAI、OK 35.687 1:39.758 21 :~06 J-B-P 0.23 0.24 171 
TK10BS ，}乱'1ATO K :33.765 137.590 -2201 .J-OBS .0.45 0.:~5 7::)8 
TK20BS JM.ATOK a8.947 1:H‘757 司 1541 . .1-0138 ・0.27 0.27 8H2 
'1'K30BS .JMATOK 34..165 137.U65 -816 ふOBS 0.08 0.52 キ 115
TK10おS .J?vIATOK iH.:~8.') 1:31事'ir， ..721 .J..OBS .0.:.l0 0.30 19 
BS10BS JMATOK 34.H53 140.978 ・4010 J-OBS -0.72 0.38 596 
BS20BS ，IMAl、OK 3-1.751 1-10.75.5 -2089 .J-OBS -0.H1 0.32 929 
BS:30BS .LMATOK :14.802 140.510 -1897 ベ)135 -0.8り().:3G 1555 
BS40BS .JMATOK :34.!)UO 140.:338 ..657 ふOJ3S ..0.98 0.27 136:3 
008A1く JMAl、OK :35.005 139.101 目95 J-S骨v -1. 1:~ 0.52 608 
¥VAJIMA .JMATOK :H.:190 1:W.898 :H J-S-P-Iog 0.27 o.:n 1:3 
AIKAW 
¥lITO J?vlATOK 36.378 140A72 30 ふS巳P-Jog 0.24 0.27 19 
NIlGAT JMA'1て)K :37.910 1:39.052 J-B四 P-Iog -0.82 0.14 3G 
CTSUNO JMATOK :36.547 1:39.872 121 07 .l-B-1'-log ベ1.16 0.28 29 
KAKI02 .JMATOK 3G.2(}5 140.1 n 15 95 J-B-I司令0.47 0.23 40 
CHICH2 .IMATOK :3().01.8 1:3事 995 275 90 .J-B-R -O.t14 0.8ii 44 
NITGA2 .JMATOK 37.240 l39.002 130 100 ふB-R -088 0.25 51 
MATSU2 .JMATOK :36、585 1:37.805 1020 100 .J-B-R -0β0.25  4U 
E.K¥"iI ETU :.l5.940 1:J8.U74 14:30 o-s .lU9 0.28 22 
E.HOK ERJ ~l4.850 139.039 由90 0-8 -0.22 0.:35 U12 
E.OY1il EH.I :35.-120 139.243 600 O-S -0.1:3 0.3:3 509 
F;.SR.Y EH.l 35.606 la9.278 275 0-8 -0.08 0.31 260 
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.2 (continued) 

St礼tion CO伽rgiean- Lat Lon. Height Boreho)e 
〈S7可aIItaei3g0o1ry 

Ave. 3D Data Data time 
正'od申 正i杷pth llUlIl. rang暗

E.DDR EHJ 35.998 [39. Hl:3 800 0-5 -0.083 7 0.:36 600 
E.NIK EIU 36.(;21 la9.491 UlO 0-5 -0. 0.32 1454 199 
NU.lNU NlJ ;35.:350 137.029 132 o-s -0.(;0 0.30 370 199 
NU.HED NU :34.!}.'，9 1:18.81:1 160 o-s 骨1.12 訓ド 0.43 78;~ HJ9 
NU.i¥1ZE NU 35.891 137.155 ら90 0-8 0.21 O.:H 16 199 
NU.TKN NU 35.982 1:37.5a7 1:310 0-8 明0.09 0.50 判ド 16 1.99 

E‘NRY ERI :35.072 138.98:3 56 0-8 -0.90 0.43 1057 0 199 
E.TNN ERT :36.942 1.:38.595 450 O-s 帽。、[4 0.34 :373 199 
E.UTG ERI 36.223 138.110 20:30 。網S

舗0.26 0.24 102 199 
E.NGH ERI 34.812 138.828 160 0-8 -0.71 0.:36 759 199 
十:.5ト;κ 長:RI :37.081 139.607 800 0・S -0.21 0.34 65a 199 
ND.HTN NIED 35.:300 la8.211 お55 () 0-5 -0.07 0.40 0:35 199 
ND.ASY NIED :35.635 1:38.:373 800 。 o-s 0.08 0.29 251 199 
ND.USD NIED :36.181 D8.5u4 969 1 0-8 司0.22 0.:34 532 199 
E.FU.J ERJ 35.310 138.679 1040 0-5 0.48 0.38 297 199 
E.TJ主Y ERJ 85.215 139.659 190 0-5 べ).05 0.29 481 199 
E.TSM ERI 35.411 140.229 50 o-s 0.15 0.31 193 199 
E.KYS ERI 35.197 140.148 180 50 0-臼 -0.8:1 0.28 4.55 199 
ND.OKB NIl三D 3，1.950 138.254 -29 102 。噂iヨ -0.84 0，81 .521 199 
ND.TNB. NIED 34.908 137.885 66 74 O-B -0.47 0.84 470 1.99 
ND.SMY NfED a5.0:36 1:n.:U5 :10;3 H7 O-B -0.11 0.32 27，1 199 
ND.HTS NIED 3.5.039 139.171 同83 事4 O-B -0.80 。.26 588 199 
NU加CHT NU 34.181 136.906 -53 0-8 備0.18 0.8.') 216 199 
NU.OOS NU 35.580 138.049 085 。-B 0.12 対院 0.3:3 474 190 
ND.OHS NIED :3.1.682 138.015 -66 134 O-B -0.63 。‘27 :319 199 
ND.NMT NIED 36.362 140.584 -7-1 98 0-8 句 0.17 0.29 769 199 
ND.MSK NIED 35.194. LJ7.939 7o4 79 。岨B -0.:33 0.31 393 199 
ND.MKB NIED 34.801 1:37.514 -:37 I)j:) 。鳳B

嶋 0.51 0.82 488 19!) 
ND.l¥VT NIED ;35.926 189.738 目3500 8510 0-8 -0.53 0.27 1022 199 
ND.HRM NIED 35.551 1:39.67D -535 540 O-B 園。 47 0.33 146 199 
ND.HAS NlED 35.826 140.730 ー78:3 790 0・8 -0.07 0.38 340 1!J9 
ND.FCH NlED 35.ti51 139.474 -2706 2781 。-8 -0.80 0.29 58:1 199 
ND.ENZ NIED 35.736 188.805 807 89 .O-B ー0.83 0.46 * 392 199 
ND.ACH NIED :15.475 137.738 752 10B 0-8 制 0.18 0.29 350 11)9 
ND.8HM NIED :35.793 140.024 -2276 2:330 O-B -0.49 0.30 764 199 
ND.YKI 災IED 35.718 140.509 -141 178 0-8 -0.21 0.:31 518 199 
Nn.NMZ 災IED 35.158 138.846 114 96 O-B -0.65 0.2:9 331 lD9 
ND.GBA NIED a5戸542 140.245 -1934 2000 O-B “0.65 0.30 279 199 
ND.YKH トiIED 35.496 139.523 -19:37 2000 O-B -0.60 0.28 201 199 
日.ASI EHJ 36.122 137.85:3 860 20 o-v -0.49 0.:31 4.1:3 lD9 
E.OKY ERI 35.227 138.424 620 。 。輸V -0.19 0.34 1058 199 
NU.STN NU 35.1:36 1:37.i44 490 。-v -0.05 0.8.1 351 199 
E.AKY ERI :35.571 1a9.otil 420 10 O-v ーO.:3fl 0.30 517 199 
E.MTU 百:m 36.43H 1.:37.839 680 。 。幽V -0.61 0.30 281 199 
ト:.KZK ト;ru 37.21)fI 138.516 220 77 O-v “0.47 0.3:1 234 199 
E.TSK ERI 36.210 140.110 O-v 明 0.2:1 0.88 1709 199 

Dat.a from seusors of the J-S-R(2) ca.tegories are used to calculate al1 event ma.gnit.u 

range for avera.ge and st出 lda.rddeviation is restricted to 2.5 :::; AfKV'(J-S-R(2)) :::; 4.0. 
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Appendix 

A.3 A verage difference between station and event velocity-amplitude magnitudes for the period frorn 

Ckt. 1997 to .June 2001. 

Station Organ Lat Lon Hcight Bo而dehpotlhe じsyamtebgoolr正一 Ave. 5D Data Da.ta time 
code code 
SOYAES JIVIASAP 44.959 142.584 10 .J-Sド除{2) -o.:m 。‘34 58;06-2001; 
SHOSAN .1MASAP 44.400 141.853 110 J-S-R(2 0.00 0.23 50 
HOKURY ;JMASAP 4:3.74:3 H1.725 195 .J-S-R(2 0.10 0.:30 100 
KA1IIAS .1MA5AP 44.11.7 142.597 220 J-S頓 Rl2 -0.51 0.36 88 
FlJHANO JMASAP 4:3.164 142.594 360 

.1-ち R民R民R刷R( ( (( ( { 2 

-0.09 0.21 574 
:rvlARlJSE JMASAP 44.007 143.3(j0 460 3明S町立 ベ).;H 0.37 62u 
ENIWA .JMASAP 42.840 141.450 185 J-~ふ 2 -0.02 O.:~] 56.') 
SHAKO'l、 JivlASPA 4:J.353 140.476 10 .1-S・ 2 -0.04 0.26 285 
SHlMAM. JMA5AP 42.643 140.045 73 J-S-R(2 -0.06 0.26 436 
YAKUMO JMASAP 4.2.20.1 140.253 170 J‘5- 0.3:) 0.:30 4.1 
日IYA孔1A JlvlASAP 41.678 140.057 30 J司S帽 0.05 0.31 47 
KAYABE .JMASAP 41.888 1 41.0:n 10 3-s at ( ( 0.09 0.30 724 
NOBORI JMASAP 42.46!l 141.0:38 1l() ふS-R ().()6 0.28 847 
ERIMO JMASAP 42.016 143.157 40 J-S-R -0.42 0.32 857 
ASHORO JlvlASAP 43.297 143.770 210 ふられ 0.05 0.23 1459 
CHURUI JMASAP 42.614 143.362 120 O.()O 0.25 1:371 
ONBETS JMASAP 42.90:3 143.8:35 60 0.1:3 0.22 1:355 
NAI{ASH J孔IASAP 4:3.58.') 144.719 220 0.21 0.23 1252 
AKKESH .JMASAP 42‘H!JU 144.tl97 :.w J必8・R(2 O.lH 0.20 133:， 
ASHlBg JMASAP 4;~.505 142.223 187 J明 S-R(2 ー0.22 0.30 314 
RAlJSU JMASAP 43.H38 145.122 10 J-S-HI2 -0.12 0.18 1078 
HlSHIR JMASAP 45.1:38 141.:311 27 J-S-R(2 0.18 0.21 27 
YAGlSH JMASAP 44.427 141.426 ;~.') ふらRi2 0.14 0.25 51 
OKUSHJ JMASAP 42.067 139.445 :n 0.29 0.51 割与 349 
OHATA ;JIVIASEN 41.382 H1.048 80 0.16 0.2:3 1087 
TENMAB JMASEN 40.787 ¥.41.068 130 -0.10 0.27 998 
IWASAK JルfASEN 40.5!J:3 140、007 330 ー0.11 0.:27 416 
HTNAI J乱'fASEN 40.189 140.636 140 -0.14 0.26 936 
ROKUGO .JMASEN 30.396 140.634 200 山0.07 0.:29 101.''. 
KじZlJM A JlvlASEN 39.985 141.330 620 0.1-1 。‘23 1133 
TANOHA .JMASEN :39.939 14 1. 8fi4 200 -0.10 0.22 116:~ 
OHASAM JMASl三N 3u.47a 141.292 210 0.20 0.22 1625 
OFUNAI JMASEN 39.080 1.41.669 180 0.06 0.18 1530 
ICHINM JMASEN 38‘952 141.220 70 0.14 0.20 ]876 
YKANEY J~IAS.EN :~8.918 1.HU59 220 -0.44 0.29 986 
YA'l‘SUM .JMASEN 38.593 1 139.714 200 0.08 0.37 325 
SHlRAT Jl'vfASEN 38.22 1-10.00u 300 ー0.11 0.23 855 
OKURA .JMASEN 38.:366 140.(J64 :390 0.13 0.22 1366 
OURl JMASEN :18.4.54 141.34.9 4.0 -0.09 0.19 1681 
ivlARUMO JMASEN 37.866 140.793 100 0.05 0.22 184.5 
EくAもeVAUC .JMASEN :.¥7‘:Hi7 140.874 520 -0.14 o.:n 1908 
OTAMA J1VIASEN 37.518 140.337 350 0.2:3 0.22 1921 
YANAIZ .1i¥IASEN 37.407 139.705 .120 合0.39 0.31 1257 
TOBlSH JMAS包N 3!U95 1.39.557 50 -0.14 0.23 180 
AWASHl JMATOK 38.4d6 139.249 70 -O.al 0.35 165 
SADO JMATOK 38.037 138.260 146 

1S R((2) ) { ) 
-0.08 0.35 199 

SASAKA JMATOK 37.818 189.~H 7 145 .J-S-R(2 断。 54 0.36 200 
rZUMOZ .JMATOK 37.532 138.710 40 .J-S-R(2 0.30 0.:30 178 
NAKAMA JMATOK 37.103 138.16:3 140 J-S-R(2 0.00 0.30 178 
HlHOKA JMA'T、OK 37.248 139.017 195 J-S骨R(2 -0.37 0.38 387 
SHIOsA .JMATOK :16.l)68 130、no 460 

J-S町1f ( ( 2 

-0.08 O.2:~ 1257 
KUNI Jl'vlA・rOK 36.562 138.640 6.15 

JJ3--S S 8 IR Rミ222 〕) ) ) } 

0.06 0.29 431 
ASHIKA .JMATOK 3fi.425 139.453 241 合0.06 0.22 1860 
HITACH JMATOK 86.611 140、56!l 215 -0.12 0.26 1987 
IYASAT .JMA.TOK 36.228 140.194 31 J-SψR(2 0.40 0.2.''> 168.5 
RYOKAM JMATOK 30.017 1:38.902 480 J-5-R(2 ー0.35 0.36 714 
HANNOU JMATOK :J5.8d2 la9.282 245 .J-S-R(2 -0.68 オ依 0.::15 796 
NAGAH.A .JMATOK 35.418 140ι202 40 

J S-R{( { ( t 2 
0.08 0.24. 194 

YOKOSK J1'''IATOK 35.224 139.665 80 J-S-Rf2 0.24 0.21 1180 
IZUSIM .JMATOK 34.718 138.878 135 .l-S情 R/2 ー1.47 効巴 0.31 2175 
SAGARA JMATOK :14.674 l:38.186 107 

J S R2} 〕} } 
。0.02 0.2:3 1492 

SHIMOB JM.ATOK 35.498 1.38.544 775 J-S-Ri2 -0.02 0.24 979 
NSAKAT .JMATOK :36.407 1:38.100 9:lO J-S・Rf2 -0.:3:3 O.:.~2 246 
TAK人'!'O JMATOK :~5.875 1:38.1:38 1180 .J幽8-IH2 向。.02 0.26 239 
YASじOK .JMATOK 35.3.58 137.862 800 

J S Et({({1I{{i{22222222z2) ) } ) j } ) } } } 

0.29 0.26 428 
TTATEY JMATOK 36.605 137.33:3 236 J-5-H 0.15 0.28 288 
HEGURA .JMATOK 37.848 1.36.920 12 J-S駒 R 0.40 0.86 88 
SUZU .JMATOK 37.448 137.36:3 10 J-8司 R 回0.14 0.25 157 
HAKlJl J~dATOI( :36.925 1:J6.782 :35 .J-S-R 0.21 0.22 2:33 
KAGA .JMATOK 36.277 136.332 25 J-S-R 0.35 0.30 179 
MIHAMJ¥ .1.1¥'IA1'OK 35.528 135.98:3 161 J-S-R -0.13 0.24 158 
NIUKAW JMATOK 36.223 137.315 775 .J-S駒 H ー0.33 0.32 277 
MJYAMA .J.MATOK :35.6V9 1:36.718 4!J5 J-8-H -0.24 O，33 1 450 
KUROKA .JMATOK 35.601 1.37.357 580 J-S-H.(2) -0.25 0.81 211 
OBARA .JMATOK 35.267 137.2o8 6oO J-S田 R(2 0.06 0.26 191 
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.3 (continued) 

Station Ocordge an- Lat. Lon Height Borehole 
sCyaEntebgooi ry 

Ave. 5D Data Data time 
code depth nunl 
AぞrSUMJ JMATCfiZ 34.63'2 1:37、143 30 .J-S-R -0.08 0.28 .125 
ISB .JrvIATOK 84.:~92 136.i07 l:l5 J-S-民 -0.22 0.27 469 
KIINAG JMA'I、OK 34.245 1:~6.26ï 90 J舗S-R 0.05 0.:31 672 
KOZlJSH JMATOK :34.187 139.137 138 J-S働R 0.31 0.32 1365 
MIYKE2 JMATOK 34.066 139.51i 430 J-S-R 0.45 0.39 1470 
YA5AKA .Jl'vlAOSA a5.628 135.10:3 260 J-S-H -0.11 0.29 21:3 
WACHI JMAOSA 35.28:3 1:35.402 172 .I-S-l1 -0.40 039 ;J.'ii 
HBGURI JMAOSA :34.653 135.685 250 J-S-R -0.36 0.38 a05 
1くOUYA JMAOSA 34.218 1:3o'i.593 795 0.14 0.27 :337: 
MINABE JMAOSA 3:3祖850 135.35:3 150 J-S-R 0.04 0.31 541 
KOZAGA JM.AOSA :3:3.5:30 13[.. 715 240 J司 S-R 0.08 0.:3] 558 
MIKATA J孔:IAOSA 35.44:3 1:34.535 2iu J-S-R 0.21 0.29 1:3 
KASAl .JiVIAOSA 84.082 134.844 150 .1-S命 R -0.02 0.45 羽信 125 
KじRAY。.1MAOSA 36.3i8 U3.820 180 ふS-R ザ0.33 0.26 a47 
OK1 .Ji¥LへOSA 86.202 138.337 2i .J-S-R o.on 0.24 :}O 
IKUi¥:IA .1MAOSA ~{5. 4fJ7 1:3:3.0:30 20 .J-S-R 明。 04 0.24 330 。DA .JMAOSA :35.168 13'2.508 60 .J-S-R 0.28 0.21 12 
MASUDA JMAOSA 34.632 131.893 260 J-S-R 0.32 0.35 14 
SAIJYO JMAOSA 84.998 133.115 480 J-S-R -0.24 0.27 510 
KURAHA .JMAOSA 34.138 1:32..')28 60 ‘J-S-H 0.16 0.27 490 
.JOUGE .JMAOSA :34.642 133.155 480 ./-S-H 0.37 0.28 672 
AlDA ./MAOSA 34.9，10 134.168 1iO .J-S-H -0.03 0.35 266 
SAKAlD .JMAOSA :3，1.:373 13:3.n2 210 J-S明H 0.08 0.27 300 
AIOI JMAOSA 3a.792 1:34Af.，2 180 J伊S-R 0.01 0.29 55i 
IvIONOBE JMAOSA :3a.728 133.878 580 J-S-H. “0.01 0.29 6ll 
KlJBOKA Jl¥1AOSA 33.310 1:{3.063 340 .J-S-H(2) -0.21 0.:31 M9 
TOSASH .JMAOSA ;{2.860 U2.802 200 .J明S-R{(2 司0.19 0.31 552 
TANlうAR .JM.AOSA 3a.ii8 ua.048 410 J暢S.R(2) 0.28 。‘30 53~{ 

?、iAGAHA JMAOSA aa.55i 132.47昂 2:30 JーさみH(2 -0.21 0.34 5:38 
KUDAMA JM.AFUK 34.053 1:H.8i:3 220 

J S R2) ) } } 
-0.:36 。.31 290 

YTOYOT .1MAFlJlく 34.268 1.:31.065 1.20 J“S-RI2 -0.02 0.29 178 
AKAIKE .JM.AFUK 33.712 130.i95 130 ふS-RI2 -0.28 0.27 247 
TAMANA JMAFUK 32.96:3 1.:30.5:33 230 J-S幽 RI2 -0.:36 0.27 418 
TSじSHM JMAFUK :34.525 1.29.398 70 J-S-R(2) 0.09 。‘36 21 
IKI .JMAFUK :33.795 12f).7a2 iO 

.J-s良(({ ( { ( 2i 

0.11 0.23 41 
URESHl .JMAFじK :33.09:3 129.948 160 J-S-R(2) -0.27 0.24 192 
FLKlJE2 JMA壬じK :n.655 128.i50 12() 

.J-与R2}} } } 
‘0.03 (U5 i8 

KUNLMI .JMJ主FUK a3.s:32 1:31.568 120 J-S-RI2 0.12 0.23 %n 
USUKI .JMAF‘lJlく 33.005 131.750 140 .).・S-RI2 争0.14 0.30 610 
NAKATS JMAFUK a3.122 130.878 540 J明?う嶋HI2 -0.41 0.32 4.49 
HONDO JMAFUK 32.4tl:3 1:30.137 iO J伽55Jt2)) -0.20 0.26 392 
KUSHIM .JMAFUK :31.480 131.285 2:35 J.S母 H(2 0.00 0.29 179 
OKUCHI JMAFUI< 32.1'10 1:30.598 440 .J-S-R(2) 0.06 0.:39 839 
KOSHIK .JMAFUK 31.678 129.717 240 

.J-S則((t({22 2 2 2 2 

-0.16 0.29 596 
SUZUYA .JMAFUK :31..'>07 1.30.4.'>5 400 J-S-R(2) 0.20 。司32 1.004 
KUCHIE J込1AFじK 30.462 1:30..195 20 .J-S-R -0.36 0.30 836 
TANEG:J .JMAFUK 80.655 1.30.980 240 J-S-R -O.ll 0.34 964 
NAKANO JMAFKU 29.842 ]29.875 2% .J-S-H.(2) 0.19 0.:30 103f.> 
KIKAI.J Jお1AFUK 28.:WS 120.972 15 .J-S働R(2) 0.27 0.25 1144 
AMAMI .JMAFじK 28.'112 129.605 15 J守S-R(2 司0.13 0.27 1564 
TOKUNO .J~:lAド UK 27.785 128.952 170 

.J-S-Iも2)) ) ) } 
-0.11 0.26 li80 

IHBYA .JMAOKI 27.035 127.067 25 J伊S-H.(2 旬。 16 0.24 1284 
KUNIGA .JMAOKI 26.8:32 128.275 220 J-S-R( U ( 0.10 0.24 15!);3 
KUME.J2 JMAOKI 26.320 126.786 71 J“ふRl2 0.04 0.30 1164 
MT'!'KJ2 JMAOKl 24.815 125.294 43 J-S-Ri2 0.25 0.22 024 
TARAMA JMAOKI 2，1.6，11 124.702 7 

J-SHh(((2} ) ) ) 
0.10 0.22 971 

ISHIG2 .JMAOKl 24.364 124.143 78 .J-S-Hl2 -0.19 0.22 1049 
YONAJ2 JMAOKI 24.'150 122.944 22 J-S-H(2 司0.21 0.21 196 
MINAM2 JMAOKI 25.819 1:31.221 50 J-S働Rl2 0.27 0.42 司k 522 
HACH.J3 JMKl、OK 33.112 139.81i 70 J帽 S-11(2) 0.15 0.25 1029 
¥VAKJ<A3 JMASAP 45.316 141.898 (t() 

J-S 刷R剛氏{{ 2 
-0.09 0.22 4ら

NANGO JMASEN 40.:374 141:515 270 J鍋s咽 2 -0.16 0.27 lHi2 
YUWA .JMASEN 39.540 140.208 30 J時-S-R(2含:) 0.09 。:27 406 
OGA2 .JM.ASEN ~!).914 139.793 140 0.21 0.24 234 
KAT.ASH .JMATOK 36.767 13H.24H 9:3:3 

J eS 1RRR氏民町R則t (( ( ( ( ( ( 2 

0.:16 0.28 1130 
ODAWA2 .HνlJミTOK 85.263 13H.088 880 J冶 -R(2) -0.80 0.2:3 24:38 
KUROMA J孔1ATOK 35.060 138.210 i10 .J-S-RI2 -0.04 0.28 113] 
KATAD;¥ .JM.ATOK 84.710 136.419 30 .J-S-R{2} 。‘00 0.28 502 
恥:11K1 JMAOSA 34.805 1.85.052 160 J-S-H(2 -0.01 0.34 166 
EIGENJ .JMAOSA :15.1:'H 1:36.388 433 J-S-H(2) 0.06 0.30 4:301 
TOYOHl .JMAOSA 34.662 132.421 -160 .J-S-R(2i 0.40 0.:~2 ，142 
lTAYA .JMAFUK 33.429 130.388 640 J-S争 2} 0.14 0.33 204 
すAKAZA .JMAFUK 31.901 1:31.088 166 J-S-R(2) 情0.31 0.34 官tl4
KUIZU2 JMAFUK :32.ら15 1:30.814 260 J-S繍It((2) -0.08 0.26 691 
γAT¥1AG2 .JMAOKI 26.1:38 12i.749 40 J-S-R(2) 0.25 0.29 78{i 
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Appendix A.3 <Continued) 
Station Organ. Lat. Lon. Height- BOlでholo C抗tegory Ave. SD Dat.a Data time 
code code fiepth svmbol num 
1ヨI問、AT2 .JMAS八P 42.778 H2.:364 170 J.~当時日('))
snIUH.2 .JMASEN '11.057 140.411 60 トルH.(2) ・0.11 0.2ti 404 
OSHIM:~ BrIATOK :~4.717 139.431 40.'3 J-S-R(2) 0.18 0.28 2132 
T8ur可A 九:IA08A ，HA19 134.885 85 .J-S.Hl2 輸o.tiO 0.32 :HfJ 
KI'TAKA .1MAドUK :32.625 [;31.454 180 J.S明 R(2) O.Hi 0.27 5H6 
TSUNO n，.1AFUK 32.245 131.505 120 ふS.H.(2 ・0.11 0.32 730 
TASHR2 JMAFUK :31‘1.66 130.H22 4:30 .1-S略R(2} 0.19 0.27 104H 
KAMJK2 JMASAP .1a.87a 142.748 350 J-S-R(2} ・0.60 本 0.28 171 
YA.KUM2 .JMA日AP 42.117 140.:>70 J 20 .1-S-H.(2) ・0.05 0.2fi 531 
SHUUU .J:MASAP 41.529 1-10.41坦 5.'3 .J-S-R(2) -0.09 0.27 715 
KASUMl .JMAOSA ，~5. f> 87 1~H.(itì2 85 トS-R(2¥ の 19 0.3:'1 177 
GO'I、Sじ JMAOSA a5.02fj 132.:-l:3̂1 50 骨 S-R(2} 0.02 O.:W 309 
HIKIMI .JMAOS人:'14.531 131.929 3dO .J-S-H.(2) 心 18 0.30 292 
TOYOSA 孔lASAP 4:3.:365・ 145.743 16 .J-S-R(2) -0.14 0.24 775 
HIROlvH .J?vLへOSA ~n.214 1a2.624 4 f lOδ-R{2}  0.09 O.2U :374 
YONAGU JMAOKI ~.判2 12;~.011 32 .1-S-1¥.(2) -0.19 0.29 .152 
'rOKORO JMA!?iAP4397114390842J-S-Et ( 2w0.85 彩 0.:30 ~ml 
KIHAGA .JMAOSA 3:1.386 la4.143 250 J-S-H.(2 問。 :30 0.25 160 
NAHU JMAFUK 81.527 131.272 80 .J-fふR(2) -0.07 0.:33 2~H 
AGUNI .JMAOIO 2ti..'i89 127.242 12 トS-IH2¥ -0.01 0.30 23U 
OKIGUS JMAOKJ 24.760 125.406 60 J-S-R(2) 0.21 0.24 239 
KUROSH .J ~JAOKI 24.237 124.008 U J-S-H.(2) -0.02 0.1U 400 
IRIOMH .J.MAOKI 24.:~86 12:3.74n n .1-.'ふR(2) O.1H 0.21 ;n8 

HATEEElS JEfAOKI24057123.805153  S-R ( ( 2) ・0.05 0.31 2:3a 
OKUSHM .JMASAP 42.083 139.475 79 .1“S-R(2) -0.22 0.35 48 
CHOSH2 JlvlA'I、OK :35.702 1-10.858 6El .J-S-H.n) -0..'i7 0.:32 810 
HA孔iArvl2 .IMATOK :{4.8flti 1~n.721 150 .J-S-H.O “0.25 O.:.l4 145 
MJYAIく2 孔lASEN :39.573 141.822 200 J“S-R(1) -0.20 0.28 48 
ONAHA2 JMASEN :17.102 140.798 660 J-S-R(l) -0.:.l8 0.52 本 100
KA}..lAT2 .J.MATOK :34‘1.125 t:39.064 17.5 .I-S噸 R(l) -0.80 0.:30 2047 
rZU.HA2 J~lAFじK :34.227 129.273 410 .J-S-R(li 0.70 0.26 1:3 
HAKOD2 .JMASAP 41.833 140.778 80 .J-S-H.(l) -0.18 0.28 77 
MOR.I02 .l?vIASEN a9.599 141.a24 :380 .J-S情 R(1) -O.Hi 0.80 202 
NAGAS2 .JMAFUK 32.630 129.800 20 .J-5-R( 1) -0.56 0.24 266 
HATERC JMAOKI 24.0.57 123.805 15 幽 S-R(1) -0.21 0.:34 397 
NEMUR2 JMASAP 4a.367 14.5.74:3 Lll J-S-R(] 目0.28 0.24 463 
U¥¥'A.)l2 .JMAOSA :3:3.21:3 [:32.625 460 トS-R(l) 0.0(1 0.:31 154 
AsA8H2 J l¥'lASAP 4:l.842 14:3.870 180 みら民(1) -0.74 0.31 614 
MAIZU2 .1:¥1..¥08A :3.';.402 135.:.H13 170 .J-S-R(l} -0.12 0.29 10:3 
MUROT2 J.¥lAOSA :33.:387 134.143 250 .1-8司R(1) -0.37 0.:34 272 。1'1'A2 .JMAドUK a:L~78 1;H.452 460 .J-5-R(l) 0.:~6 0.29 :3.17 
l..JHAKA:3 JMASAP 42.243 142.667 30 .J-S-R(l) ~0. l. 5 0.35 788 
IFUOM2 .HvfAOK.f 24.383 1.23.75.1 34 .J-S-WJ.') 0.14 0.28 49] 
MIFUNE J.MAFじK :32.724 1:30.811 28 ふS情 R(l) -0.38 0.25 40 

M1KO JMATOK :34.359 13n.2112 4:3 ふ?らR剛民R3RRM( t ( ( { 1 ) O 0 7 0 2 9 2 8 NIJ.JI2 .1MATOK :J4.400 139.283 180 .1-8-R(1) ・1.25 0.:30 822 
Y1VIIDOR JMA8EN :38.253 140.:349 ，1-8司 1) 1.42 0.2.t 14 
YYAMAN .JMASE!可 38.293 1<10.270 トS-R.(l} 1 .4:~ 0.28 14 
YMUH.AK JMASEN :38.246 140.248 .J“S値1) 1.49 0.21 14 
YOMlTA .JMAOKI 26.392 127.747 .Jーら 1} 0.00 0.24 43 
MINEYA .JMAOSA :3.5.569 1:35.0.52 151 .J-8・ 1} -0.52 0.28 67 
IBlJKIJ .JMAOSA ~{4.1.23 1. ~1:Ua7 40 ふら民(1) -0.19 0.31 .51 
KA'売ら¥NO .JMAOSA 34.011 13:3.570 55 トS-R(1} ・0.19 0.28 46 
AJIH.O JMATOK :3.'i.04:3 139.097 59 .I-S-P -0.43 0.:34 679 
NAHA .JMAOKI 2ti.203 127.690 28 .J-S-1' ~0.:~8 0.29 518 
KNI、SlJU JMA'I、mく :35.148 140.~H5 10 .J“S-P 0.09 o.:n 210 
IH.IOMO .JMAOKI 24.385 123.749 J-S-1' 0.24 0.15 15 
OMAEZA JMATOK :34.602 1:38.217 4.5 .J-s-P -0.97 0.:32 1:36 
TOKYO .JMATOK 35.687 1a9.75持 21 :306 明日-p 0.02 ().;H 111 
TKI0BS .JMATOK :3:0fi5 1:37.500 ・2201 .J.OB3 心 75 0.57 傘 180
TK20sS JMATOK :3:3.947 137.7.'37 ・1.541 J-OsS -0..'i8 0.30 160 
1'10088 .JMATOK 34.165 137.965 -816 .J-OsS -0.50 0.:31 S51 
TKlOBS JMA'I、OK a4.:38.'3 1:>7.87.'i -721 .J-OBS -0.60 O.:H :3.50 
BSIOBS JMATOK 34.6.53 140.978 -4010 J-OBS -1.06 0.3ti 4Hi 
BS:30BS JMATOK :34.802 140.510 -1897 J-OBS -0.99 0.:30 640 
sS，1013S .JMATOK 34.990 140.388 明657 鳴013S -1.10 0.27 4(16 
V.l、KLJ JMASEN :m.824 140.876 700 トS鳴 V -O.:~l 0.71 定例

OOSAKI JMATOK :35.005 13!).101 -9.5 ふS-v -1.01 O.3a 120 
tJSAl¥U .JMATOK 34.997 139.0ti9 85 トS号、 -0.6:3 0.:33 164 
V‘INK JMASEN a9.8;~H 140.949 1400 .1-8-V 0.00 O.4ti 本 81
E.KWI 芯H.I 35.940 138.674 14:30 0-8 -0.33 0.40 421 
E.HOK ERI 34.8.50 1:39.0:39 890 0-8 -0.10 0.29 1381 
E.OYM ERl 35，，120 139.24a 600 0-5 0.12 0.30 102 
E‘SHY ERI :35.606 139.278 27.5 0-8 0.25 0.89 :~O 
E.DDR ER.I 35.998 139.193 800 0-3 -0.66 0.51 機 172
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.3 (continued) 
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Data time 
rang(~ 

1997/10/01-2001/06/29 
1997/10101-2001/06/21 
1997/10/02-2001/06/25 
1998/11/16・2001/06/28
1997/1O/01-2001/05/:l0 
1997/10/02-2001/0fi/25 
19tH /10/01-2001/06/ i8 
1997/10/02-2001/06/25 
1997/11/22-2001/06/:l0 
1997/10/30・2001/06/21
1997/10/30-2001;'06/18 
1997/10/02-2001/06/18 
1997/10/02-2001/06/18 
1997/10/02“1998/09/29 
1997/10/15・2001/05/11
1997/10/30・2001/05/11
19!}7 /10/1:3・2001/05/15
1997/1O/02-2001/06;a0 
L997/1O/02骨 2001/01/23
1997/10/16-2001/06/30 
1997/10/01・2001/06/24
1997/10/01-2001/06/21 
1998/10/17 -2001/06/18 
1997/10/01-2001/06/28 
1997/10/2(ト2001/06/17
1997/10/01嶋 2001/06/06
1997/10/01-2001/06/30 
1997/10/01-2001/06/26 
1997/10/01・2001/06/28
1997/10/01-2001/05/11 
1997/10/01-2001/06/2皐
lfJ97/1O/01-2001/06/06 
1997/10/14-2001/06/18 
1997/10/01-2001/06/30 
1997/10/02-2001/03/08 
1997/10/01品 2001/06/30
19!)7 /10/30・2001/04/27
19f)7/1O/02-1998/04/04 
L!H)8/04/21-2001/05/06 
1997/10/02-2001/06/02 
1997/10/02-2001/06/30 
1997/10/10-2001/06/30 
1997/10/02-2001/06/30 
1997/10/10・2001/05/12
1997/10/13-2001/05/12 
1997/10/03-2001/06/25 
19!)7 /10/08-2001/06/28 
1998/06/13-1999/03/16 
1 !J97 /10/06-2001/04/22 
UI97/1O/02-2001/06/29 
1997/10/02-2001/06/26 
1997/10/02-2001/06/26 
1997/10/02働 2001/06/29
1997/10/03・2001/06/28
1997/11/24-2001/06/28 
1998/01/02・2001/06/19
19tH /10/25-2001/06/19 
1997/10/02-2001/06/29 
1097/10/02-2001/06/29 
1997/10/25-2001/06/27 
1997/10/25・1999/12/22
11)97/10/03-2001/06/28 
1997/10/03・2001/06/29
1997/10/14-2001/06/20 
1997/10/02幽2001/06/27
1997/10/02-2001/06/27 
19!)7/10/03-2001/06!28 
19H8/11/02-2001/06/29 
lH97/1O/0]・2001/06/29
1997/10/11-2001 /01/12 
19H7/1O/18-2001/03/30 
1997;10/01自2001/0.5/23
1997;10/04-1H98/02/03 
1997/10/01・2001/05/2.')
1997/ 1O/01-20()1/0G/2:~ 
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1.l8 
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934 
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1.53 
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1.825 
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210 

1386 
276 
~380 

23 
375 
54 

189 
1737 
694 

1472 
96 
13 

280 
2222 
711 

1998 
1203 
606 
683 
125 
G2 
30 

900 
629 
99() 
422 
180 
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12 
37 

12tH 
574 
la9 
68 

515 
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66 
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1086 
412 
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1324 
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37 
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22 
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1:33 
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Borehole 
depth 
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A
M
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予
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n
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nり

'z
ハ
リ
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リ
ハ
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n
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u
n
v
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U
h
U
白

V
A
U

O 
O 
O 

O 
25 
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0
0
0
 

Height 

1:310 
40 

160 
590 

1310 
56 

450 
HlO 
705 
360 
160 
60 
60 

270 
fJHO 
760 
210 
120 
1.70 
97 

327 
440 
210 
855 
800 
969 
755 
66f> 
620 
d95 
620 
895 
772 
140 
50 

244 
1070 
575 
880 
900 

-2124 
国2164
-874 
-894 

-1-126 
白 U21
255 
510 
28 

s¥)5 
160 
70 

215 
223 
37 
25 
20 
80 
!.OO 
124 
370 
10 

150 
295 
14 

20 
550 
180 
310 
180 
120 
250 
200 
:~OO 

1:39周491
137.234 
138.8B 
1:37.155 
l:nlJ37 
138.9Kl 
138.5B5 
1:38.828 
139.491 
B6.8:~8 

1:38.224 
138.411 
138.586 
] 38.0:31 
l:l7.826 
138.085 
138.933 
1:~9昼 596

1:39.280 
13H.773 
1:36.108 
136.774 
138.0:10 
138.211 
1a8.:37:~ 

U8.564 
13H.465 
139.696 
I~J7.:.W5 

139.076 
137.972 
188.917 
139.059 
1.40.217 
139.288 
139.692 
137.724 
1:37.902 
1:38.612 
U8.810 
1;)9.921 
139.842 
13H.047 
139.574 
1:39.424 
1:39.381 
137.724 
1:37.902 
140.973 
143.129 
144.:391 
145.248 
141.2:32 
Ia9.509 
13f).:38:~ 

141.038 
141.318 
144‘844 
142..')41 
14l.n2 
140.985 
140留032
140.592 
142.273 
145.216 
145.:329 
13H.9:l8 
143.039 
140.701 
135.214 
135.766 
1:36.083 
135.705 
1;34.020 
18G.528 

Lon Lat. 

1
0
9
1
2
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9
1
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Organ. 
code 
EHJ 
NIED 
NlJ 

NU 
Nじ
ERI 
EHJ 
忘れI
EIU 
εHI 
EH.l 
ERI 
ERI 
EH.l 
EfU 
EIlI 
EHI 
EHI 
ERJ 
Elll 
EHJ 
ERI 
ERI 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NlED 
NIED 
NIED 
NlED 
NlED 
NIED 
NIED 
NlED 
NIED 
NIED 
NIED 
NlED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NlED 

NIED 
NIED 
NIED 
HU 
HU 
HC 
Hじ
HU 
HU 
HU 
Hじ
H.U 
HC 
HU 
HU 
HU 
Hじ
HU 
HU 
HU 
HU 
HU 
HU 
1'U 
DPHI 
DPTU 
DPHI 
DPHI 
DPRI 
DPRI 

Sta.tion 
eode 
長;.N1.K
ND.ABN 
NU.HED 
NlJ.l¥:lZE 
NlJ.1'KN 
E.NIl¥' 
E.1'NN 
E.NGH 
ト~.S ト:K2

E.WA.J 
E.FKA 
E.OSD 
E.AKD 
E.NUJ 
E.HKB 
E.'I宅GA

E.ICY 
E.rvlKR 
E.1'08 
E.OSG 
E.KU M  
E.ISE 
E.NU.J2 
ND.H1'N 
ND.ASY 
ND.USD 
ND.ASO 
ND.FJW 
ND.GER 
ND.HHR 
ND.KGN 
ND.MNB 
ND.MNK 
ND.1¥-10T 
ND.NJM 
ND.OHll 
ND.mν'1c 
ND.O'1、H
ND.SIIJ 
ND.sSN 
ND.STl 
ND.S1'2 
NDsr3 
ND.ST4. 
ND ‘ST5 
ND.S1'6 
ND.TOE 
ND20TR 
Hむ.RBN
HU.HRK 
HU.NHT 
Hじ.RじS
HU.HSS 
HU‘OK1' 
Hl.J.MOS 
HU.BしBS
HU‘1'UR 
HL.AI¥:K 
HU.M8N 
Hl.LSTD 
HU.AKA 
HU.Gf¥M 
HlJ.OON 
HU.MSR 
HU.OD1' 
HU.HTU 
HU.KMI 
HU.NTIく
すU.K弘fF
DP.]、N.J

DP.KG1vl 
DP.oni¥i! 
DP.KTN 
DP.SNT 
DP.KA，) 
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Appendix A.3 (continued) 

Statioll 
OcoI dge an- Lat. Lon Height; Borel】ole

csyamtRbEoOl ry 
Ave. SD Data Data time 

code depth num range 
DP.AZ.J DPRI 35.477 136.324 370 0-8 -0.17 0.25 
DP.NHJ DPRl 36.513 137.238 220 0・S 値0.34 0.30 159 
DP.NN;J DPRI :{().982 1:36.967 a40 。s -0.08 0.26 152 
DP.HHJ DPFU 37.398 137.141 210 o-S 0.22 0.33 106 
DP‘BHO DPRI 35.245 1~~5.873 :380 0-8 -0.06 。首29 82 
DP.U.lT DPRl 34.849 1~~5.908 290 0・5 0.:.¥2 0.38 166 
DP.RKO DPRI 34.764 1:35.302 540 0-5 -0.16 0.32 85 
DP.KYT DPRl 35.439 13~1.834 100 。幽S 0.10 0.:53 41 
DP.CZグi、 DPRI 35.270 134‘294 :300 0-8 -0.15 0.24 '77 
DP.IZT DPIlI 34.972 1:'34.888 230 1 。司S

崎0.34 0.39 37 
DP.FK.l DPRJ :36.094 136.1.23 90 0-5 -0.1.4 。停30 67 
DP.Ml!;l DPRl a5.5ao 135.!l70 260 o-s -0.:~6 。、a:3 106 
DP.INIJ DPRl :35.798 U6.303 240 o-s -0.22 0.26 192 
DP.FMJ DPRI 36.518 1:36.830 290 1 o-s 0.01 0.27 2:31 
DP.AH.l DPHl 36.920 137.596 270 0-5 -0.25 0.35 135 
E.MSK ERI :33.404 132.122 90 o-s -0.25 0.:37 :353 
E.FTG ERI 3:3.581 1:11.602 690 0-5 -0.01 0.27 4:30 
E.OIC ERI 34.099 1;35.317 770 。嶋S -0.09 0.:32 151 
E.HN乱f ERI :3:，.882 L~5.06() 189 0-5 -0.05 0.:3:3 213 
E.SRT ERI :H.190 135.736 447 0-8 0.14 0.34 200 
E.SHH ERI 33.6:30 1:15.411 170 0・S 0.01 0.36 140 
E.M.lY ERI 33.801 134.647 380 0-5 胆0.02 0.28 327 
E.NKR ERI :34.041 132.823 aao 0-8 -0.18 0.:32 540 
E.SHK EH.l 34.532 1;32.678 285 o骨S -0.11 0.31 ~{88 

l主H.JO ERI a:~.9ao 1:32.815 :wo o-s 舗0.66 o.a:~ 4()9 
KC.UM.J 1(C 33.546 134.047 320 .) 0-5 -0.21 0.33 378 
E.HGU ERl :33.82:3 135.765 185 。副S 0.21 0.:51 312 
DP2KTN 1)1'111 :34.775 1:35.700 210 0・S -0.24 0.31 69 
DP2MZT DPH.I 34.987 1:34.447 150 。-s -0.35 0.41 87 
DP.MYG DPHJ :36.:344 137.189 460 0・S 0.24 0.:32 1.14 
DP.TY‘1 DPRI 36.586 137.492 785 。-5 骨0.63 0.30 i3 
KC.DOI KC 3a.961 133.398 120 0・S "。‘45 0.27 Hl 
E.WKME ERl 34.191 l35.1.67 5 0-5 目。 70 0.37 27 
E.KKW ERI 3:3.001 la5.4，1H 235 。-s 0.01 0.:30 50 
E.ARD ERI 34.086 135.162 41 0-8 -0..54 0.:31 46 
E.KZG ERI 33.537 1.35.762 20 o-s -0.06 0.29 16 
トムOZIく ト:R.l 34凋264 134.952 112 0-5 -0.77 0.37 18 
E.KRS ERI 3L3 <1 f) 1a5.4，g 8:30 o-s -0.49 0.2，1 10 
E‘NGA ERI 33.533 132.46H 750 o-s -0.42 0.29 128 
G.YOSM KG 32.027 L30.736 2l.'5 35 0-5 明。 4] 0.33 670 
KU.MSK KV 32.754 130.827 72 O-s -0.20 0.20 105 
KU.TMO KU 32.525 130.0:35 り 1.7 。国S -0.03 0.:32 343 
KU.K為1P KlJ 32.81(; 1:30.625 150 う句" と1 。繍S 0.18 0.29 406 
トi.KYS 長ml 35.107 140.148 180 50 。国B -0.92 0.2!.l 54.2 
ND.OKB NIED 34.950 138.254 -29 102 O-B -0.76 0.30 :312 
ND‘TNR NIED 34.908 137.885 H6 74 。明B

相0.62 0.34 98 
T可υASG NIED a5.314 1:3 f).() 28 386 1)4 。明日 ベ}‘28 0.2:3 Hl 
ND'sMY  NIED 35.036 137.315 303 97 O-B -0.32 0.32 200 
ND.HMO NTED 34.631 138.159 -60 !.l8 0・B 自0.45 0.29 6!.l 
ND.SMD NIおり 34.7:37 138.934 信12 88 。嶋B 偽1.37 測隊 0.34 599 
ND.HTS NIED 35.039 1:3U.I71 -8:3 94 。“B -0，66 0.30 1048 
NU.TKC NlJ :3E.匹653 137.466 。 0-13 0.16 判ド 0.:37 58 
Nじ.KID NU 35.010 I~H. E.48 U15 O-B -0.:35 0.32 48 
NU.MSG おじ 34.475 1:36.30:3 320 0-8 -0.42 0.47 本 115 
NlJ.TYD NU 3E..113 137.249 110 0-13 -0.22 0.47 本 43 
E.SIK ER[ :54.:323 139.218 42 O-B -0.11 0.:35 648 
ND.OHS NTED :34.682 138‘015 -66 134 。-B -0.58 0.28 285 
ND.NMT NIED 36.362 140.584 -74 98 O-B -0.26 0.26 971 
ND.NISK NIED 3f..194 137.03¥) 754 79 O-B -0.26 0.29 14:3 
ND.MKB NIED a，1.801 137.514 織 :37 99 。-B -0.52 0.:~5 a:~2 
ND.IWT  NIED :35.926 139.738 句3500 :3510 。司B -0.55 0.22 1216 
ND.HRM NIED 35.551 1:3f).67!) -535 540 O-B mO0 43 0.30 75 
ND.HAS NIED 35.826 140.736 -783 790 O-B 81 0.39 1087 
ND.FCH NIED 35.651 139.474 国2706 2781 O-B -0‘86 0.28 1120 
ND.ENZ NTED 35.736 1:38.805 807 89 。舗B -0.16 0.30 24 
ND.ACH NIED 35.475 1:37.738 752 106 O-B ベ).18 0.28 320 
ND.SHM TぜIED 35.79:3 1<10.024 舗227ti 2:330 O-B -0.5:3 0.25 891 
ND.YKI NTED 35.718 140.500 申 141 1.78 O-B -0.:38 0.:30 796 
ND.NMZ NIED :35.158 1:38.846 11.1 。。

O.‘8 -0.'14 0.24 49 
ND.CBA NIED 3.').542 140.245 -19~~4 2000 。-13 倫0.7] 0.3] 876 
ND.YKH NIED :35.496 139.523 ーHl37 2000 O-B -0.ti7 0.28 712 
ト:.TKM EH.l 34.199 1:39.154 50 。働B 舗。‘19 0.28 :30fl 
ND.AKW NIED 35.520 1:39.318 -C) 91 O-B 四0.54 0.32 51 
ND.ATG NIED 35.401 13!U57 -1787 1800 。樹B -0.58 O.:U e383 
ND.CHS NlED a5.702 140.855 品41 !l4 。“B -0.78 0.8ろ 995 
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.3 (continued) 

StationOcordge an-Lat.I，on， Height Borehole scyamtebgool ry Ave. SD Data Data time 
eode depth nUIl1. range 
ND.CKH. NIED 34.967 139.949 -610 732 O-B 伽0.70 0.27 1734 
ND.EDS NIED 35.94JI 140.333 骨 1196 1200 O-B -0.64 0.27 1835 
ND.FJM NIED 35.233 138.597 -58 197 0-1ヨ ‘0.49 0.22 317 
子m.FUT NlED 3.5.:341 139.859 -1996 2000 O-B -0.59 。.31 91 
ND.HDA ?ぜIED 34.965 138.805 -45 101 O-B -0.84 。噌27 39 
ND.HKN NIED 35.217 139.036 948 101 0・8 -0.71 0.26 23 
ND.HKW NIεD 35.093 138.138 343 106 O-B 駒0.59 0.26 50 
ND‘HRN 災lED 36.460 138.856 -534 .540 0-1き -0.75 0.:34 276 
ND.HRT ?ぜIED 35.317 139.:H2 -18 180 O-B -0.69 0.28 238 
ND.ICH NIED 35.401 140‘177 情 145 178 。由B -0.37 0.30 375 
ND.ITO NIED 34.949 13H.141 樽 83 92 O-B -O.H7 0.34 43 
ND.IWI<' おIED 35.098 la9.871 -9 50 。舗fヨ -0.67 。‘;34 347 
ND.KGW NIED :34.862 138.022 69 9f) O-B -0.56 。、:32 69:3 
ND.KIB ?ぜIεD 36.878 140.658 298 98 O-B -0.69 0.32 2092 
ND.KOT NlED 35.608 139.801 -2993 :3000 O-B -0.82 0.27 4.65 
ND.KRK NIED 35.441 1:{9.1l9 520 171 。-B -0.84 0.27 10 
ND.KSH NIED 35.257 137.409 34:3 97 0-8 -0.:39 0.:32 302 
ND.KTU NIED :35.177 140.269 -11 108 0-8 .0.55 0.28 67:i 
?ぜひ MKE :ミIED :34.106 139.510 69 9fl 。舗お 飢0.21 0.:37 1534 
ND.MNZ NlED 35.142 1:j9.153 -11:3 200 O-B -0.87 0.28 Hi7 
ND..MOK N.lED 36.446 139.fl55 -1579 1650 。噂B -0.44 0.2:3 1499 
ND.MOR NIED 35.9，12 140.005 1 20 0-8 0.03 事 0.31 669 
ND.NHT NIED 85.8:n 140.:301 -1:32:3 l:3:3ti 。働B -0.i6 0.27 1438 
ND.NRY NIED 35.060 188.H6:3 -90 10.5 0-8 制0.69 0.26 L:3 
ND.ODW NIED :3d.249 139.lOi 192 98 。‘B -0.74 0.29 16 
ND.OSM NIED :34.688 1:39.44.:3 弛4:3 IOJ O-B -0‘86 0.17 22 
ND.sD?vl 災IED 35.864 138.5i7 1270 106 O-B -0.46 0.21 48 
ND.SIZ ?可IED 35.111 138.329 76 103 。-B 停0.65 0.26 27 
災D.SMB NIED 35.416 138.483 202 97 O-B -0.67 0.32 107 

ND‘ssw NIED 36.105 138.133 987 101 。-8 -0.68 0.31 360 
ND.1'R2 NIED 35.512 138.887 151 440 。鍋8 舗0.75 0.24 175 
ND.YMJ NIED 36.048 1:39.439 省51 102 。ぬB 司0.84 0.:30 640 
ND.'{MK NIED 35.487 1:3t1.063 564 101 O-B -0.81 0.22 13 
ND.YRO ?ぜIED 35.28:3 140.156 助 1919 2000 O-B -0.55 。‘25 :324 
ND.YSK ?ぜIED :35.208 1:m.()99 ー188 201 。停B -0.46 0.27 390 
災D.YS] NlED 36.253 140.206 -70 98 O-B -0.56 0.24 1627 
HU.HIC HU 42.890 142.459 210 100 O-B -O.6B 0.28 220 
HU.HAl¥-1 HU 43.(113 141.383 司 1 100 0-8 0.41 場 0.21 242 
HU.J¥VN HU 42.671 14:3.046 135 100 0-8 0.0] * 0.50 判俳 1322 
HU.MED HU 43.142 141.262 。 495 。回日 -0.47 0.:l4 351 
HU.NKN HU 43.134 141.446 。 495 。繍B 帽 0.57 0.39 228 
llU.STZ HU .12.968 141.465 O 38:3 O-B -0.:33 0.:33 333 
日U.ASA HlJ 44.117 142.597 1:17 100 O-B 曲0.7:3 0.37 90 
HU.NNB HU 42.424 141.07:3 -14 100 。-B -0.10 o.:n 281 
1'U.TB2 1'1] :39.19ら 139.5':>7 60 500 O-B -0.50 0.25 230 
HH..HRD HR 40.584 140.477 50 100 O-B 0.43 * 。‘30 175 
1'U.KG2 1'U 39.386 14Uis5 381 '19f> 0-8 -0.41 0.22 1618 
1'U.SKT 1'1] :38‘917 139. %0 1:30 500 O-B -0.45 0.26 215 
TU.HS5 TLJ 40.'112 141.583 :355 500 。-B 時026 0.:36 613 
'1、じ‘MR3 TU 38.495 140.426 260 :300 O-B -0.69 0.27 883 
TlJ..MY:l TU :39.590 1-11. 980 80 :300 O-B -0.8，1 0.30 1077 
1'U.SA.D 1'U :38.:31.7 1:38.506 174 200 。働お -0.68 0.:32 152 
TU.¥VYG Tl..J 38.7:39 141.128 10 510 。-B 繍0.47 0.28 1279 
，]，L.FD2 Ttf 40.009 141.858 255 [，10 。、 B -0.79 0.23 1179 
1'U.FKU 1'U 40‘632 139.915 180 490 O-B -0.81 0.29 816 
TU.HD3 '1、u -:11.364 141.418 :365 0・8 -0.49 。偽28 869 
1、じI\V:~ 1、じ :39.552 140.114 45 25.'') O-B 声。 :39 0.25 288 
TlJ .EN~l ']'U 38.:395 141.601 :35 :300 O-B -0.35 0.24 166:3 
TU.SN3 Tじ 89.1:37 141.767 105 :300 O-B -0.35 0.24 1440 
TU.KN5 TU :38.27;3 141.586 65 500 0-8 -0.45 0.24 1180 
ND.TYO NIED 36.126 140.575 -1159 12:30 0-8 -0.74 0.27 1192 
ND.TSS NIED :W.:Hl 139.188 舗1942 2000 O-B -0.47 0.29 4a 
ND.NGO NIED 37.'12.1 138.891 -14 103 O-B -0.:36 0.31 116 
ND.AN.I NIED 34.929 137.060 -10.19 1085 O-B -0.49 0.:30 31 
ND.HAZ NIED :l4.785 137.109 -390 404 O-B -0.49 0.29 96 
ND.HOU 対IED 84.997 137.627 自 ltH予 20;{ O-B -0.62 0.26 26 
ND.KSG ヌlED Z{5‘415 13(i.44 1 :300 10:3 O-B -0.70 0.27 27 
ND.SYK NIED :36.062 1:::¥6.951 7~{9 103 。噂B -0.73 0.35 22 
ND.TKR NIED :~5.8()() 1;{9.5:38 “197] 199a 0-8 -0.92 o.aa 108 
ND.TKN NIED :H.885 136.879 -350 404 O-B -0.a6 0.27 38 
ND.NUK 災IED 34.916 137.:302 -9 103 。偽8 保 0.45 0.:12 ，12 
ND:l、fH NU三D 34.660 137.393 -29fl :303 O-B -0.55 0.3f) 40 
ND.TKT NIED 85.501 l:36.797 四 171 205 O-B -0.6(j 0.83 :3:3 
ND.YOK NIED 34.982 136.459 -90 103 O-B -0.27 0.27 2持
ND.OYM NIED 34.76:3 I:Hl.286 80 20:3 O-B ベJ.70 0.29 8:3 
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Appendix A.3 (continued) 

Station Organ. Lat. LO!l. Height Borehole 
sCya11t1obgooi ry 

Ave. SD Data Data time 
eode code d明pth
ND.WAT NIED 34.350 136‘()88 -21 115 0・8 -0.55 0.21 21 
GS.IKH GS a4.51O 134.899 -217 218 O-B -0.9a 0.36 402 
GS.TKZ GS 34.818 135.:335 -201 202 O-B ー0.83 0.4] ]47 
GS.NGR GS 34.27H 13.5.~l:j2 -526 527 。ゆ8

恒0.74 0.33 1.06 
GS.BND GS a4.141 134.517 -470 471 。僻8 -0.56 O.:JO 273 
DP.TOS DPRl a，1.552 1:H.!)4!i 時 758 7.5!) 0-13 明1.21 事 0.5.1 羽院 10] 
KC.AKR KC :3:3.544 D3.489 -29 36 。-B -0.2:j 0.34 249 
DP2ABU DPRI 34.859 135.572 。 O-B -0.78 0.:32 12 
Kじ.OIv1γ KU a3.064 1:30.456 10 50 O-B -0.43 0.29 205 
G.SA'I二A KG 31.1d3 130.820 250 30 0・B -0.76 0.30 855 
ND.KNH NIED 34.660 135.302 -2000 2038 0-8 値0.48 0.42 123 
ND.T.JH. NIED 34.a¥i4 L35.287 -1499 1535 0-8 ベl.78 0.41 254 
ND.TIS NIED a4.521 1:35.663 28 10:3 0-13 -0.74 0.36 265 
ND.KTN NIED 3，1. 7GO 135.708 10 20a 。情B -1.01 0.35 183 
ND.SSM NIED 33)553 13f..548 20 103 0-13 情。 65 0.29 136 
ND.NKT NIED a3.604 1:35.864 司 71 10:3 O-B 司0.58 0.39 221 
ND.O'ro NIED 3J.692 135.599 118 103 O-B -0.00 0.32 260 
トm.KTD NIED 33.687 135.442 -77 103 O-B -0.56 0.29 243 
ND.HRK NIED aa.977 lad.216 -40 104 。“お -0.49 0.28 266 
ND.HNZ NIED ;H.13'1 135.541 300 103 O-B -0.55 0.30 2a8 
ND.NKM NIED 3.1.129 135.328 20 103 O-B 崎0.70 0.'11 263 
ND.NAG NIED 34.319 135‘4.51 4.58 1115 O-H ー1.04 0.27 5S 
ND.WKY NIED 34.28:~ 1:35.074 ー194 203 O-B -O.Hl 0.:31 2a5 
ND.MHH NIED 34.291 1:34.796 船 40 105 。-13 -0.67 0.:30 2:34 
ND.SSY NIED :35.068 1:35.285 118 103 O-B -0.57 0.31 9:2 
ND.KAM NTED 35.098 134.907 45 113 0-8 榔0.54 0.46 刻k 131 
ND.KKG NTED ;14.81;1 134.811 -81 103 O-B -0.70 0.41 184 
ND.YMS NlED a5.028 134.67<1 6ti 103 O-B 情OAa 0.35 46 
ND.NKO NIED 35.064 1:34..427 107 106 。鼻13 -0.74. 0.42 * 87 
ND.HAG NlED ao.216 1:34.526 265 103 。-B -0.45 0.25 11 
ND.KMG NIED 34.896 134.3:32 時 19 103 。-B 事0.54 0.'18 調豚 1:34 
ND.AIO NIED :34.790 1.34.482 ーL:34 203 O-B -0.6a 0.23 29 
ND.TJO NIED 34.905 13d.087 a7 103 。“お -0.65 0.34 l12 
ND.scm NIED 34.850 1:36.034 160 203 O-B -0.63 0.30 125 
ND.TAG NIED 3d.235 136.a63 510 10:3 O-B -0.63 0.22 39 
ND.OTlJ NIED 35.244 135‘870 20] 103 0-13 -0.53 0.27 87 
ND.YZE NlED 34.6:38 la6.054 176 104 O-B -0.51 0.:34 170 
ND.HYS NIED 34.420 l~j6.034 300 104 。-B 司0.51 0.;35 229 
ND.TKW NIED :33.964 135.653 695 103 O-B -0.52 0.31 2:33 
ND.TKE NIED 33.966 1.35.8t10 380 103 。鍋B -0.64 0.;52 221 
ND.l(A¥V NIED 34.289 136.007 202 106 O-B -0.43 0.28 ら8
ND.KRT NlED aLl03 135:8.10 28G 104 。駒B 明0.52 0.29 306 
ND.'(、A主f NTED 34.504. 1:33‘89:3 ー190 204 0-8 -0.49 0.28 71 
ND.SET NlED a4.747 1:34.078 -16!) 203 O-B -0.:38 0.2f) 47 
ND.OKY NIED 34.775 1:33. 793 四 100 204 。鞠B -0.42 0.30 71 
ND.お.1AB NIED :34.640 1.3:3.689 -49 10:3 O-B 自0.67 0.32 115 
ND.JvllH NIED 34.371 laa.027 ー169 208 。晶Eヨ -0.50 0.30 144 
ND.D¥VA NIED 34.543 132.951 265 103 0・B -0.48 0.31 115 
E.ASI ERI 36.122 137.853 860 20 O-v -0.39 0.28 21.') 

おOKY ERl 35.227 138‘424 620 。 o-v -0.08 0.29 672 
ND..JIZ NIED a4.9B 138.997 26:l 45 o-v -0.59 0.29 1729 
Nl1.S1、N Nむ 3d.136 1:37. 744 490 o明、r -0.21 0.32 88 
E.AI<Y ERI :35..'571 139.061 4.20 10 o-v -0.30 0.36 263 
E.孔HU ERI 36.439 137.839 680 。 o-v -0.50 0.30 221 
E.O.t-.U EH.I aO.6s8 138.182 506 。 。‘V 繍0.45 0.38 188 
E.YHJ ERI :n.734 138.803 :30 O o-v 崎0.41 0.36 151 
E.K¥VZ ERI 3，1.763 138.990 65 。 o-v -0.50 0.:11 1978 
E.HCJ ERI 35.632 139.278 202 o-v -0.:31 0.2ポ 24 
E.JくZIく ERI ar.295 138.51s 220 77 。前V -0.45 0.:34 171 

E‘つrSK ERI :36.210 140.1.10 o-v -0.07 0.27 2055 
ND.HCJ NIED 3a.074 139.84a a6 15 。鍋V -0.:38 0.31 290 
ND.TYM NIED 34.971 139.848 :30 70 o-v -0.08 0.25 1582 
HU.TNK HU 4.1.7i6 142.083 60 t32 o-v -0.49 0.34 63 
HlJ.TOl HU <1<1.222 141‘68a a5 4:3 o-v 0.03 0.:13 11 
HU.URH HlJ 42.926 143.674 100 4.3 。陣V -0.23 0.28 1413 
Hl1.i¥，1YH. HU 42.292 143.287 80 43 。明V 明0.27 0.31 1175 
HU、lV!U.J IlU 42.28:~ 142.586 3.'5 4:3 o-v -0.32 0.35 692 
HlJ.ESH HU 41.884 141.011 40 22 o-v -0.27 0.29 513 
Hl1.AI13 Hむ "4:3:907 . 142.64G 265 :32 0・V -0.9:l 誕挺 0.35 1.'54 
HlJ.KNP HlJ 43.7GO 14a.712 180 4;j o-v -0.57 0.34 873 
HU.KMU HU 42.2a9 142‘967 185 25 仁)-v -0.49 0.:33 959 
HU.IMG HlJ 42.:390 140.144 60 27 。静V 0.04 0.22 456 
Hl1.I(KJ 日む 41.778 140.176 :30 27 。柄、y -0.51 0.39 6:38 
HじTES HU 43.48:3 144..40a 220 4:3 o-v -0.15 。.21 972 
HlJ.TKD HU 43.286 142.9a5 4:38 。晶V -0.:31 0.23 24事
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.3 (continued) 

-101 

Data time 
range 

1997/10/03-2001/06/25 
1997/lO/02-2001/06/27 
1997/10/02-2001/06/27 
1997/10/01-2001/06/30 
1997/10/01-2001/06/30 
11W7/lO/01-2001 j06/30 
1997/10/凶 -2001/06/29
1997/10/03-2001/06/27 
1997/lO/02-2001j06j29 
1998/09/15-2001/06/18 
1997/10/14-2001/06/18 
1997/10/01・2001iQ6/30
1997/lO/01-2001j06/27 
1997/10/01伽 2001/06/29
1997/10/03-2001/06/29 
1997/11/01-2001/06/25 
1997/11/10-2001/06/28 
1997/10/30-2001/06/28 
1999/12/25-2000/07/07 
2000/05/09-2001j06j29 
1997/11/06・2001/06/25
1997/11/06戸2001/06/29
1997/lO/3か2001/06/30
1997/11/06-2001/06/25 
1997/10/3θ-2001/06/29 
1997/11/01-2001/06/27 
19fJ7/lO/04-2000j02/28 
1997/10/02-2001/06/09 
1997/10/03-2001/06/24 
1H97/1O/01・2001/06/16
1999/08/11嗣2001/06/24
1997/10/01-2001/06/24 
1999/07/01-2001/06/21 
1997/10/04-2001/06/24 
1997/10/07-2001/06/24 
1997/10/18-2001/02/05 
1U97/lO/0:i-2001/06/07 
1997/10/07舗 2001/06/09
] 9ti7/10/09-2001/05/23 
lH97/1O/01-2001/06/30 
1997/11/26-2001/05/27 
1f197/10/02繍2001/05/:10
19f17/1O/1l-2001/05/30 
1997/lO/02-2001/02/02 
1997/10/02伺 2001/O'-l/10
1997/10/02-2001/06/23 
19f17/1O/02-2001/06/21 
1f197/1O/04-2001j06/12 
1997/10/02鮪2000/12/19
1997/12/15-2001/02;02 
1997/10/01司2001/06/27
1997/10/02相 2001/06/23
1997/10/ω-2001/06/23 
1997/10/02-2000/04/29 
1997/10/02ω2001/02/22 
1997/10/04-2001/05/11 
1997/10/02-2001/06/12 
1!)f)7/lO/01曹2001/06/27
1997/10;01-2001/06;27 
1997/10/06・2001/06/25
W97/1O/01-2001/06/27 
1997/10;02・2001/06/27
1997/10/02-2001/06/27 
1997/10/05幽2001/06/2:3
2000;06/03-2001/06/23 
2000/06/03嗣2001/06/28
2000/06/2:3・2001/06/28
2000/06/03-2001/06/22 
2000/06/07・2001/05/11
2000/06/03-2001/06/23 
2000/α6/03-2001/06/28 
2000/06/03-2001/06/21 
2000/06/03-2001/06/23 
2000/06/0:3・2001/06/23
2000/08/18-2001/06/19 

Data 
num. 
211 
797 
ら82
940 

1722 
1630 
435 
556 
1108 
101 
164 

1748 
158 

1406 
554 
1110 
252 
266 
141 
272 
188 
511 

1586 
:122 
1121 
1089 
124 
:H8 
481 
145 
155 
286 
79 

267 
:370 
56 

2H2 
:176 
61 

150 
176 
358 
~$53 
286 
322 
570 
393 
153 
563 
67 

688 
730 
490 
a22 
:34.5 
64 

167 
552 
84.9 
712 
1231 
819 
725 
fl68 
33 
72 
22 
20 
42 
20 
41 
23 
25 
15 
19 

，. 

SD 

0.27 
0.:13 
0.30 
0.22 
0.25 
0.32 
0.23 
0.29 
0.30 
0.3H 
0.41 

0.26 
0.40 
0.3-1 
0.2J 
0.48 
0.28 
0.37 
0.28 
0.27 
0.30 
0.27 
0.27 
0.:17 
0.25 
0.26 
0.31 
0.:11 
0.34 
0.:18 
0.:11 
0.29 
0.26 
0.41 
0.:18 
0.27 
O.;U 
0.36 
0.26 
0.25 
0.33 
0.28 
0.29 
0.21 
0.29 
0.30 
0.33 
0.28 
0.4~1 

0.33 
0.35 
0.30 
0.28 
0.30 
0.29 
0.26 
0‘31 
O.2H 
0.38 
0.28 
0.3:~ 

0.:11 
0.33 
0.36 
0.33 
0.29 
0.23 
0.2-1 
0.22 
O.U 
0.27 
0.24 
0.26 
0.27 
0.27 

* 

玲広

本

Ave. 

2
6
9
0
4
3
0
4
3
2
3
1
6
6
6
7
7
1
7
2
4
4
4
8
0
3
9
6
3
2
0
4
2
3
9
4
0
2
7
0
6
8
7
5
9
1
1
4
8
8
7
3
1
8
4
8
5
9
0
8
5
2
3
2
7
0
8
5
5
1
8
7
1
1
6
 

4
4
3
3
3
7
2
2
2
3
5
5
2
2
0
1
4
4
6
0
7
3
3
4
3
2
3
2
4
3
0
3
2
3
3
2
2
4
2
4
1
1
1
4
5
0
2
4
4
1
3
3
3
3
4
1
3
1
2
5
1
2
1
2
4
5
4
6
8
4
3
5
6
4
5
 

h
v
hり

h
u
n
U
Aり

A
O
n
U
凸
V
Aリ
ハ

V
E
z
n
u
'
i
n
u
hり
ハ
引
ハ
り

n
U
A
O
Aり

n
u
n
u
v
hり
ハ
り

n
U
Aり

A
U
n
u
n
H
V
A
o
hリ

n
u
n
u
h
u
n
u
白
V
A引
白
り

n
u
n
u
h
v
n
u
凸
V
Aり

h
v
n
u
nり
向
。

n
u
hり

h
o
hり

H
V
A
U
Aり

n
u
o
v
A
O
A
V
ハ
v
n
u
A
M
凸
日
凸
り

A
M
A
H一
向
u
n
v
A
U
n
u
h
v
hり
向

日

山

v
nり

.

，

.

w

-

桐

-
-
h
司

幽

繍

'

w

司

自

由

停

m

-

-

-

命

幽

a

m

'

停

m

4

“

開

繍

明

W

明

繍

-

"

-

-

"

-

-

.

，

e
-
-
-
繍

曹

'

値

司

申

・

舗

曹

司

-

司

命

"

-

a

-

-

司

自

-e

Categol'y 
symbol 

。‘V
O-v 
o-v 
O幽V
O鍋V

o-v 
O-v 
O-v 
o-v 
o-v 
O“V 
O鍋V
O-v 
O-v 
O-v 
o-v 
o-v 
O-v 
O繍V

o-v 
O-v 
O-V 
o-v 
O-V 
O-v 
O嶋V

O-v 
o制 V

O-V 
Oベf

O-V 
O-V 
O舗V
O-V 
O-v 
O-v 
O-v 
O-V 
O-V 
O-v 
o-v 
O-V 
O嶋V
O-v 
O-V 
O-V 
O輸V

o-v 
O-v 
O-V 
O司V

O-V 
O-V 
Oベf

O-V 
O-V 
0・V
O司v
O-v 
O-V 
O“v 
O-V 
O咽 V

O-v 
O-H 
0-日
O-H 
0-日
O-H 
O-H 
0-日
O-H 
O-H 
O-H 
O-H 

47 
78 

Borehole 
depth 

60 
60 
:18 
20 
47 
48 
25 
38 
60 

8
2
4
2
 

A
官

9
d
e屯

q
d

凸
u

nり
山
口
凸
リ

H
u
n
o

w
り
M

司

"
0
・0
・b
v
q

凸

u
n
v
h
U

9
&

ハ
O
W
O

6 

0
0
5
0
8
0
6
2
2
5
0
0
0
0
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
0
0
5
5
4
3
3
3
4
3
3
5
3
5
 

1

1

1

1

7

1

0

3

3

3

3

3

3

1

1

3

3

3

3

1

3

1

2

2

3

1

8

0

0

0

0

0

0

6

0

0

1

 

2

0

4

2

1

1

4

1

3

2

1

1

 

1a

咽

i

Height 

260 
300 
140 
260 
:>55 
630 
90 
80 

650 
180 
160 
160 
3UO 
885 
130 
445 
110 
355 
120 
UO 

105 
170 
280 
260 
400 
150 
198 
340 
27 

2:30 
10 

330 
20 

640 
180 
260 
2持。
286 
250 
480 
140 
250 
510 
50 

540 
751 
2:30 
250 
230 
75 

659 
485 
340 
100 
215 
85 

210 
160 
81 

295 
320 
1，15 

132 
5;35 

-1049 
-:190 
帽1.69
300 
739 

台 :350
-fI 

-299 
-171 

・90
-21 

Lon. 

1:19.779 
140.264 
140.174 
140.760 
140.248 
140.881 
110.413 
140.215 
141.24:3 
1:19.6(12 
l39.454 
140.895 
139.559 
1:39.U25 
141.;387 
140.7u2 
1:19.960 
141.583 
141.984 
140.847 
140.116 
140.654 
141.5:H 
140.546 
141..426 
141.154 
135.57>1 
133.793 
134.458 
I. ~H.666 

1:14.238 
133.849 
136.212 
1:15.471 
1:15.512 
135.662 
U4.;j06 
1:14.070 
185.044 
133.202 
1:1--1.177 
1:33.118 
13:3.4 71 
12H.7Hl 
130.872 
181.:390 
laO.028 
1:10.255 
1:11.503 
128.759 
1.30.352 
1:10.774 
1:30.:313 
131.857 
1:11.309 
129.492 
130.837 
1. 2 !l. 6 !)4 
131.235 
130.261 
1.30.41 :3 
1:11‘:31<1 
129.92:1 
130.785 
137.060 
137.109 
137.627 
136.441 
1:16.951 
1:16.879 
137.302 
137.aH:3 
1.:16.797 
186.459 
l36.588 

Lat. 

:19.8f18 
39.804 
39.340 
38.75:3 
36.924 
:17.222 
41.159 
40.146 
39.848 
38‘565 
37.965 
37‘694 
37.400 
a7.217 
41.098 
3fl.486 
40.47H 
40.412 
39.5f10 
38.2-18 
3f1.!-J52 

:19.612 
88.974 
39.728 
39.061 
39.26:3 
3/1.860 
:1'1.060 
34.057 
35.:~22 

35.515 
35.089 
35.938 
34.925 
:15.068 
35.177 
8:).786 
34.157 
35.227 
35.102 
3:).262 
33.235 
:3:3.688 
82.595 
3:3.128 
32.814 
32.23:3 
33.502 
:12.272 
32.715 
:11.968 
32，;390 
32.429 
:13.229 
33.460 
3:1.346 
:33.7，10 
8Ui24 
31.889 
3L38a 
30.372 
31.429 
30令83，1
:31.512 
34.H29 
34.785 
34.997 
35.415 
:'16.062 
3'1.885 
:14.916 
34.660 
35.501 
34.982 
34.350 

Organ. 
eode 
TU 
すむ

1‘じ
TU 
TU 
TU 
HR 
TU 
1'U 
Tじ

TU 
TU 
Tじ
Tじ

HR 
TU 
日R
Tむ
すむ

TU 
Yじ
TU 
TU 
TU 
TU 
TU 
DPRl 
DPRI 
DPIlI 
DPRl 
DPIU 
DPRT 
DPRT 
DPIU 
DPRI 
DPH.I 
DPRl 
DPRI 
DPRI 
DPRI 
KC 
KC 
}¥:(; 

KU 
KU 
KU 
KU 
KU 
KU 
l<lJ 
KG 
KU 
KU 
KU 
KU 
KO 
KU 
KG 
KO 
KG 
KG 
KO 
KG 
IくG
NIED 
NfED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 
NIED 

St.ation 
code 
1'U.OGA 
TU.NIB 
TU.HOJ 
TU.KWT 
TU.YMZ 
TU.lWK  
IHUvfl¥ιA 
1'U.FUT 
TU.HMK 
TU.ATM 
1'U.SBT 
TU.KTA 
TU.KNY 
TU.MAI 
HR.TMR 
TU.8WU 
HH.IWS 
TU.HSK 
TU.MYK 4 
てTtυJ
T命U.G.JM
TU:I、AZ

TU.KSN 
TU.NSK 
TU.DIT 
TU.KRS 
DP.ABU 
DP.IKD 
DP.ISI 
DP.OYT 
DP.T'I、T
DP.QMT 
DP.HK.J 
DP.MYO 
DP司YGI
DP.KHl< 
DP.K]"IN 
DP.SON 
DP.HMT 
DP.TRT 
KC.MliT 
KC:.KlJB 
KC.lHll 
Kl工NMZ
Iくじ.TAI
kじ.TKD
KU.USB 
KU.SBH 
KU.ST、O
KlJ.FUK 
G.SIBI 
Eくじ.I'1'l¥:
KO.8.1¥1T 
KlJ.SGS 
Iくじ.NKT
KU.HIR 
KU.KTI< 
G.KOSK 
G且TKAO
G.CHOY 
G.NAGT 
G.KUSM 
0.1日JRO
G.'1'1くAI<
ND.ANJ 
ND.HAZ 
ND.HOU 
ND.KSG 
ND.SYK 
ND.'I句KN
ND.NlJI¥: 
ND.'l、YH

ND.TKT 
ND.YOK 
ND.WAT 



験震時報第 65 巻第 1~4 号

Appendix A.3 (continued) 

Station 
OC《〉rtgi自an. 

1.8.1;. Lon. 日告igl】t Bore.hole csyamtRlg，ool ry Ave. 5D Dat.a Data time 
code depth num. rallgc 
ND.KNH NIED ~{4.660 185.~~\)2 -2000 2088 O-H イ).76 O.3a 
ND.T.JR. NlED a4.8¥)，1 185.287 司 1499 15:35 0-11 -0.90 .. 0.85 99 
ND.TJS NIED 34.."121 }'15.663 28 103 O-H -0.64 0.32 122 
ND.KTN NTED 34.760 135.708 4.0 2();3 O-H -0.8H 本 0.33 72 
ND.SSM NTED 38.553 1.:35.548 20 103 。嶋.H -0.60 0.81 42 
ND.N.KT NI伝D :33、604 135.864 -71 10a 0・H -0.50 0.29 9[1 
ND.OTO NTED 33.692 135.5¥)9 118 10:3 0-11 -0.[，6 0.31 120 
ND.K-r、D NlED 3:>.687 185.H2 市77 103 O-H 停0.49 0.85 106 
ND.HH.K NIED 33.977 135.216 -40 104 O-H -0.49 0.32 118 
ND.IINZ NTED 34.1.34 1.35.54J 300 10:3 O-H -0.60 0.29 96 
ND.NKM NIED 34.129 185.:>28 20 103 O-H 帰。 70 0.35 128 
おD.NAG NJED 34‘319 135.451 458 115 O-H 輸0.92 刻院 0.31 24 
ND.WKY NIED 34.28:~ 135.0H -194 203 O-H -0.91 利区 0.29 63 
ND.MHR. NTED 34.291 134.796 -，10 105 。崎H 帯。 60 0.32 115 
ND.SSY NlED 35.068 135.285 118 103 O-H -0.54 0.36 ，17 
ND.KAI¥:l NII号。 :~5.098 L34.907 45 113 O-H -0.55 0.:~9 88 
ND.KKG NIED 84.81:1 l84.811 傾81 10:1 O-H ベ1.57 0.40 112 
ND.YMS NIおめ 35‘028 134.674 66 103 0・.H -0.33 O ‘23 33 
?ぜひ‘NKO NIED 35.064 134‘427 107 106 O-H -0.49 0.27 131 
ND.HAG NlED :35.216 UH.526 265 108 O-H 除0.:35 0.14 11 
ND.KMG NlED 8，1.896 184.3:32 -19 10:3 O-H 輸0.39 0.:32 l.'i1 
ND.AIO NIED 34.790 1;14倫482 ー1:34 203 O-H -0.:39 0.2.1 21 
ND.T.JO NlED :H.90o 1:35.087 37 10:1 。明日

胡0.54 0.47 * 60 
ND.SGR NIED :14.850 136.034 160 20:3 O-H ‘0.59 0.29 (10 
ND.TAG NIED 35.235 136.363 510 10:3 O-H -0.42 0.28 18 
ND.OTU NIED :15.24.4 ¥:35.870 201 103 O-H -0.57 0.18 :32 
ND.YZE NlED 34.6:38 136.054 176 104 。-H -0.44 0.3:3 76 
ND‘HYS NIトm :34.420 136‘034 :300 104 。"日 -0.44 0.:32 1:30 
ND.TKももy NIED 33.064 135.653 695 103 0-11 -0.49 0.32 65 
ND.TKE NlED :33.9(16 135.860 380 10:3 O-H -0.57 0.28 100 
ND.KAW NIED 34.289 136.007 202 106 O-H -0.40 0.24 25 
ND.KR.T NIED 34.303 1:35首840 286 104 O-H -0.47 0.3:3 154 
ND.TA:¥>I NIED 34‘504 138.893 舗190 204 。白河 輸0.38 0.41 
ND.SET NIED 34.747 134‘073 -1(19 203 。-H 得。 22 0.25 89 
ND.OKY NIED 34.775 133.793 -100 204 O-H 由。 21 。.27 250 
ND.i'vlAB NIED 34.640 13:3.689 -49 103 。-H 情0.'11 0.32 297 
ND.MIH NIED 34.371 133.027 -169 208 O-H -0.:38 0.25 204 
ND.DWJ九 NIEわ :14.54.3 1:32.[151 265 103 。輸H

“0.41 0.29 1.55 
H.SJOH NIED :33.862 133.187 -89 11:3 O-H -0.47 0.24 67 
H.TBRH NIED 3:3.901 1:33.067 ー181 203 。幽H

が0.64 0.23 75 
H.KWBH NIED 3:3.499 1:32.751 90 203 O-H -0.81 0.29 92 
H.TSMH NIεD 33.058 132.558 275 10:3 O-H 情0.38 0.25 38 
H.HIYH NI芯D 3:}.a:12 1:12.801 29 20:3 O-H -0.70 0.35 69 
H.SINH NIED 33.912 133.652 210 104 O-H -0.49 0.20 27 
H.TBEH NIED 33.708 132.806 8 187 O-H -0.65 0.2H 107 
H.SGOH NIトm 35.046 133.320 ' .104 103 。舗日 -0.3;:> 0.45 8艇 :39 
H.TTAH NIED 84‘907 1:33.408 428 10:1 O-H -0.:33 0.~1:3 15.5 
H.HKBH NIED 34.93:3 13:3.623 118 103 O-H -0.36 0.29 216 
H.SYOH NIED 35.070 1:34.，119 時73 204 O-H -0.50 0.29 95 
H.KSBH NlED 35.280 133.929 295 203 O-H -0.37 0.35 36 
H.OHAH NlED 35.0!J7 1~H. :122 78 2();1 O-H -0.28 0.10 14 
H.YBRH NlED 35.178 133，082 305 103 O-H -0.54 0.30 209 
H.HNSH NIED 34.725 134.277 -99 106 0・H -0.19 0.26 27 
H.OOTH NJED 32.838 132.710 -49 10:3 。回日 -0.34 0.25 86 
H.TSYH NIED 38.205 132，992 170 lO:i 。舗H 得。 51 0.26 29 
H..i時AKH NIED 33.072 132.955 明68 10:3 O-H -0.49 0.21 4.5 
H.GHKH NlED 33.705 138.:157 380 10:3 O-H 明0.45) 0.30 10 
II.KTGH NlED :18.ら:39 1:3<1.124 30 208 O-H -0.60 0.18 12 
H.IKKH NIED 33.644 1:33.148 160 10:3 。聞H -0.40 0.21 87 
H.MICH NIED :34.387 131.895 149 10:3 O-H -0.48 0.:38 14 
H.HSMH NIED 34.866 132.642 64 104 。繍H -0.25 0.23 49 
H.KNGH NIED 34‘881 .t:32.20(j 59 204 O-H 情0.60 。‘24 13 
H.IWAH NlED :34.877 132.42.1 200 103 O-H -0.17 0.3:1 41 
H.災l'fH NlED :35.220 133.088 239 104 O-H -0.76 0.20 :34 
H.YSDH NlED :35.160 132.858 279 104 O-H 鳴0.'1:3 0.2，1 206 
日、SDAH NIED :35.221 132.725 9 104 O-H 働0.54 0.28 53 
H.HIR.H NIED a5A2~{ 132.808 -169 208 。愉H -0.71 0.26 2:31 
H.HK']、日 NIED 35‘293 183.263 69 104 O-H -1.21 割院 。‘32 116 
H.MHSH NIED :35.555 133.303 -190 203 O-H -0.62 0.26 179 
H.HWSH NIED :33.772 1:34.502 5d 10:3 O-H -0.46 0.3:1 :3:3 
H.KYDH NIE。 :33.1ミ80 134.136 409 204 O-H 培0.63 0.27 44 
H..MZKH NIトm 35.352 133‘494 220 203 O-H -0.75 0.:.37 118 
H.AKSH NIED 85.4(j4 13a.(i38 -92 210 O-H -0.47 0.25 170 
H.CHZH NIED 35.257 134.220 30 203 。-H 由0.40 0.28 11 
H.SGUH NIED 34.928 134‘545 -29 10:3 。四日 -0.20 0.20 16 
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速度振幅及び変位振幅マグニチュードの観測点偏差と観測網偏差

Appendix A.3 (continued) 

Statioll Organ. Lat.. LOI1. Height Borehole sCyamtebgool ry Ave.SD  Data Data Urne 
code code depth num range 
H.SNTH NIED 35.290 1.;34.910 ー19 203 O-H ー0.53 0.25 32 
H.SKIH NIED 34.390 132.10:3 248 103 O-H -0.60 0.26 
H.KUHH NIED :34.285 132.644 128 10ら 0-11 -0.32 0.25 83 
H.KSAH NIED :34.698 132.¥)55 235 118 O-H -0.63 0.28 10 
H.MIGH トaED ;~4.515 1:3;U:~9 ー29 20a 0-11 時0.61 0.23 11 
H.Nl'vIKH NIED 34‘375 133.354 -181 203 O-H -0.68 0.37 76 
H.KNBH NJED 34.554 lS3A21 ー179 20:3 O-H -0.30 0.29 271 
H.INMH NIED ~B.感21 135.220 -59 10:3 。-H -0.54 0.36 47 
H.TKJH NIED 34.20(1 131.688 ー79 203 O-H 自0.50 0.27 11 

H‘MTOH NIE。 34.214 131.302 48 105 O-H ー0.58 0.27 87 
H.TYUH NIED :H.LH 1:10.9:35 -148 204 O-H -0.65 0.25 24 
H.TMGH NIED :14‘623 131.669 -84 103 O-H -0.43 。‘29 69 
H.IKNH トnED 34.186 132.129 -109 203 。即日 -0.61 0.27 83 
H.SYTH NIED 34.023 132.065 75 10;3 。が行 -0.58 0.29 114 
H.MKWH NIED 34.194 131.997 -131 20:3 O-H -0.54 0.30 98 
H.KIGH NIED 32.694 131.686 ー185 213 O-H 崎0.36 0.22 61 
H.TGOH NIED 32.357 1:11.467 O lOa O-H -0.12 0.24 28 
H.MHTH NIED :32.514 131.a:37 140 10:3 。停日 -0.1:3 0.25 81 
H.SBAH NIED 32.472 131.107 308 203 o司H 司0.17 0.29 58 
日.KWrvIH NIED :12.210 U1.533 -145 217 O-H -0.20 0.22 35 
H.NM曜日 NIED ;32‘:344 131.269 253 103 0・H -0.21 0.24 90 
II.GKSH NlED :.32.651 131.227 527 106 Q-H -0.27 0.30 100 
日.NRA.H NIED 32.195 1;31.197 132 103 。静H

品0.3] 0.2ti 110 
H.MJNH NlED ;31.861 1:30.fJ48 424 104 O-H -0.38 0.2ti 110 
H.IぐrMH NIED :32.018 1:11.292 -19 103 。即日 -0.22 0.21 31 
II.SD¥Vll NlED :32.017 131.472 ゆ 199 2].5 O-H -0.23 0.24 4.5 
H.SlJ.KH NIED 32.039 131.064 2:35 103 。曲H -0..52 。‘2.5 61 
H.NCNH NIED 31.561 131.35:3 -195 204 O-H -0.36 0.26 64 
H.MJSH NfED :31.727 131.081 35 120 O-H “0.19 0.2.5 62 
日.OGNH NIED 3:3.l10 131.065 :306 127 。-H -0.25 0.37 10 
H.HKSH NlED :l2.808 1:31.10:3 :182 114 。-H ベl.31 o.:n 35 
ILASKH NIED 32.288 130.580 目 199 303 O-H 同0.59 0.28 57 
H.U九NEH NlED :32.217 1:10.912 ー1 180 O-H -0.18 0.21 20 
H.SNWH NIED az.312 130.18:3 ー141 :303 O-H -0.66 0.22 18 
H.MS.MH NTED 32.620 UO.560 -277 ;303 O-H -OA3 0.25 5] 
H.SH.IH NIED 33.177 130.107 -184 206 。体行 -0.51 0.:14 12 
H.FJIH NIED :33.407 130.235 272 106 。-H -0.25 0.23 10 
H.HSFH NIED aa.:~62 130.407 -144 203 O-H -0.41 0.28 11 
H.AKNH NIED 31.985 1:30.212 輸 lfjO 205 O-H 検0.47 0.23 63 
H.OSUH NIED :U.f;.59 1:11.017 -5a 154 o骨 H -0.45 0.27 77 
H.l;くORH NIED 31.69.5 130.463 -42 206 O-H -0.~l3 0.:30 79 
H.KDTH NIED 31.869 L30.498 -;3;3 110 。働日

嶋0.24 0.25 36 
H.SATH NIED 31.087 130.701 -112 20:3 正)-H -0.44 0.31 140 
H.YKWH NfED 31.204 130.621 -122 206 。鼻H -0.43 0.29 80 
H.MYJH NIED ~n.979 130.445 3 103 oーH -0.37 0.32 120 
H.SENH NlED :n.8:3tl 1:30.3fJ1 -86 104 。-H ベ).17 。‘27 :H 
H.CHNH NIED 31.371 130.436 19 103 。ゅH -0.:34 0.25 113 
H.AIRH NIED 31.710 130.617 ー295 a05 O-H -0.32 0.24 52 
H.YGNH NIED 33.409 1:31.035 49 203 O-H -0.62 0.31 61 
H.AKIH NfED a:J.470 131.688 <'164 403 。-H -O.i{) 0.29 46 

H ‘YMGH NIED 33.-155 131.445 t15 10:1 O-H -0.50 0.30 29 
lI.SNIH N1ED aa.127 1;3l.a50 271 23a O-H -0.34 0.22 46 
日.NTHH NIED aa.149 1:31.5.1>1 55 103 。駒H -0.39 0.29 58 
H.U孔1EH NIED :32.846 131.681 90 103 O-.H 問。 50 0.30 97 
H.snくH NIED :32.024 131.872 -Ul 103 O-H ベ1.41 0.30 62 
H.MIEH NIED :32.984 1:31.590 61 104 O-H -0.55 0.35 26 
H.mvlWH NIED 32.8:36 131.538 l69 104 O-H -0.40 0.24 24 
H.TKKH NIE]) :12.907 130.143 制 170 20:3 0-日 -0..19 0.33 12 
lI.SBSH NIED :33.122 129.812 -189 ::lO:3 O-H -0.40 0.30 17 
H.KKIH NIED a2.952 129.805 -96 103 。働H 駒0.<17 0.:35 10 
H.NGSH NIED 32.696 129.865 輸 44 203 O-H 事0.35 0.23 11 
H.TAR.H NlED :B.364 180.():38 -421 440 。-H -O.:H O.:~8 11 
11.おZNH NIED :33.58!J 131.137 -264 306 O-H -0.44 0.27 81 
H.UlVIIH NIED 33.557 130.552 持5 103 。駒H -0.42 0.23 16 

Data from sellsors of the .J-S-R(2) categories are used to calculate an event magnitude Ill this table. The magllitude 

range for average and staudard d引 riationis restricted to 2.5 ::; MKVP-S-R(2))壬4.0.
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Appendix 

A.4 Average difference bet再開enstation and event displacementωamplitude magnitudes for the period 

from J組.1989 to Dec. 1993. 

StatiOIl Organ. LaL Lon. Height A.ve. SD Data Data tillle 
code code nunし
WAKKAN .HvIASAP 45‘417 141‘673 90 幽 0.06 0.17 75 
IUJMOI JMASAP 4~~.94a 141.637 23 イ).10 0.15 114 
ASAHIK JMASAP 43.770 142.373 112 -0.06 0.15 194 
ABASHI JMASAP 44.015 1<14.283 38 旬。 15 0.19 163 
SAPPOR .JMASAP 4:3.058 141.a32 17 0.00 0.18 263 
OBIHIR JMASAP 42.920 143‘217 :39 。.17 0.24 380 
KUSHIR .JIvlASAP 42.975 144.392 33 司。‘10 0.22 264 
NEMURO Jl'vIASAP 4~L328 141').500 26 -0.31 0.22 Hi4 
SUTTSU JMASAP 42.790 140.240 16 地0.22 0.17 31 
MURORA .Jl¥tlASAP 42 宅 ~no 140.982 Q -0.37 0.18 135 
じRAKAW JMASAP 42.158 142.782 30 0.09 0.28 314 
HAKODA J:MASAP .41.815 140.755 35 -0.10 0.18 257 
HIROO JMASAP 42.292 143.:320 :32 -0.03 0.22 53 
AOMORI .JMASEN 40.820 140.782 ;) 0.29 0.18 272 
HACHIN JMASEN 40.525 141.525 28 -0.31 0.22 238 
AKITA JIvlASEN 39.718 140.102 10 0.20 0.17 2ao 
MORIOK .Jl¥tIASEN 89‘697 141.167 154 -0.06 0.23 :385 
MIYAKO .IMASEN 39.64r， 141.968 46 -0.31 0.24 299 
SAKATA .JMASEN 38.907 UJ9.847 4. 0.61 * 0.18 239 
YAMAGA JMASEN 38.25:3 140.348 15a 働0.17 0.17 3Hl 
SENDAI JMASEN :38.260 140.900 ~n 0.01 。町16 505 
ISHINO JMASEN 38.425 141.:303 44. 情。.34 0.16 288 
FUKUSH JMASEN 37.757 140.4.75 69 0.07 0.2.1 502 
SHIRAK JMASEN 37.118 140.225 35-1 0.00 0.17 176 
ONAHAM JIvlASEN 36.945 140.907 ろ 0.12 0.17 610 
OFUNAT J長1ASEN :39.062 141.718 37 -0.52 当幹 0.20 23B 
、九!AJTJ¥'IA JMATOK 37.390 136.898 7 0.06 0.24 2，')9 
AIKAWA JMATOK :38.022 1:38.243 35 -0.30 0.26 148 
NIIGAT .1MA'1τOK :37.910 139.052 3 0.28 0.19 415 
KANAZA JMATOK 36.547 136.648 28 0.01 0.19 1.38 
TOYAMA JMATOK 36.707 137.205 10 0.03 0.19 262 
NAGANO J~'lATOK 36，660 138.195 419 0.07 0.20 394 
ぐfAKADA JMATOK 37.105 1'38.250 15 -0.20 。、23 247 
じ'fSUNO .JMKf'OI<. 36.547 139.872 121 信0.12 0.18 400 
FUKUI JMATOK :':!(i.053 1:36‘227 10 0.00 0.22 211 
TAKAYA Jj¥IIATOK a6.152 137.255 561 働。‘36 0.22 12 
MATSじたI .JMATOK :36，243 1:37.973 610 0.00 0.26 70 
KARじlZ JMA'l、01< 36.338 138.550 1001 0.18 0.17 129 
MAEBAS .JMKl、OK 36.402 UW.065 112 台0.11 。.-16 269 
KUMAGA .JMATOK 36.147 139.383 31 0.02 0.15 <113 
YASATO JMATOK 36.2:32 140.19;3 27 0.06 0.24 176 
MITO JMATOK ;36.:378 140.472 30 -0.02 0.19 492 
TSURUG JMATOK 35.650 136.065 3 。‘15 0.25 70 
GIFU .JMATOK :35.898 1~}6. 765 13 -0.12 0.19 200 
NAGOYA JMA'l、01< :35.165 136.968 56 0.12 0.18 371 
IIDA J1">'1;¥1、OK 3おそら10 1:37.837 484 -0.04 0.25 373 
KOFU .IMAT、OK 35.665 138.557 274 0.08 0.2:3 453 
KAWAGじ .JIvlATOK 35.498 138，763 860 0.18 0.31 頭旨

1.59 
CHlCHl JMATOK 35.992 1~~9.082 219 -0.15 0.17 59 
CHOSHT .Jrv1ATOI( 35.737 140.862 .28 岬0.22 0.16 59 
TSU .JMATOK 34.702 1:36.518 3 O.l~j 0.22 105 
HAMAMA JMATOK 34.707 137.723 33 0.00 0.16 317 
OMAEZA .JMATOK ;34‘602 1:38‘217 4E) 0.14 0.22 42 
SHIZUO .fMATOK 3，1.973 138.407 14 -0.29 0.2a 198 
MISHIM .JMATOK 35，112 138.930 22 -0.04 0.17 341 
TOKYO JMATOK 35.687 139.758 21 0.06 0.16 382 
OWASE JMATOfく :34.067 186.195 17 帽0.49 * 0，17 60 
AJTRO JMATOK :35.048 139.097 59 申0.32 0.19 202 
YOKOHA .J :~oilATOK 35.437 139.657 38 0.14 0，15 428 
十rATEYA JMATOK 34‘!)8a l:3t).868 6 0.12 。‘17 4a9 
OSHIMA JMAl今OK 34.763 139.377 191 -0.16 0.19 193 
HACHLJ .JMATOK 83‘102 139.788 80 -0.11 0.21 165 
SAIGO JMAOSA 36.202 133.~~37 28 -0.20 0.28 64 
おilATSOE .JMAOSA :35.455 1:33.072 21 -0.09 0.22 96 
TOTTOR JMAOSA a5.485 1a4.240 14 -o.o;~ 0.28 l12 
TOYOOK .JMAOSA 35.533 134.825 4 0.30 0.24 293 
?vfAIZじR JMAOSA 35.448 135.320 2.1 -0.01 。令29 喝院 24 
HAMADA .JMAOSA 34.893 132.073 21 持0.39 0.2.5 48 
KYO'rOO JMAOSA :35.012 1:35.7:35 45 -0.15 0.21 110 
HIKONE .JMAOSA 35.27:3 136.247 87 0.11 0.19 267 
SHIMO災 J五1AFUK :33.945 1:30.928 18 -0.09 0.22 72 
HIROSH ，JMAOSA 34.a6:3 1a2.437 53 働0.27 0.19 27 
OKAYAM. .JMAOSA 84.‘6f)8 13:3.918 17 嘩0.37 0.19 72 
HIMEJI JMAOSA 34.837 134.673 39 -0.52 訓告 0.27 4~~ 

KOBE JMAOSA 34.688 13.5.180 59 -0.12 0.19 106 
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Appendix A.4 (continued) 

St札tion Ocorrgi¢ an叶

し礼t. Lon Height Ave. so Data D正弘tatim昭

code num. rang暗

OSAJ<A JMAOSA 34.678 1:35.522 1;3 0.27 0.19 :365 
SUMOTO JMAOSA 34.335 134.908 110 -0.14. 。合28 25 1984/03/20-1 
¥VAKAYA Ji'"IAOSA 34.227 1~H;. .1 67 14 -0.11 0.17 91 1984/01/17-1 
SHIONO JM:AOSA 33.448 135.763 74 -0.27 0.19 75 1984/01/17-1 
NAH.A JivtAOSA 34.G92 135.8J2 105 。19 。監21 63 1984/01/18-1 
IZUHAR .JMAFlJK 34..203 129.29r. う2 崎 0.2:3 。19 21 198，1/05/:30-1 
FUKUOK .JMAFUK 3:3、580 130.380 14 0.04 。停22 111 1984/01118-1 
SAGA .JMAFlノK :33.245 130.aoら 。 0.:37 * 0.24 249 lfJ84/01l11-1 
OITA .JMAFUK 33.23:3 131.623 t> 0.25 0.22 190 1984/01/17-1 
FUKUE J五，iAFUK 32.693 128.827 26 -0.:37 。‘28 27 1984/05/30-1 
NAGASA JMt¥FUK 32.732 129.870 24 I -0.39 0.22 28 1984/06/25-1 
UNZEND JNTAFUK 32.732 130.270 769 -0.07 0.28 1.6 1984/08/1.5-1 
KUMAMO J:vlAFUK 32.810 130.710 3f1 0.12 。‘18 170 1984/01117-1 
ASOSAN JMAFじK :32.877 131.075 1141 静0.08 0.27 24 1984/05/30-1 
KAGOSH .JMAFじK :31.57a 130.558 6 。‘21 0.17 204 1984/01118-1 
IvllYAZA .rMAFUK :31.920 131.428 7 -0‘07 0.20 UG 1984/04/1<1-1 
NOBEOK J?v1AFUK 32.578 131.660 20 -0.4.0 0.27 86 1984/04/14-1 
ASHIZU JNIAOSA 32.720 133.013 32 鍋0.40 0.25 57 1H84/04/14-1 
MATSUY J?vfAOSA 3:3.840 U2.780 34 備0.14 。画19 n lH84/02/04-1 
TAKAl¥1A .JMAOSA 3，1.315 134.0-57 10、 -0.07 0.17 102 1984/01117-1 
lJ¥VA.JIM .JMAOSA :38.225 132.557 44 -0.10 0.28 18 1984/05/30-1 
KOCHI JMAOSA 33.5f)3 133.537 17 -0.07 0.26 98 1984/01118-1 
TOKU5H J五11A05A :34.065 134.577 2 0.03 0.24 158 1984/01117-1 
おlUHOTO JNTAOSA 33.248 134.180 186 場0.28 0.29 本 45 1984/0l!17-1 
ISHIGA .DifAOKI 24.;j32 124.16:3 品0.16 0.15 :n li184 !0:H28-1 
NAHA J:VfAOKI 2s‘227 127，(187 3fl 品0.0.1 0..17 25 1984/03/19-1 
lROZAK .JMATOK :34.600 138.847 55 -0.27 0.24 52 1984/01118-1 
YONAGU JMAOKI 2，1.462 123.010 32 司0.12 0.24 22 1984/03/28-1 
!vl1YAKJ JMAOKl 24.792 125.278 41 。1持 0.19 41 1984/0:>128-1 
OSAKA2 JMAOSA 34.(;12 135.660 472 -0.29 0.15 12 1984/01117-1 
TANEGA .JMAFUK 30.737 1:30.9H:3 18 相0.45 0.26 76 lH84/0，'l/:30-1 
NAZE J孔rlAFUK 28.377 129.498 4 品 0.03 0.24 73 1984/05/27-1 
NAGO H!IAOKI 26.595 127.973 8 0.02 。‘10 17 1984/03119-1 
KUMEJI JMAOKI 26.035 126.807 4 -0.18 0.18 31 1984/03/19-1 
TKI0BS JMATOK :33.7G5 137.590 -2201 ー0.03 0.16 68 1984/01/17-1 
BS10BS J:¥rfATOK :34.(;53 140.978 -4010 明。‘09 0.17 34. 1989/06/01-1 
CHOSHI .JMATOK a.s.7a7 140.862 28 -0.30 0.18 221 1986/10/13-1 
NAHA .JMAOKI 26.203 127.wm 28 0.00 0.21 :37 1987/04/23-1 
NAGO JivlAOKI 20.590 127.968 6 僧 0.29 0.19 24 1988/04/05-1 
HIH.'りSH JMAOSA 34.395 1:32.465 53 0.00 0.19 44 1988/01101-1 
'1'SU JMATOK 34.730 1:3(;.523 18 0.07 0.16 187 1987/09/14-1 
SU'1'1‘SlJ Jル.fASAP 4.2.793 140.228 O 由。‘20 0.28 68 1989/10/27-1 
AKITA JMASEN 39.715 140.102 O 0.21 0.17 239 1989/11/03-1 
AOMORI .JMASEN 40.820 140.77:3 4 o.a5 * 0.20 287 1989/12/02-1 
OSHJMA .JMATOK 34.747 139.367 O 品 0.25 0.18 55 1992101107-1 
KANAZA JMATOK 30.587 136.637 。 0.10 0.18 67 1991/10/27-1 

円 Ave.円 and"SD"訂 eaverage and椛 andsarddeviation of Ahc41-8T -.MKA11 respect.ively， where .MKAJ-ST is a 

station magnitude and .l¥I K /11 is an event magnit.ude calculated from displacement構 amplitudedata. The magnitude 

range for a 
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Appendix 

A.5 Average di在。rencebetv . .reen station and event displacement-amplitude magnitudes fo1' the period 

from Apr. 1995 t.o Sep. 1997. 

Station Ocordge an。
Lat. Lon. Height Ave. SD Data Data， time 

code 
TOKYO .JMATOK :35‘687 139.758 21 0.45 * 。‘25 16/11~I991lö9l 
MA'l‘SUS .JMATOK 36.543 138.207 406 -0.26 0.27 》依 68 
SOYAES Jl¥lASAP 44.959 142..'i84 10 -0.15 0.15 18 
SHOSAN JMASAP 44.400 141.853 110 0.15 0.1[; :30 
HOKUH.Y JMASAP 43.743 141.725 195 0.18 0.14 46 
KAMIKA JMASAP 43.812 142.847 430 嚇 0.21 0.12 22 
FURANO .JMASAP 43.164 142.594 360 情 0.14 0.12 50 
MARじSE .JMASAP 4.1.007 ua.a60 460 -0.19 0.14 :31 
SHAKOT JMASPA 4;~.353 140.476 10 -0.08 。1[; 25 
SHIMA孔f JMASAP 42.643 140.04[; 72 -0.19 0.13 24 
YAKUMO JMASAIヲ 42.201 140.25a 170 0.:31 対ド 0.17 83 
HlYAMA JMASAP 41.678 140.057 30 -0.14 0.16 25 
KAYABE JMASAP 41.888 141.0a3 10 0.14 0.24 66 
NOBOH.I .JMASAP 42.469 1>11.0a8 110 -0.16 0.11 ao 
BIRAT、。 .JMASAP 42.590 142. 1;~4 100 0.14 0.14 65 
ASHOH.O JルfASAP 43.297 143.770 210 -0.08 0.17 73 
CHURむI JMASAP 42.614 1>13且:362 120 掛 0.06 0.14 73 
ON践を;TS .JMASAP 42.903 14:t835 60 0.02 0.13 78 
NAKASH JMASAP 43.585 144.719 220 -0.21 0.1(¥ 61 
AKKESH .JMASAP 42.9H6 144.697 20 -0.01 0.16 88 
ASHlBE .JMASAP 4a.505 142.22a 187 0.11 O.la 59 
RAlJSU :JMASAP 43.Ha8 145.122 10 -0.03 0.12 58 
RISHIR JMASAP 45.138 14.1.311 27 0.33 .. 0.14 :35 
YAGISH JMASAP 44.427 141.426 :15 0.00 。12 2:3 
OKU8.H:J JMASAP 42.067 1:19.445 33 0.04 0.16 44 
OHATA JMASEN 41.382 141.048 80 -0.06 0.17 Zl6 
SHIlJRA JMASEN 4.1.055 140.397 40 0.13 0.16 47 
IWASAK JMASEN '1O.59a 1.10.007 330 0.02 0.17 42 
HINAI JMASEN 40.189 140.63H 140 0.06 0.19 53 
OGA JMASEN :39.H04 13H.777 270 制 0.04 0.12 17 
ROKUGO .JMASEN 39.396 140.634 200 0.04 0.18 62 
KUZU:MA JMASEN 39.985 141..330 620 -0.13 0.19 52 
TANOHA .JMASEN :39与930 141..864 200 物 0.22 0.25 51 
OHASAM J~'lASEN 39An 141.292 210 融 0.04 0.19 63 
OFじNAI .JMASEN 39.080 141.669 180 噂 0.20 0.25 47 
lCHINM .Hャ1ASEN :38.952 141.220 70 -0.13 0.18 f):1 
YKANEY JMASEN 38.918 140.:35H 220 協 0.04 0.14 43 
YATS【JM .JMASEN :38..59:3 139.714 200 0.14 。.17 69 
SHIRAT .JMASEN 38.221 140.066 300 0.17 0.14 67 
OKURA JMASEN :38.366 140.664 :390 0.07 0.16 63 
OlJR1 JMASEN :38.45<1 141.349 .10 嶋 0.18 0.17 '1:1 
KA、NAUC JMASEN 37.367 140.87-1 520 -0.17 0.20 39 
OTAMA JMASEN 37.518 14fU37 a50 0.14 0.18 67 
YANAIZ .JMASEN :37.407 139.705 420 跡。 07 0.18 31 
TOBISH JMASEN 39.195 139.557 50 -0.03 。14 32 
AWASHI JMATOK 38.456 1:39.249 70 必 0.08 0.20 15 
SADO .JMATOK :~8.0:37 138.260 146 勧 0.18 。‘16 11 
SASAKA JMATOK 37.818 139.317 145 直 0.06 0.14 19 
IZUMOZ JMATOK 37.532 138.710 40 0.43 a伝 0.17 30 
NAKAMA .JMATOK :37.103 138.163 140 0.18 。‘H 21 
HIROKA .JMATOK 37.248 U!9.017 195 酬 0.10 0.15 25 
SHIOBA .JMATOK 36.968 139.920 460 0.18 0.2.1 49 
KじNI .JMATOK 36.562 138.640 645 0.00 0.19 33 
ASHIKA JMATOK 36.425 139.45:3 241 -0.21 0.20 31 
HITACH JMATOK 36.611 140.569 215 -0.28 0.23 25 
IYASAT .JMA'I、OK 36.228 140.194 31 -0.11 ()‘22 :30 
RYOKAt.'l :JMATOK 36.017 138.902 480 -0.20 0.22 28 
日ANNOU JMATOK 35.852 139.282 245 -0.17 0.22 33 
NAGARA JMATOK :35.418 140.202 40 0.:38 * 0.26 32 
YOKOSK .JMA'1、OK 35.224 139.665 80 0.18 0.17 43 
IZUSIM JMATOK 34.718 1.38.878 135 -0.17 0.23 33 
SAGARA JMATOK 34.674 138.186 107 0.20 0.20 :34 
SHl込10B JMATOK 3f)A98 1:38.544 775 -0.01 0.27 29 
NSAKAI JMATOK 36.407 138.100 930 -0.09 0.20 27 
TAKATO JMATOK 35.875 138.138 1180 -0.08 0.18 21 
YASUOK JrvlATOK 3[;.358 1:37.862 800 -0.02 0.26 27 
TTATEY .lMATOK 36.605 1:37.333 236 0.08 0.22 :~O 
HEGURA JM.ATOK 37.848 136.920 12 -0.26 0.13 u 
SUZじ JMATOK 37.44.8 1:37.:363 10 -0.25 0.14 13 
HAKUI JMATOK a6.925 136.782 35 0.00 。‘19 17 
KAGA JMATOK 36.277 136.332 25 0.01 0.22 13 
MlHAMA JM1¥'l、OK a5.528 1:35.98H 161 0.04 0.14 15 
NIlJKAW .JMATOK :36.22:3 137.315 775 明。 20 0.19 15 
MIYAMA JMATOK 35.699 136.718 495 -0.11 0.24 w 
KUROKA JMATOK 35.601 137.357 580 -0.09 0.23 17 
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Appendix A.5 (continued) 

Station Ocordge an. Lat Lon. Huight Ave. SD Data Data time 
codu num. range 
OBARA .JMATOK 35.267 137.258 650 -0.09 0.23 27 
ATSUMI .JMATOK 34.6;12 137.148 :30 -0司14 0.16 21 
ISE JMATOK 34.:392 1:36.707 135 -0.07 0.15 18 
OSHIM2 J1¥，:IAτOK 34.762 1:39.:377 191 O.OfJ 0.25 29 
KOZUSH J 1¥，:1 ATOK 34.187 1:39.137 138 0.15 0.20 32 
MIYKE2 .JMATOK 34.066 130.517 430 -0.03 0.22 22 
YASAKA JMAOSA 35.628 135‘103 260 。‘19 0.15 17 
HEGURI JMAOSA 34.653 135.685 250 -0.14 0.25 14 
KOUYA JMAOSA 34.218 135.593 795 眠0.18 0.26 13 
M1NABE JMAOSA :33.850 135.35:3 150 調 0.0:3 0.27 15 
KOZAGA JMAOSA 33.530 135.715 240 -0.01 0.20 15 
MIKATA JM.AOSA 35.443 134.5:35 270 -0.01 0.31 . 12 
KASAl JMAOS.A :34.982 134..844 150 -0.07 0.27 u 
KURAYO JIv1AOSA 35.378 133.820 180 。‘18 0.27 15 
01く1 JMAOSA 3fj.202 133.337 27 0.10 0.:32 調伝 16 
IKUMA JMAOSA 35.497 133.030 20 0.28 0.18 21 
ODA JMAOSA :35.168 132.503 60 0.22 0.14 24 
lVlASUDA .JMAOSA :34.6:32 Ul.89:3 260 0.1:i 0.1:3 24 
KURAHA JMAOSA 34..1 ~~8 1:32.528 60 -0‘01 0.17 23 
.JOUGE .JMAOSA 34.642 133.155 480 -0.01 0.19 17 
AIDA JlvlAOSA :34.940 1:34.168 170 働 0.06 0.14 16 
SAKAlD JMAOSA s4.an 13:~.9 :32 210 0.0:3 。17 17 
A101 .JMAOSA 33.792 134.452 180 -0.04 0.19 15 
KUBOKA JMAOSA 3:3.310 13:3.00:3 :340 -0.04 0.16 2:3 
TOSASH JMAOS.i¥ :32.860 l32.802 200 -0.15 0.22 24 
'I、'ANBAH. J1¥11AOS，-¥ 33.778 1:33.048 4lO -0.02 0.l8 24 
NAGAHA JMAOSA 33.557 U12.478 230 -0.00 仏14 23 
KUDAMA .JMAFUK 34.053 131.873 220 0.06 0.23 14 
YI、OYOT JMAFUK 34.263 131.065 120 0.03 0.24 18 
AKAIKE .JMAFむK 3:3.712 130.795 1:30 。‘03 0.15 20 
すAMANA JMAFUK 32.963 130.533 230 0.00 0.16 26 
1KI .Jr叫んFUK 3:3.795 129.732 70 0.24 O.H; 20 
URESHI .JMAFUK 33.0H3 129.!)48 160 0.0:3 0.16 24 
FUKUE2 JMAFUK 32.(i5f:'. 128.750 120 .0.08 0.16 15 
KUNIMI .JMAFUK 33.632 1:31‘568 120 0.17 0.23 22 
USlJKI .JlvtAFUK :B.065 LH‘750 140 帯。‘oa 0.20 25 
KUIZUM .J1VIAFUK 32.573 130.793 2:30 用0.04 0.10 17 
HONDO .JMAFUK :32.46:3 1:30.137 70 0.04 。13 29 
HOSOMI JM.AFUK 32.572 131.588 60 0.00 0.10 18 
KIJYO .JMAFUK 32.248 131.415 380 骨0.25 0.15 14 
KUSH1M .JMAFUK :31.480 B1.285 2:35 0.04 0.15 4:l 
OKUCHI JMAFUK 32.140 laO.598 4，10 .0.06 0.22 23 
KOSHlK .JMAFじK a1.678 129.717 240 -0.2.5 0.19 20 
TASHlR. .1MAFlJK :31.185 1:30.888 290 明 0.05 0.21 19 
KじCHIE JMAFUK 30.462 130.l95 20 -0.07 0.15 34 
TANEG:3 JMAFUK ~JO.655 130.980 240 -0.05 0.15 82 
NAKANO .JMAFKU 29.842 129.875 2:35 0.00 0.18 54 
KIKAIJ .JMAFむK 28.315 129.972 15 0.39 本 0.23 54 
AMAMI .JMAF、lJK 28.412 129.605 1.5 -0.16 。‘21 52 
TOKUNO .JMAFUK 27.785 128.952 170 -0.18 。‘10 :37 
IHEYA JMAOKI 27.0:35 127.967 25 -0.05 0.17 25 
TAMAGU JMAOKI 26.149 127.7(i7 188 0.:36 本 0.15 17 
KlJME.J2 .JMAOKI 26.326 126.786 71 -0.27 0.21 1:3 
MIYKJ2 JMAOKI 24.815 125.294 43 0.17 0.12 20 
TARAMA .JMAOKl 24.641 124.702 7 0.20 0.l8 21 
ISHIG2 JMAOKI 24.364 124.143 78 .0.23 0.12 17 
HACHJ3 JMATOK 33.112 139.817 70 0.12 0.27 15 
OGA2 J~レIASEN 39.914 139.79:3 140 0.22 0.21 29 
KATASH JMATOK 36.767 139.249 933 -0‘03 0.15 18 
ODAWA2 .JIVIATOK 35.26:3 1:39.088 ;:l80 局 0.06 0.21 26 
KUR.OMA .JI¥-JATOl¥: ;35.066 138.210 710 -0.1:3 0.22 23 
KATADA .JMATOK ~H.710 1 :36.419 30 -0.12 0.15 11 
EIGEN.J .JMAOSA 35.UI'1 B6‘388 43~， -0.02 0.16 10 
TAMAG2 .JMAOKl 2fl.l:38 127‘749 40 0.27 0.25 15 
SHlUR2 .JMASEN 41.057 140..111 60 0.05 0.25 13 
TSUNA .JIvIAOSA :34.419 134.885 85 0.06 0.24 10 
KITAKA JMAFUK :32.()25 131.454 180 局 0.20 0.20 12 
TSUNO JMAFUK 32.241) 131.50;:. 120 -0.19 0.18 16 
TASHR2 .JMAFむK 31.166 130.922 430 -0.18 0.20 19 

The magnitude of 1"I[(A2 is used in this table. The magnitude range for average and st出 ldarddeviation is 

restricted to 4.5 < 1¥:[K.42く 6.5.
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Appendix 

A.6 Average difference betweenstation and event displacement-amplitude magnitudes for the period 

from Oct. 1995 to Apr. 2001. 

StatiOIl Organ. Lat Lon Height Ave. SO Oata Daもatime 
eode eode IlUIIl 

TOKYO JMATOK :35.687 139.758 21 0.38 お舵 0.22 184 
MATSUS JMATOK 36.543 138.207 406 -0.28 0.24 * 55 
SOYAES J1ν1ASAP 44.959 142.584 10 -0.15 0.14 21 
SHOSAN JMASAP 44.400 141.853 110 0.07 0.15 45 
日OKURY JMASAP 43.74.3 141. 725 195 0.18 0.19 64. 
KAMIAS JMASAP 44.117 142.597 220 -0.16 0.14 36 
FURANO JMASAP 4，).164 142.，594 360 嶋 0.11 0.16 82 
九lARUSE JMASAP 44.007 143.~)60 460 -0.14 0.20 64 
ENIWA JMASAP 42.840 141.450 185 0.24 0.15 77 
SHAKOT JMASPA 43.353 140.476 10 -0.13 0.14 40 
SHIMAM JMASAP 42.643 140.045 72 ー0.26 0.11 32 
YAKU1vIO J孔1ASAP 42.201 140.253 170 0.28 0.15 11 
KAYABE JMASAP 41.888 141.033 10 0.11 0.21 80 
NOBORI JMASAP 42.469 14.1.038 110 -0.20 0.14 59 
ERIMO Jl¥iIASAP 42.016 143.157 40 明0.03 0.24 本 75 
ASHORO JMASAP 43.297 143.770 210 0.04 0.20 81 
CHURUI JMASAP 42.614 14:3.362 120 0.00 0.19 71 
ONBETS JMASAP 42.90:3 143.835 60 0.08 0.17 93 
NAKASH JMASAP 43.585 ]4，1.719 220 -0.15 0.22 70 
AKKESH JMASAP 42.996 144.697 20 0.11 0.20 88 
ASHIBE JMASAP 43.505 142.22:3 187 0.13 0.16 75 
RAUSU JMASAP 43.938 145.122 10 -0.03 0.21 72 
RISHIR JMASAP 45.138 141.311 27 0.38 訓ド 0.16 19 
YAGISH J孔1ASAP 44.427 141.4.26 :35 司 0.15 0.11 20 
OKUSHJ JMASAP 42.067 1:39.445 33 0.15 0.18 29 
OHATA JMASEN 41.382 141.048 80 ー0.06 0.13 85 
TENMAB J~:1ASEN 4.0.787 141.068 130 0.00 0.13 94 
lWASAK .JMASEN 40.59:3 140β07 330 0.05 0.16 72 
HINAI .JMASEN 40.189 140.636 140 0.11 0.14 99 
ROKUGO .JMASEN 39.396 14.0.634 200 0.11 0.14 104 
KUZUMA .JMASEN :39.985 141.3:30 620 -0.11 0.17 97 
ぐfANOHA .JMASEN 39.939 141昼864 200 ー0.20 0.21 90 
OHASAM .JMASEN 39.4 73 141.292 210 明。‘03 0.18 113 
OFUNAI JMASEN 39.080 141.669 180 -0.16 0.14 99 
ICHINM .JMASEN 38.952 141.220 70 -0.14 0.14 87 
YKANEY JMASEN 38.918 140.359 220 -0.05 0.15 93 
YATSUM JMASEN :38.593 139.714 200 0.17 0.19 128 
SHIR.AT .JMASEN 38.221 140.066 300 0.25 0.19 132 
OKURA .JMASEN 38.:366 140.664 390 0.15 0.16 112 
OURI JMASEN 38.454 141.349 40 -0.2:3 0.13 8:3 
MARUl'vl0 .JMASEN :37.866 140.793 100 ー0.11 0.17 95 
KAWAUC JMASEN 37.367 140.874 520 -0.22 0.17 71 
OTAMA JMASErぜ 37.518 140.337 350 0.15 0.17 136 
YANAIZ JMASEN 37.407 139.705 420 -0.14 0.13 115 
TOBISH JMASEN 39.195 139.557 50 0.00 0.14 68 
AWASHI JMATOK 38.456 139.249 70 0.02 0.17 74 
SAOO JMATOK 38.037 138.260 146 -0.21 0.17 46 
SASAKA JMATOK 37.818 139.317 14.5 -0.19 0.16 73 
IZUMOZ JMATOK 37.532 138.710 40 0.44 * 0.18 118 
NAKAMA JMATOK 37.103 138.163 140 0.15 0.15 115 
HIROKA JMATOK 37.248 139.017 195 ー0.17 0.13 87 
SHIOBA JMATOK 36.968 139.920 460 0.27 0.12 155 
KUNI JMATOK 36.562 138.640 645 0.10 0.14 157 
ASHIKA JMATOK 36.425 139.453 241 ー0.21 0.15 109 
HITACH JMATOK 36.611 140.5(i9 215 -0.22 0.18 91 
IYASAT JMATOK 36.228 140.194 31 ー0.08 0.18 134 
RYOKAM JMATOK 36.017 138.902 480 -0.14 0.13 148 
HANNOU JMATOK 35.852 139.282 245 -0.04 0.19 208 
NAGARA JMATOK 35.418 140.202 40 0.37 * 0.20 182 
YOKOSK JMATOK 35.224 139.665 80 0.21 0.14 221 
IZUSIM. JMATOK 34.718 138.878 135 -0.26 0.19 202 
SAGARA JMATOK 34.674 138.186 107 0.23 。‘17 197 
SHIMOB JMATOK 35.498 138.544 775 -0.02 0.18 163 
NSAKAI JMATOK :36.407 138.100 930 偵 0.04 0.16 110 
TAKATO .JMATOK 35.875 138.138 1180 -0.10 0.18 120 
YASUOK JMATOK :35.358 137.862 800 0.06 0.18 213 
TTATEY .JMATOK 36.605 137.333 236 0.19 0.16 122 
HEGURA JMATOK :37.848 136.920 12 ー0.11 0.22 :38 
SUZU .JMATOK 37.448 137.363 10 -0.12 0.17 50 
HAKUI JMATOK :36.925 136.782 35 0.0] 0.12 68 
KAGA .JMATOK 36.277 136.332 25 0.02 0.15 71 
MIHAMA .JMATOK 35.528 135.983 161 -0.04 0.20 60 
NIUKAW .JMATOK 36.223 137.:315 775 -0.15 0.18 61 
MIYAMA JMATOK 35.699 136.718 495 -0.08 0.14 85 
KUR.OKA .JMATOK 35.601 137.357 580 -0.11 0.14 119 
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Appendix A.6 (continued) 

Station Organ. Lat LOl1. Height Ave. SD Data Data time 
code code num. 
OBARA J.MATOK 35.267 137.258 650 -0.07 0.15 115 
ATSUMI JMATOK 34.632 137.143 30 噛 0.21 0.16 114 
ISE JMA'1、OK 34.392 136.707 135 “0.12 0.18 77 199 
KIINAG JMATOK 34.245 136且267 90 -0.17 0.15 58 199 
KOZじSH JMATOK 34.187 139.137 138 0.21 0.24 * 17 199 
M1YKE2 JMATOK 34.066 1:39.517 430 0.07 0.23 * 71 199 
YASAKA JMAOSA :55.628 135.103 260 0.09 o‘1.9 :38 199 
HEGURI JMAOSA :34.653 135.685 250 -0.13 0.23 34 199 
KOUYA JMAOSA :34.218 135.59:3 795 司0.17 0.17 :31 199 
MINABE JMAOSA 33.850 135.353 150 -0.08 0.17 31 199 
KOZAGA JMAOSA 33.530 1:35.715 240 -0.08 0.18 :38 199 
KASAI .JMAOSA 34.982 134.844 150 -0.15 0.19 25 199 
KじRAYO JMAOSA 35.378 133.820 180 0.09 0.18 26 199 
OKI J1V1AOSA 36.202 133.337 27 0.14 0.22 25 199 
IKUMA JMAOSA 35.497 13:3.0:30 20 0.20 0.20 25 199 
SAIJYO JMAOSA 34.998 1:33.115 480 -0.01 0.20 26 199 
KURAHA JMAOSA 34.138 132.528 60 -0.01 O ‘24 * 1.9 199 
JOlJGE JMAOSA 34.642 133.155 480 0.06 0.20 24 199 
AIDA JMAOSA 34.940 134.168 170 -0.11 0.24 キ 27 199 
SAKAID JMAOSA 34.373 1:3:3.932 210 -0.06 0.18 28 199 
AIOI JMAOSA 33.792 134.452 180 -0.03 0.18 25 199 
MONOBE .JMAOSA 33.728 133.878 580 0.03 0.17 :34 199 
KUBOKA JMAOSA 3:3.310 133.063 340 ー0.03 0.20 24 199 
TANBAR JMAOSA 33.778 133.048 410 -0.08 0.18 24 199 
NAGAHA JMAOSA 33.557 132.478 2:30 -0.17 0.16 17 199 
KUDAI¥在A JMAFUK 34.053 131.87:3 220 0.05 0.15 16 199 
YTOYOT JMAFじK 34.263 131.065 120 0.02 0.16 15 199 
AKAIKE JMAFUK 33.712 130.795 130 0.12 0.26 当ド 13 199 
TAMANA JivIAFじK :32.963 130.533 230 0.00 0.16 17 199 
TSUSHM JMAFUK 34.525 129.398 70 0.03 0.16 13 199 
1K1 JMAFUK 33.795 129.732 70 0.21 0.15 16 199 
URESH1 JMAFUK 33.093 129.948 160 0.04 0.14 16 199 
KUNIMI JMAFじK 33.632 131.568 120 0.16 0.17 19 199 
じSUKI JMAFUK 3:3.065 131.750 140 働0.01 0.14 19 199 
NAKATS JMAFUK 33.122 130.878 540 0.02 0.14 18 199 
HONDO JivIAFUK 32.463 130.137 70 0.10 0.17 16 199 
OKUCHI JMAFUK 32.140 130.598 440 0.05 0.09 15 199 
KOSHIK JMAFUK 31.678 129.717 240 -0.19 0.18 14 199 
SUZUYA JMAFUK 31.507 130.'155 400 -0.12 0.20 20 199 
KUCHIE JMAFUK 30.462 1:-30.195 20 司0.12 0.22 18 199 
TANEG3 .JMAFUK :50.655 130.980 240 -0.01 0.18 20 199 
NAKANO JMAFKU 29.842 129.875 235 0.08 0.20 30 199 
KIKAIJ JMAFUK 28.315 129.972 15 0.46 本 0.19 32 199 
AMAMI JMAFじK 28.412 129.605 15 -0.12 0.18 26 199 
TOKUNO JMAFじK 27.785 128.952 170 -0.16 0.15 25 199 
IHEYA JMAOKI 27.035 127.967 25 ー0.05 0.13 27 199 
KUNIGA JMAOK1 26.832 128.275 220 -0.11 0.14 25 199 
KUMEJ2 JMAOKI 26.326 126.786 71 -0.22 0.15 19 199 
MIYKJ2 JMAOKI 24.815 125.294 43 0.14 0.15 41 199 
TARAMA .1MAOKI 24.641 124.702 7 0.09 0.12 46 199 
ISHIG2 JMAOK1 24.364 124.143 78 -0.29 0.15 39 199 
MINAM2 JMAOKI 25.819 131.221 50 0.03 0.20 13 199 
HACHJ3 JMATOK 33.112 139.817 70 -0.01 0.15 177 199 
WAKKA3 JMASAP 45.316 141.898 60 0.01 0.13 21 199 
NANGO ;llvlASEN 40.374 141.515 270 -0.18 0.18 75 199 
YUWA JMASEN 39‘540 140.208 30 0.37 現ド 0.16 104 199 
OGA2 JMASEN 39.914 139.793 140 0.23 0.17 80 199 
KATASH JMATOK 36.767 139.249 933 -0.04 0.14 85 199 
ODA¥VA2 JMATOK 35.263 1:39.088 380 -0.05 0.16 198 199 
KUROMA JMATOK 35.066 138.210 710 骨 0.05 0.20 211 199 
KATADA JMATOK 34.710 136.419 30 時0.11 0.14 64 199 
MIKI JMAOSA 34.805 135.052 160 0.09 0.18 35 199 
EIGENJ JMAOSA 35.134 136.:388 433 -0.12 0.16 61 199 
TOYOHI JMAOSA 34.662 132.421 460 0.00 0.18 21 199 
ITAYA JMAFUK 33.429 130.388 640 -0.01 0.17 16 199 
TAKAZA JMAFじK 31.901 131.088 166 0.08 0.16 15 199 
KじIZU2 JMAFじK 32.545 130.814 260 0.03 0.18 13 199 
TAMAG2 JMAOKI 26.138 127.U9 40 0.30 * 0.20 35 199 
BIRA'1、2 JMASAP 42.778 142.:364 170 -0.11 0.15 60 199 
SHIUR2 JMASEN 41.057 140.411 60 0.14 0.14 108 199 
OSHIM3 JMATOK 34.717 139.431 405 0.11 0.16 236 199 
TSUNA JMAOSA 34.419 134.885 85 0.00 0.15 24 199 
KITAKA JMAFUK 32.625 131.454 180 ー0.05 0.19 15 199 
TSUNO JMAFUK 32.245 1:31.505 120 -0.07 0.17 14 199 
TASHR2 JMAFUK 31.166 130.922 430 相 0.06 0.18 17 199 
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Appendix A.6 (continued) 

St.ation Ocordge an- Lat. [，on. Height Ave. SD Data Data time 
code num. range 
KAMIK2 JMASAP 43.873 142.748 350 -0.22 0.10 53 1997/12/22-2001/04/30 
YAKUM2 .JMASAP 42.117 140.370 120 句0.10 0.15 56 
SHIRIU .JMASAP 41.529 140.418 55 助0.06 0.14. 49 
KASじMI JMAOSA 35.587 134.662 85 0.03 0.14 34 
GOTSU JMAOSA 35.029 132.334. ら。 0.00 0.17 20 
TOYOSA J.MASAP 43.365 14.5.743 16 -0.13 0.21 39 
HIROMI JMAOSA 33.214 132.624 460 -0.16 0.16 13 
YONAGU JMAOKI 24.'162 123.011 ;~2 -0.10 0.17 26 
TOKORO .1MASAP 43.971 1，1:3.908 42 -0.23 0.17 17 
KIRAGA JMAOSA 33.386 134..143 250 0.05 0.19 14 
NARU JMAFUK 31.527 131.272 80 0.08 。首09 11 
AGUNI .JMAOKI 26.589 127.242 12 繍0.06 0.16 11. 
OKIGUS JMAOKI 24.760 125.406 60 0.18 0.16 15 
KUROSH JMAOKI 24.237 124.009 9 0.19 0.18 18 
IRIOMH JMAOKI 24.386 123.749 9 -0.09 0.16 15 
HATERS .1IvlAOKI 24.057 123.805 15 0.10 0.1<1 18 

The magl1itude of !VIKA2 is used in this table. The magnitude range for average and stal1dard dれタiatioll ぉ

restricted to 4.5 ~ Js.IKA2 ~ 6.5. 
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